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序章　暗躍する欲望







　街が燃えていた。

　大地を舐なめるようにして広がっていく火の波は、木々を、家屋を、人を容易たやすく呑のみこんでいく。そこかしこから黒々とした煙けむりが上がり、重い物が崩くずれ落おちる音に紛まぎれて、誰だれかの怒ど号ごうや叫さけび声ごえが聞こえてきた。

「……くく」

　眼下に展開される凄せい惨さんな状じよう況きようを見て、男は笑う。

「素す晴ばらしいぞ……素晴らしい力ではないか」

　予想以上の成果だった。まさか、これほどまでのものだとは。

「たかが魔術道具マジツクアイテムと思っていたが……中々どうして。侮あなどれないものだな」

　嬉うれしそうに、楽しそうに、男は低く笑い続けた。

「ご満足いただけましたでしょうか？」

　背後からの声に、振ふり返かえる。そこには見知った人物が立っていた。

　身に纏まとう黒のローブは擦すり切きれていてみすぼらしく、目ま深ぶかに被かぶったフードのせいでその表情はうかがい知れない。わずかに覗のぞく口元を、その者は歪ゆがめていた。

「ああ、充じゆう分ぶんだ。お前の働きは評価する」

　称しよう賛さんの言葉を送ると、ローブの人物は恭うやうやしくもこちらに向けて頭を下げる。

「勿もつ体たいないお言葉に御ご座ざいます。偉い大だいなる貴方あなた様さまのお役に立つことが出来、私としても本ほん望もうで御座います」

「皆みなが、お前のような優ゆう秀しゆうな部下であれば良いのだがな。……なににせよ、これでまた、理想に一歩近づける」

　再び前を向くと、男は街に向けて手をかざした。

「……そのことで御座いますが。貴方様に一つ、ご提案が御座います」

「なんだ。言ってみるがいい」

「――今より、もっと強い力を手に入れるおつもりはありませんか？」

　ローブの人物が発した言葉に反応し、男は視線を背後へと向ける。

「どういうことだ。今持っている道具よりも、もっと強力なものがあるというのか？」

「現在のものは、これからお話しするものに比べれば、その足元にも及およびませぬ」

「ほぅ。それは興味深い。見せてみろ」

「いえ、残念ですが、今私の手元には御座いません」

　男は怪け訝げんな顔をした。

「とすると、どこにあるというのだ」

「それをこれからお教えします。手に入れるのには少々、苦労を強しいられるかもしれませんが……それに見合うだけのものであることは、保証いたします」

「お前がそう言うのならば、信じよう。それで、それはなんというものなのだ？」

「はい、ディール様。貴方様も、その名自体には、聞き覚えがあるかもしれませぬ」

　フードの人物は、その歪んだ笑えみを、そこで更さらに深めた。

「――【アルゴの遺産】と申します」







第一章　少年、手紙を受ける







「……うーむ」

　その日、ロイ＝シュトラスは一通の手紙を前にして、深く考え込んでいた。

　見た目はごく普ふ通つうの郵便物である。いや、内容とて、そう難しいものでもない。

　肝かん心じんなのは、送り主の名であった。

「……い……イ……ってば」

　遠くで誰かがなにかを言っている気もするが、目下のところ懸けん案あん事じ項こうを抱かかえる自分にとって、そちらに注意を払はらう余よ裕ゆうはない。

　だからひたすらに唸うなっていたのだが、

「――ちょっと、ロイってば！　聞いてるの!?」

　大きな声がはっきりと聞こえ、驚おどろいて、ロイは顔を上げた。

　そこには、頬ほおを膨ふくらませた黒くろ髪かみの少女、アヤメの姿がある。

「ああ、アヤメか。なんだよ、いきなり」

「いきなりじゃないよ。さっきから何回も話しかけてるのに全然反応しないからじゃない」

「そうだったか？　悪い。少し考え事をしててな」

「それは見ていたら分かるけど……。はい、これ。さっき部屋のドアに挟はさんであったよ」

　言って、アヤメはこちらに麻あさの紐ひもで縛しばられた紙束を差し出してきた。

「ああ、ありがとう」

　礼を述べて受け取ると、ロイは手紙を懐ふところに仕し舞まい、代わりに拘こう束そくを解いて紙を広げた。

　そこには無数の文字列が並び、隣となりには画家によって描えがかれた絵が何枚か載のっている。

「それ、たまにロイが眺ながめてるやつだよね。なんなの？」

「ん？　ああ、説明したことなかったか。世界週報だよ」

「シューホー？」

　きょとんとした顔をしたアヤメに、ロイは説明する。

「その週に起こった事件やら、魔ま術じゆつ的てきな発見やら、政治的なことを色々と書いている情報紙だ。多少値は張るが、世情を知るにはもってこいでな。気が向いたらまとめて取り寄せてる」

「へぇ、新聞みたいなものだ。でも珍めずらしいね、ロイが社会のことを知りたがるなんて」

「……お前、俺をなんだと思ってんだよ」

「重度の引きこもり」

　間ま違ちがってはいない。どちらかと言えば、外に出るのは好きではなかった。しかし、

「そう直球に言われると色々思うところがあるんだが……」

　自分がどうしようもないダメ人間のように思えてしまう。

「まあ、確かに元々そんなに興味はなかったけどな。もしかしたら、他の魔ま術じゆつ師しの情報を知れるかもしれないだろ。【アルス・マグナ】の役に立つかもしれない」

「ああ、それで！……で、で、どんな感じ？」

　興味深そうに覗きこんでくるアヤメに、ロイは首を横に振った。

「ダメだな。特にどうということもない情報ばっかりだ」

「見せて！」

「いや、見せてってお前……」

「いいじゃない、見せてよー」

　服の袖そでを引っ張られて、ロイは息をつくと、週報を全すべてアヤメに手て渡わたした。

　彼かの女じよは「やった！」と喜んで、それを眺め始める。

「ほうほう、ふむふむ……」

　感心するように頷うなずきつつ、アヤメは上から下に文を見ていった。その様子に、ロイは怪訝な顔をする。

　彼女は、この世界の人間ではない。ロイが得意とする魔術【物質転移アドヴエントゲート】を昇しよう華かさせた【異い世せ界かい召しよう喚かん】により来訪した、『向こう側』の住人だ。言葉のやりとりに関しては魔術の作用でどうにかなっているが、文字までもを読めるわけではなかった。

「お前……もしかして、なにを書いているか分かるのか？」

　問いかけたロイに、彼女は堂々と答える。

「うん。――全然分からない！」

「叩たたくぞ」

「シンプルにひどい!?」

　わざとらしく慄おののくアヤメ。まったく、とロイは呆あきれながら週報を彼女から奪うばい取とった。

「ねえねえ、なに書いてあるの？　なにか面おも白しろいことあった？」

「んー、別に。魔術師が違い法ほうな魔術薬を作って逮たい捕ほされたとか、亜あ人じんが差別撤てつ廃ぱいを求めて運動を起こしたとか。……お、前に俺おれ達たちが見た大きな剣つるぎの記事もあるぞ」

「それって、ロンダのお祭りで造ってたやつ？」

　アヤメから尋たずねられて、ロイは頷いた。

　ロンダは、レイオード領地内にある大きな街だ。ロイの通う魔術師育成アストレースから歩いていける場所にあるので、生活必ひつ需じゆ品ひんや魔術関係の書物等などを購こう入にゆうするため、何度か訪おとずれたことがあった。数日前にもロイは、アヤメやカノン、ハンナと共に、開かい催さいされた街の誕生祭を楽しんできたばかりだ。

　一本の巨きよ大だいな剣が披ひ露ろうされていたのを見たのは、ちょうどその時だった。余興として鍛か冶じ師たちが協力して鋳ちゆう造ぞうしたものとのことである。

　今でこそ魔術関係の品を豊富に扱あつかうことで知られるロンダだが、元々は近くの山で良質な鉄が採れたことから、武器の街として発展してきたところだった。剣の制作はそれを祝ってのことだったのだろう。

　かなり人が集まっていたから、記事になるのも納なつ得とくできる話だった。

「後は……過激派集団が結構なことをやらかしたみたいだな」

「結構なことって？」

「お前が気にすることはないよ。よくあることだ」

　ロイが週報を横に置くと、アヤメはまたそれを手にとった。

　読めるはずもないだろうに、それが悔くやしいのか、彼女は紙面に顔を近づけて唸る。

　ロイは腕うでを組むと、視線を傾かたむけた。窓の向こうにある景色を、漫まん然ぜんと見つめる。

「ねえ、ロイ」

　アヤメがその時、ぽつりと言った。

「……ん？　どうした」

「なにか悩なやみ事ごとがあるんでしょ？　相談くらいなら乗るよ？」

　目をしばたたかせ、ロイは彼女の方を向く。それから鼻の頭を掻かきつつ、ロイは口を開いた。

「ああ。……いや。しかしこれ、お前に相談する程ほどのものかどうか。自分で判断できそうだしな」

「それでも答えが出ないってことは、ロイの中で迷いがあるってことでしょ？」

　なぜか週報を逆さまに持ったまま、アヤメが指し摘てきしてきた。

「自分の中で決着がつくことは、それが良いものであれ悪いものであれ、早々に解決しちゃうものよ。そうじゃないってことは、一人じゃ無理ってこと。あたしの経験談だけどね」

「……ふむ」

　一理ある、とロイは相あい槌づちを打つ。

　アヤメは、頭脳労働が苦手な方だ。しかし、時たまこうやって鋭するどい見方をすることがある。恐おそらくは、彼女の特とく殊しゆな生き方が影えい響きようしているのだろうが。

「……ま、じゃあ、お前に聞いてもらうとするか。アヤメ、【アルス・マグナ】の第三回戦の相手のことは覚えているな？」

「ああ、うん。えーと、ラルカなんとかさんだっけ。【家具屋のお手】とかいう二つ名を持ってる」

「ラルカ＝アルナス。二つ名は【傀儡くぐつの御み手て】だ。ほとんど間違ってるじゃないかよ」

「あはは、でも、名前は合ってたでしょ。多少の誤差は許してよ」

　どこがだ、とロイは首を振る。大体、【家具屋のお手】が二つ名の魔術師とは、一体どんなものだというのか。世界中の家具屋を従える術でも使えるのか。

「それはそれで恐こわいな……」

　箪たん笥すを背せ負おった男達たちが集団で押おし寄よせてくる様子にロイは身み震ぶるいをした。

「どしたの？」

「いや、なんでもない。とにかく、そのラルカが次の対戦相手だ。例によってカノン先せん輩ぱいの話によれば、俺と違ちがってずっと昔に二つ名を授さずかった魔術師らしい」

「うん、だったね。だから経験豊富で戦い辛づらいかもってことだったっけ」

　諦あきらめたのか、週報を横に放ほうり出して、アヤメが言った。

「そうだな。で、ラルカと戦うのが三日後の昼だ。それまでにどうにか対策を立てておくべきかと、俺も色々と調べ物をしていたんだが」

「あまり成果は出なかった、と」

「ああ。どうも世間とは隔かく絶ぜつした暮らしをしている奴やつらしくてな。あまり表にも出ないから、情報も少ない。分かったのは、女であるということと、得意とする魔術の、おおまかなところ。後は魔術道具マジツクアイテムの収集家として有名だっていうことくらいだった」

「先行き不安だよね」

「他人事のように言うな……お前だって戦うんだぞ」

　呆れたロイにアヤメは肩かたを竦すくめる。

「戦う相手のことをなにも知らないなんて、あたしは結構、ザラだったから。その場、その場の勢いでもなんとかなるものよ」

「大おお雑ざつ把ぱな奴だな」

「今までだって大体そうだったじゃない」

　そう言われると、返す言葉がない。確かに彼女の言う通り、第一回戦も第二回戦も、そうやって勝かち抜ぬいてきた。

「だがせっかく時間的な余裕があるんだ。やるべきことはやっておきたいだろ。……とは言いながらも、いまいち具体的な案が思おもい浮うかばなくて、俺も正直行いき詰づまっていたんだが。そこに来て、意外な人物から申し出がきてな」

　懐から手紙を取り出すと、ロイはそれを、アヤメの前で振った。

「へえ、どなた？」

「――ラルカ本人だ」

　アヤメが目を見開く。

「ど……どういうこと？」

「俺が本人にそう訊ききたい。中身を見るとこう書かれていた。『汝なんじに話したいこと、あり。我わが住すみ処かまでご足労願いたし』。後は、ラルカの住む場所を記した地図が同どう封ふうされていた」

「それって……」

　アヤメがなにかを言いかける。だが、それに先んじてロイは口を開いた。

「ああ。罠わなかもしれないな」

「そ、そうだよね。いくらなんでも怪あやし過ぎるよ。こっちが対戦相手だっていうのは向こうも知っているわけだし」

「……だがな、罠だとしても、妙みようなんだよ。分かりやす過ぎるんだ。これから試合をやろうって奴からわざわざ手紙が送りつけられてきて、家に来い、だぞ？　誰だって、いくらアヤメだって、疑わしいと思うだろ」

「今、なにか聞き捨てならない言葉が混じっていた気がする」

「気にするな。だから悩んでたんだよ。罠かもしれないし、そうじゃないかもしれない。だが、後者だとすればラルカの目的は、一体なんだ？」

　ロイの態度に不満があるようではあったが、今は追つい及きゆうしている場合ではないと思ったのだろう。アヤメは「そうねえ……」と思案した。

「目的の方は、分からないけど。でも、あたしは罠じゃないと思うよ。怪しいと思われるだろうって、向こうだって考えているだろうし」

「そう思わせるのが作戦だったらどうする？」

「それはそうだけど。可能性の話を考えると、それこそキリがなくなっちゃうよ」

　確かにその通りだ。ロイは話の方向性を変えることにした。

「じゃあ、罠でないとして。向こうはどうしてこんな手を打ってきたんだろうな」

「うーん。そうだね。どっちでもいいと思っていたのかも」

「……どういうことだ？」

　アヤメの発言に、ロイは目をしばたたかせた。

「いや、相手が戦う気なら仕方ない、というか。ある種の賭かけの部分もあるんじゃないかなあ。運良く、相手が自分の話を聞いてくれるならそれで良し、みたいな」

「ああ、そういう可能性もあるか。しかし、二つ名の魔術師ともあろう奴が、そんな危あやうい真ま似ねをするか？　自分の居所を知らせているわけだろ。……いや、待てよ」

　そうなったら、そうなったで、やりようはある。相手をわざと自分の懐まで呼び寄せて、有利な形で戦うことも可能なわけだ。

「そうか……どっちにしろ、不利にはならないわけか」

　ロイが自分の考えを話すと、アヤメは頷いた。

「うん、そういうことだと思う。だから、相手が素す直なおにやってくるにしろ、利用してくるにしろ、どっちに転んでもラルカさんの得にはなるんだよ。もちろん、いつ狙ねらわれるか分からないから四六時中、注意する必要は出てくるけど」

「その辺りは、魔術師ならいくらでも方法はとれるだろうな。まして俺と違って年ねん齢れいを重ねてるんだ。こんな戦いに参加してくるくらいだし、なにかしらの修しゆ羅ら場ばは潜くぐってきたのかもしれない。これくらいなら、慣れたものなのかもな」

　だがそうなると、とるべき選せん択たくはどちらか。相手の要求に従って出向くか、それとも利用して叩くか。ただ、相手も備えはしているだろうから、どちらにしろそう簡単にはいかないだろうと思えた。

　第三の選せん択たく肢しとして、このまま放置ということも考えられるが――。

「いいんじゃない？　せっかくご招待してくれてるんだし、行ってみれば？」

　あっけらかんとしてアヤメが言ったので、ロイは椅い子すからずり落ちそうになった。

「おいおい、簡単に言うなよ。なにがあるか分からないんだぞ」

「それは素直に戦ったとしても同じことだよ。それに、あたし、ちょっと興味があるんだよね。だってこんな手紙を送りつけてくるってことは、よっぽど自分の実力に自信があるってことでしょう？　どんな相手なのかなって」

「……まあ、そう言われてみれば気にはなるが」

　第一回戦、第二回戦とは違う性質を持つ相手なのかもしれない。会っていきなり戦いを始めるよりか、その前に人となりや術の仕組みをある程度掴つかんでおくというのは、方法としては悪くなかった。

「だが、仮に罠だったらどうする？」

「うーん。……うん、ま、その時は、その時よ。臨機応変にやっちゃいましょ。きっと、なんとかなるよ」

　軽い調子でそう言ってくるアヤメに、ロイは思わず苦く笑しようした。

「お前のそういう底そこ抜ぬけに気楽なところは、ある種、尊敬に値するな」

　皮肉ではない。ロイは本当にそう思っている。

　ここぞという時に、アヤメのその過ぎるほどに前向きな精神は、こちらに力をくれるからだ。これまで何度も、それに助けられてきた。

「……そうだな。行くだけ行ってみるか。ここでごちゃごちゃ言っててもなにも進まないしな」

「そうそう。さすがロイ、あたしの頼たよれる相棒！　それじゃ今回も、よろしく！」

　アヤメは片手をこちらに差し出して、軽く振った。それを見て、ロイは片口を上げる。

「――こっちこそよろしくな、相棒」

　言って、ロイは、彼女の手を掴つかんだ。




　ラルカの家は、トルネイという小さな街の郊こう外がいにあった。

　その正確な位置が把は握あくできていないため、ひとまず学院からいつものように術を使ってトルネイまで転移することにする。そこからは徒歩で向かうことにした。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中を進むこと、しばらく。

　地図を頼りに道なき道を進んでいくと、突とつ然ぜん、ぽっかりと開けた場所に出た。

　それまでの陰々とした雰ふん囲い気きとはまるで違い、そこには穏おだやかな空気が流れている。

　空を遮さえぎる木々もなく、燦さん々さんと降り注ぐ陽光が、色取り取りに咲さく花々を照らしていた。

　その中央に、小さな家が建っている。

　連なる山のようになった三つの三角屋根が特徴的とくちようてきだった。古びてはいるが造りはしっかりとしている。石造りの壁かべには蔦つたが絡からみつき、干した薬草や肉が下げられていた。

「へぇ、可か愛わいい家だね。森の中に住んでるっていうから、もっと魔術師っぽい、おどろおどろしい感じかと思ってたよ」

　アヤメが意外そうに言った。

「魔術師っぽいって……アヤメ、あなた、なにか魔術師に偏へん見けんを抱いだいていませんか？」

　同行していたカノンが訝いぶかしげに問う。

「そんなことありませんよ。ただ、ちょっとイメージと違ってたなーって」

「どんな想像してたんだよ」

　ロイが首を傾かしげると、アヤメが答えた。

「えーとね。鼻の長いおばあさんが、暗くら闇やみの中で、怪しげな壺つぼをかきまぜながら『イーッヒッヒッヒ』って笑ってる感じ。傍かたわらにカラスがいれば完かん璧ぺきかな！」

「どんだけ実態とかけ離はなれてるんだよ！　お前、俺達をなんだと思ってるんだ!?」

「だ、だから、イメージだってば。そんなに怒おこらないでよぅ。ごめん」

　さすがに悪いと思ったのか、アヤメは若じやつ干かん、引き気味の姿勢で謝あやまってくる。

「まあ、まあ。アヤメの世界の魔術師像はそれが一いつ般ぱん的てきなのかもしれません。落ち着いて下さい、ロイ＝シュトラス」

　カノンからなだめられて、ロイは「まったく……」とため息をついた。

「それに、その話から察するに魔術薬を作ってるようだが。お前、ハンナがそんな風にやってるところ、見たことないだろ？」

　振り返って、ロイは背後にいたハンナを手で指す。

　庭に咲いていた花を観察していたハンナは、目をしばたたかせながらこちらを見た。

「それともなにか？　ハンナにそういうことさせればいいのか？　よし、ちょっとやってみてくれ、ハンナ」

「え……え？　い、いーひっひっひ？」

　突然に振られて当とう惑わくしながらも、素直なハンナは無む理り矢や理りに笑い声だけ出した。

「だ、ダメよっ！　ダメ、ダメ！　こんなに可愛いハンナちゃんに、なにをさせてるの！」

　慌あわてたように飛んでくると、アヤメはハンナを抱きしめた。

「あたしが悪かった！　全面的に悪かったわ！　だから、この子に愛らしさを失わせるような真似だけはやめて！」

「お前、本当にハンナに関しては弱くなるよな……」

　前々から分かっていたことだが、改めて見ると感心するやら脱だつ力りよくするやらという気分である。

「……ロイ＝シュトラス、いつまでも遊んでいる場合ではありませんよ」

「おっと、そうだった」

　二人のやりとりを見ていたカノンから注意を受けて、ロイは頭を掻く。そして、家の扉とびらの前まで行くと、固めた拳こぶしを振り上げた。が、その前に、

「ああ、そうだ。カノン先輩」

　後ろを向くと、軽く頭を下げる。

「今いま更さらですけど、また付き合ってもらってありがとうございます。先輩も忙いそがしいのに無理させてしまって、すみません」

「え？　あ、ああ、いえ。別に、いいのですよ」

　唐とう突とつに告げてしまったためか、カノンは驚いたような顔をした。その後で彼女は、頬を赤らめる。

「ま、まあ、話を聞く限りでは罠の可能性もありますからね。用心に越こしたことはありませんし。そ、それに、別にあなたのためであれば私は――」

「……私は？」

　きょとんとしてロイが訊き返すと、カノンははっとしたような表情の後で、首を横に振った。

「い、いいえ！　なんでもありません。その……気にしないで下さい」

「はあ、そうですか。……ええと、ハンナもありがとうな。毎度、毎度、悪い」

「う、ううん。わたしは、大だい丈じよう夫ぶ。その……頑がん張ばるね」

　アヤメに未まだ抱きしめられたままで、ハンナははにかむ。

「……そろそろお前に張り付いてるやつを放り投げてもいいんだぞ、ハンナ」

「そ、そっちも、大丈夫」

　なにやら至福の面おも持もちで頬ずりをしているアヤメを横目に、彼女は頷いた。

　カノンに声をかけたのは、ロイの判断だ。ラルカがどんな人物か分からないため、もしもなにかあった時に対応できるよう、人数は多い方がいいだろうと思ったのである。

　しかしハンナに至っては、彼女からの申し出だった。

　当初は三人で出向こうとしていたのだが、出発当日、ロイの部屋をハンナが訪れたのだ。

　たまたま遊びに来ただけのようだったが、事情を聞いた彼女は、すぐに自分も同行する旨むねを告げてきた。

　危険だと止めたのだが、魔術道具マジツクアイテムを扱う自分なら、違う形でロイ達を手助けできるという主張を、ハンナは譲ゆずらなかった。

　結果的に、その頑かたくなな意志を尊重し、ロイはハンナも連れて行くことにしたのだが。

「しかしお前も物好きだよな。なにもこんなところまでついてこなくても」

「ご、ごめんね。……迷めい惑わくだった？」

　おずおずと、こちらの様子を窺うかがうように問うてくるハンナにロイは首を横に振った。

「いや、正直、助かる。でも、本当にお前はいいのか？　怪け我がするかもしれないぞ」

「う、うん、いいの。……ロイくんの役に立てるなら」

　顔を伏ふせて、ぼそぼそと話す彼女に、ロイは微笑ほほえんだ。

「そうか。本当にいい奴だな、お前は」

　猫ねこの耳がついた頭に手をやって、くしゃくしゃと撫なでる。彼女は頬を紅色に染めながら、小さく呟つぶやいた。

「……みゃう」

　するとアヤメが弛し緩かんした表情のままで、腑ふ抜ぬけたような声を出す。

「大丈夫よぉ。ハンナちゃんは、あたしが絶対に守るからねぇ」

「全然信用できないぞ、その姿じゃ」

　ロイは嘆たん息そくすると、改めて、こう言った。

「それじゃ、行くぞ。三人とも準備はいいな。……アヤメもそろそろこっちに戻もどってこい」

　カノンとハンナは慎しん重ちような顔で顎あごを引く。アヤメもようやくハンナから体を離した。

　その様子を見て、ロイは前を向く。今度こそ、扉を軽く何度か叩いた。

「すまない、手紙を貰もらったロイ＝シュトラスだが。ラルカはいるか？」

　しばらく待ってみたが、返事はない。首を傾げて、もう一度呼びかける。

「おい、いないのか。ロイ＝シュトラスだ」

　しかし、やはり向こうは沈ちん黙もくを守っていた。

「……留守かしら？」

　アヤメが隣に立って小首を傾げる。

「あっちから呼んでおいて、か？　今日行くことは返事で伝えたはずだが」

　今度こそ、とロイは少し強めに叩いた。

「ラルカ！　聞こえてるのか！　ロイだ！」

　すると、ようやく反応が返って来る。

「す、すみませーん。今、手が離せなくて困ってまして。どうにもならない状態なので、入ってきてもらえますかー？　鍵かぎは開いてます」

　年若い女の声だった。ひどく情けない響ひびきは真に迫せまっており、嘘うそはついていないようだ。

　どうする？　と視線で問いかけると、アヤメは頷いた。ハンナやカノンもまた、同様である。

　仕方がない。覚かく悟ごを決めて、ロイはノブを握にぎると、ゆっくりと回した。扉は軋きしんだ音を立てて、ゆっくりと開いていく。

　そして、家の中に足を踏ふみ込んだ途と端たん、驚くべきものが、ロイ達の視界を遮った。

　本である。

　本がいくつも積み上がって形成されたと思しき塔とうが一つ、空中に浮かんでいる。小刻みに左右に揺ゆれるそれは、今にも崩れそうであるが、絶ぜつ妙みようなバランスでどうにか倒とう壊かいを防いでいた。

「な……なにこれ？」

　アヤメが、恐らくは四人の総意であろう疑問を、代表して口にしてくれる。

「ああ、ごめんなさーい。ちょっと、こんな感じになっちゃってるので、お相手できそうにないんですー」

　本が喋しやべった。

　……いや、そんなわけはない。実際は、本の山を持った誰かが喋ったのだ。あまりにも高いので、その背後にいる人の姿が見えないのである。

「ちょっとこんな感じになっちゃったって……どうしたらそんな感じになっちゃうの？」

　アヤメが不可解そうに訊いた。

「いやあ、もう、ほんと、分からないんですけどねえ。ほら、なにかを片づける時って、一個一個もっていくの、面めん倒どうじゃないですか」

「ええ、まあ、そうですね」

　困こん惑わくしながらもカノンが本に――もとい、その後ろにいる誰かに答える。

「だから出来るだけ効率的にしようと思って、本を積んでみたんです。そうしたら、なんと、こんなにも高くなっちゃったんですね。これで一気に収納場所まで運べるでしょう？　ワタシ、天才じゃないかって思うじゃないですか」

　いや、バカだと思う。……という言葉は、さすがのロイも呑みこんだ。

「で、意い気き揚よう々ようと底に手をかけて持ち上げたところまでは良かったんですけども。聞いて驚かないで下さいね。もう、これがぐらんぐらんで、一歩もここから動けなくなっちゃったんですよ！　なんという悲劇！　こんな事態を一体、誰が想定できたというのでしょうか!?」

「誰にでも大たい抵ていは想定できると思うが」

　むしろ出来ない方がおかしい気がする。ロイは胸中で、そう付け加えた。

「ええと、大丈夫？　なにか手伝おうか？」

　気を遣つかったアヤメに、本の向こうにいる誰かはこう主張した。

「いいえ！　なんとかなります！」

「力いっぱい言ってるところ悪いが、なんともならないと思うぞ」

　ロイの指摘にも相手はめげない。

「なんとかなりますよ！　諦めは前進を殺すのです！　どんなに絶望的な状況であろうとも、そこに活路を見み出いだすことこそが、まことの探究者たる者の歩むべき道なのです！」

「あの……とても素晴らしい言葉だと思いますが、状況が状況ですし……」

　カノンが遠回しに『無む駄だな努力はするな』と告げようとした。

　だが、その時。

「や、やっぱり、誰かに支えてもらった方が……。その、わ、わたしが――わっ！」

　ハンナが前に出ようとして、その拍ひよう子しに床ゆかに蹴躓けつまずいて転びそうになった。

　咄とつ嗟さにハンナが手を伸のばした場所が、運の悪いことに積み上がった本の一冊で。

　それまで絶妙に保たれていた均きん衡こうが、ついに悪い方へと傾いてしまった。

「あ、あわ、あ、はわわわわわ」

　あっちにいったりこっちにいったり。ふらふらと本の向こうに居る誰だれかは、必死に元に戻そうとするも、もはや取り返しはつかない。

「わ、わぁ――っ！」

　ついには、こともあろうにこちらへと倒たおれ込んできた。

「うわ！　お前、せめて後ろにいけよ！　なんでこっちにくる!?」

　ロイは本を持てばいいのか、それと一いつ緒しよに混じっている誰かを支えればいいのか、どちらか分からずに動どう揺ようする。

　その時、アヤメが一歩踏み出した。

「よいしょっと」

　彼女の体が掻かき消え、一陣の風が吹ふく。

　そして再びアヤメの姿が現れた時、全ての本は、いつのまにか彼女の掌てのひらの上でまた塔となって存在していた。

　おまけにアヤメはその背にハンナを負って、更に空いた方の手で本の向こうに居た誰かを支えている。

「す、すごいなお前！」

　全てが瞬まばたきする間もない内の出来事だった。ロイは感かん嘆たんの声を漏もらす。

「ふ、ふへぇ……どうなることかと思った」

「考え方としては間違ってないけど、もうちょっと身みの丈たけに合うような解決法を探さないとね。無む茶ちやと勇気をはき違えちゃダメだよ」

　アヤメがその手に抱えた人物にそう言うと、その相手は、照れたように笑った。

「……以後、気を付けますです」

　ロイ達と同じ年とし頃ごろの少女だ。整ってはいるがどこか垢あか抜ぬけない顔つきをしていた。ボサボサの栗くり色いろの髪かみを肩辺りまで伸ばしており、その頭には一いつ対ついの尖とがった『耳』がついている。

　ハンナと同じような形をしているが、彼女のそれが猫に似ているのと違い、どちらかというと犬に近いものだった。

（亜人……狗耳族ワグナー・トロウか）

　すぐに見当がつき、ロイは目の前の少女を、そう判断する。

　亜人――普通の人間とは違う体の造りをしている一族のことだ。ハンナの『猫耳族』のように、それぞれ特とく徴ちようを顕あらわした名がついている。

　少女がその体に纏まとっているものを見て、ロイは言った。

「お前……魔術師なのか？」

「え？　ええ、そうですよ。この家の近くにある学院に通ってます」

　アヤメに礼を言った後、埃ほこりを払いながら、彼女は自分が身に着けているもの――魔術師であることを示すローブを翻ひるがえした。

「珍しいな。狗耳族ワグナー・トロウは魔ま術じゆつが使える者がほとんどいないと聞いてるが？」

「ええ、そうですね。ワタシの里でも、ワタシ以外は使えません」

　少女は、ロイの質問に頷いた。

　狗耳族ワグナー・トロウは身体能力が極きわめて優すぐれており、冒ぼう険けん者しやや騎き士しになるものが多い、とロイは聞いたことがある。ただその代わり、というわけではないだろうが、魔ま力りよくの宿る者が極きよく端たんに少ない傾けい向こうにあるそうだ。

「まあ、ワタシの魔術の才も知れたものですが。せっかく授かった才能ですし、ちゃんと育ててみようと学院に入ったわけです」

「ふうん。……っていうことは、あなたはラルカさんじゃないわけね？」

　アヤメが確かめると、少女はそれを首しゆ肯こうする。

「はい。ワタシはナタリ。ナタリ＝テンといいます」

「しかし、だとすれば学院に通う魔術師が、一体どうしてこんなところに？　ここはラルカ＝アルナスの家ではないのですか？」

「いえ、ラルカ＝アルナスの家ですよ。ワタシはここに時折、寄らせてもらってるんです」

　カノンへと返したナタリの答えに、ロイは眉まゆをひそめた。

「寄らせてもらってる？　なんだ、ラルカの血けつ縁えんか？」

「血の繋つながりはないですよ。弟で子しです」
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「へえ、お弟子さん。魔術師ってそういう制度もあるんだ」

　アヤメが感心したように言う。

「確かにあるにはありますが……。ラルカ＝アルナスはあまり、人と関かかわりを持つことが好きではないと聞いたことがあります。そんな彼女に、よく認められましたね」

　カノンの言葉に、ナタリは頬ほおを掻いた。

「まあ、半分、押しかけみたいなものですから。お師し匠しようにご用事なんですよね？　ロイ＝シュトラスさんでしたっけ」

　ナタリはじっと、ロイのことを見つめてくる。

「……なんだよ」

「一応訊いておきますけど、本物ですよね？」

　ロイは無言で、懐ふところから紐ひもで繋がれた大きな金貨を取り出した。【ダンネンベルグの金貨】と呼ばれる、魔術師連盟に所属する第一級の魔術師であることを証明するものだ。

「これでいいか？」

「おお、本当に本物のロイ＝シュトラスなんですね！　すごい！　有名人！」

「……からかってるのか？」

「そそ、そんなことないですよ？」

　わざとらしい態度にロイが凄すごむと、ナタリは何歩か怯おびえるように下がった。

「はいはい、この子、自分のことやいのやいの言われるの好きじゃなくてねー。ごめんなさいね。本当はいい子なのよ」

　アヤメがロイの肩に手を置いて、そのまま何度か叩いてくる。

「なんだよ。お前は俺おれの保護者かよ」

「似たようなものでしょ。いちいち、人の発言に突つっかからないの」

　めっ、とアヤメはロイに顔を近づけてきた。

　その距きよ離りにどきりとして、ロイは目を逸そらす。

「わ……分かったよ」

「よろしい！　さすがロイ。懐が広いね」

　完全に子どものように扱われて、本来なら腹が立つはずなのに、相手がアヤメだとそういう気が起こらない。ロイは「う、うるさい」とナタリの方を向いた。

「おい、もういいだろ。早く案内してくれよ」

「あ、はい、結構です。失礼しました。すみませんね、近ちか頃ごろ、どうにも物ぶつ騒そうなもので」

　ついてきてください、とナタリは踵きびすを返す。

「物騒って、なにかあったんですか？」

　アヤメが尋ねると、彼かの女じよは鼻筋に指を当てて、困り顔を作った。

「そうなんですよー。まったく、大変なことで。なんだか厄やつ介かいな連中に、色々と狙われてましてねー」

「なんだそりゃ。お前の師匠、ろくでもないことでもしでかしたんじゃないだろうな」

　面倒ごとに巻き込まれると困るのだが、と思いつつロイは詳しよう細さいを探さぐる。

「ろ、ロイくん、ダメだよ、失礼だよ……」

　ハンナから注意を受けたが、ナタリは特に気にする様子もなく笑った。

「まあ、うちのお師匠はちょっと変わった趣しゆ味みをもっていましてねー。そのせいでしょう」

　彼女は居間へと続くであろう、扉のノブを握った。

「じゃあこの先にね、お師匠がいますので。少々気難しい性格をしてますけど、勘かん弁べんして付き合ってあげて下さいねー」

　そして扉を開いた瞬しゆん間かん。

「誰が偏へん屈くつじゃっ！」

　なにか物が飛んできてナタリの額に当たった。

「いったい！」

　ふらふらとよろめきながらも、ナタリはどうにか体勢を立て直す。傍そばに、銅製のカップのようなものが転がった。

「へ、偏屈だなんて言ってないじゃないですか！」

「やかましい！　人を聞かん坊のクソガキのように扱いおって。生意気じゃ！　この弟で子し！　馬ば鹿か弟子！　弟子の癖くせに！」

　抗こう議ぎしたナタリの、何倍もの大きな声で、部屋の中に居た誰かが返してくる。

「……確かに気難しそうね」

「だが、少々じゃないぞ、これは」

　かなり大変なことになるかもしれない。ロイはげんなりしたままでアヤメにそう言った。

「だからって物投げることないじゃないですか……子どもそのものですよ。もう、いいです。皆みなさん、どうぞお入りください」

　ナタリが赤くなった額を押さえながら、ロイ達に先を促うながす。

　少々、躊ちゆう躇ちよする気持ちがありつつも、ロイは部屋の奥おくへと進んだ。

　そして、ようやく目的の人物と対面する。

「よく来たのう、ロイ＝シュトラス。わざわざ遠方まで出向いてもらってすまぬ」

　彼女はその顔に笑えみを浮かべて、こちらを出で迎むかえた。

「わしが、ラルカ＝アルナスじゃ。――人は、【傀儡くぐつの御み手て】などと呼ぶがの」

　その意外過ぎる、姿で。




「はい、お茶どうぞー」

　互たがいに自己紹介しようかいを済ませた後、ナタリが湯気の立つ紅茶を、テーブルの上に置いた。ロイ達はそれぞれに礼を言ってから、カップに口をつける。

「あちっ」

　対面に座すわっていたラルカが、舌を出した。彼女はナタリを睨にらみつける。

「おい、熱いぞ。わしの分はある程度冷ましておけと言ったじゃろうに」

「ああ、すみません。ふーふーしましょうか？」

「いらん。子ども扱あつかいするなというのに」

　不満そうに唇くちびるを尖らせて、ラルカは自らでカップに息を吹きかけ始める。

「……ねぇ、ロイ。ラルカさんって、経験豊かな魔ま術じゆつ師しなのよね？」

　それを見ていたアヤメが、ロイに囁ささやきかけてくる。

「そのはずなんだが……」

　とてもそうは見えない。いや、行動もそうなのだが、そもそも見た目が情報とは大きく食くい違うのだ。

　カノンの情報から、ロイはラルカの年齢を少なくとも、六十は超えていると見積もっていた。どれだけ若くても、五十より下はないと踏んでいたのだ。

　だが、実際に自分の前に現れたラルカは、どう見ても十歳かそこらの女の子だった。

　先ほどからしきりに「子ども扱いするな」と言っているのが滑こつ稽けいに思えるくらいに、幼いのである。

　長い銀色の豊かな髪を腰こし元もとまで伸ばし、ゆったりとしたローブを羽織っている。

　顔立ちは人形のように整っているが、作り物めいた冷たさは感じなかった。

　紅色の瞳ひとみを宿した丸く大きな目が、愛あい嬌きようがあるように思えたからかもしれない。

　ラルカはロイ達たちに差し出したのとは違ちがい、特別にあつらえたのだと思われる、凝こった意い匠しようの施ほどこされた椅子に座っていた。だがそれもまた大きく、まるで親の使っているものを、無理矢理に借りてきたような印象をこちらに与あたえた。

「でもロイくん、あれ……」

　隣となりに座ったハンナが、耳元で話しかけてくる。彼女がなにを言いたいのかは、ロイも分かっていた。

「ああ。だとすれば、納なつ得とくいかない話でもないな」

「なになに、なによ？」

　二人の会話に割り込んでくるアヤメに、カノンが言う。

「……兎耳族クニー・リーク、ですね」

　カノンはラルカの頭に生えた一対の『耳』をこっそり指していた。

　だが、それはハンナやナタリ、そのどちらとも違い、縦に長くぴんと伸びた、兎を思わせるような形状をしていた。

「兎耳族クニー・リークは、総じて長命で知られてるんだ。外見の成長自体は十かそこらで止まってしまい、歳だけを重ねていく」

「そ、そうなんだ。さすが異世界。色々な人がいるのね……」

　納得したように頷うなずいたアヤメ。だがロイはそこで、ふと疑問を覚えた。

「おい、アヤメ。お前、いつもみたいにならないのか？」

「え？　なにが？」

「ほら、ハンナの時にもなっただろうよ」

「……ああ」

　思い当たったのだろう。アヤメは複雑そうな表情をした。

　アヤメは、可愛いものを見ると暴走しておかしくなってしまうという奇き妙みような癖をもっている。そのせいで、ロイは何度もとんでもない目に遭あってきた。

　そして、ラルカは、外見からすると間ま違ちがいなくアヤメの好む対象である。

　だがそれなのにアヤメはなぜか今、ごく普ふ通つうの状態を保っていた。

「いや、出会いからいきなり癇かん癪しやく起こしたの見せられて、どうにもこう、機会を逃のがしたというのもあるけど。……その、あたしも色々反省してね」

　アヤメは苦笑いしながら、

「色々とロイに迷惑かけたし、出来るだけ抑おさえておこうと思ったわけですよ。自分のそういうとこ。今も結構、我が慢まんしてるの」

「そりゃ殊しゆ勝しような話で」

「まあ、これから先、油断するとどうなるか分からないけどね！」

「恐おそろしい予言は止めてくれ」

「これは予告よ」

「もう起こることは決定なのかよ!?」

　止めようがないではないか。ロイはため息をつく。

「……我慢して下さいね、アヤメ。あの状態のあなたは、色々な意味で危ういですから」

　カノンが言うと、同意とばかりに、ハンナも深々と頷いた。

「うっ……わ、分かってますよ。努力します。でもちょっとうずうずしてきた」

「うおおい、全然もってないじゃないかよ！」

　わきわきと怪あやしげな動きを示すアヤメの手を、ロイは慌てて掴んだ。

「なんじゃ、どうしたんじゃ？」

　目をしばたたかせるラルカに、カノンが首を横に振ふる。

「い、いえ、なんでも。それより……その、すごい数ですね」

　話題を変えるように、彼女は室内を見回した。

　ロイ達が今居る部屋は、四方を天てん井じようまで届く高い棚たなに囲まれている。そこには本ではなく、なにかの道具のようなものが陳ちん列れつされていた。

　どこかで見たようなものもあれば、初めて目にするものまで、実に様々な種類がある。

「おお、そうじゃろう。いや、ここまで集めるのにはわしも色々と苦労をしたわい」

　注目されたのが嬉うれしかったのか、ラルカが顔を綻ほころばせる。

「あ、あの、これ……全部、魔術道具マジツクアイテム……ですよね？」

　おもむろに、ハンナが発言した。それにラルカは素す早ばやく反応する。

「なに、分かるか!?　おぬし、中々やるのぅ」

「へえ、これが全部そうなの？　すごいね」

　アヤメが興味を惹ひかれたように視線を巡めぐらせた。

「うむ。わしは魔術道具マジツクアイテムを集めるのが趣味での。世界中を飛び回って買い付けておる」

　そういえば、とロイは思い出す。事前に掴んだ情報の中でも、ラルカの魔術道具マジツクアイテム蒐しゆう集しゆう癖へきについては触ふれられていた。

　先ほどナタリが言っていた、ラルカの『変わった趣味』とはこのことなのだろう。

「おぬし、ハンナと申したな。下の名字はなんと申す？」

「あ、えと、アフラ……です」

　ハンナの言葉を聞いて、ラルカが目の色を変えた。

「なんと！　もしやおぬしの祖父はサモン＝アフラではないか？」

「え？　そ、そうです。よく御ご存ぞんじ……ですね」

　小さい声ながら、驚おどろきを示したハンナにラルカは頷く。

「もちろんじゃ。サモン＝アフラと言えば、今の魔術道具マジツクアイテム職人の中でも頂点に位置する人物じゃからな。彼かれの作ったものであるならば、市場では無条件で高額な値がつけられる。収集家ならば知らぬ者はおらんよ」

「ふうん。ハンナ、お前のじいさんってすごかったんだな」

　まるで知らなかった、とロイが見ると、ハンナは顔を赤らめた。彼女は目ま深ぶかに被かぶっていたローブを、手で引っ張って更さらに表情を隠かくす。

「そ、そんなこと、ないです……」

「なにを言う。しかしサモン＝アフラの孫ということは、おぬしも相当の才能の持ち主なんじゃろうのう。猫耳族であるならば、はよう言ってくれればいいものを。どれ、顔をもっとよく見せてくれぬか？」

「申し訳ありません、この子は少々、恥はずかしがり屋やでして……」

　カノンがそう言うと、ラルカは「なら仕方ないかのう……」と残念そうに述べた。

「ハンナちゃん、あたしの手てつ甲こうも作ってくれたし、やっぱりただ者じゃなかったんだねえ。さすがあたしの嫁よめ」

　アヤメがなぜか誇ほこらしげに胸を張る。ロイは半はん眼がんで彼女を見た。

「いつお前の嫁になった。勝手に関係を結ぶな」

「そんな！　お義兄ちゃん！」

「誰がお義兄ちゃんだ！　これ以上話をややこしくするな！」

　アヤメとロイのやりとりに、ハンナはあたふたと二人を見比べる。

「あ、あの、わ、わたし、その、お友達からで……」

「お前も混乱するな」

　吐と息いきして、ロイは彼女の頭を軽く叩たたいた。

「ですが、これほどのものを揃そろえるには、かなりの資金が必要なのではありませんか？」

　カノンの質問に、ラルカは「うむ」と答える。

「そうなんですよー。稼かせいだ分は全部そっちに注ぎ込んじゃうんで、お師匠は二つ名の魔術師なのに、生活が結構、綱つな渡わたりなんです。ワタシのお給金も滞とどこおりがちで――あたっ！」

　喋っている途と中ちゆうでラルカに足をつねられ、ナタリが顔をしかめる。

「なにするんですかっ！」

「余計なことを言うでない。それに大体、おぬしは勝手にここに住みついておるだけじゃろうが。なんでわしが給金を支し払はらわねばならぬ」

「なにを言うんですか！　可愛い弟子に向かって！」

「なにが弟子じゃ。わしはまだ正式におぬしを弟子と認めたわけではないぞ」

「ええ!?　でもさっき、弟子って言ってたじゃないですか！」

「都合の良い時はそう呼ぶ」

「なんでそういう、身勝手なことを平気な顔で言えるんです!?」

　ナタリは嘆なげいたが、ラルカは素知らぬ顔をしていた。

「えと、ナタリさんって、どういう経けい緯いでラルカさんのお弟子さんになったんです？」

　アヤメが尋たずねると、ラルカは鼻を鳴らして、隣にいる弟子を見る。

「こやつが山の中で魔ま物ものに襲おそわれてぎゃーぎゃー泣いておっての。偶ぐう然ぜんに通りかかったわしが助けたら、それ以来、なぜかは知らぬが弟子にしてくれと言いにきおった。まあ、ちょうど手伝いが欲ほしかったところじゃし、とりあえず置いてはおるがの」

「お師匠の格好よさに憧あこがれたんですよぅ」

「ふん、世辞を言うなら相手を選べ。とにかく、わしはおぬしをまだ弟子扱あつかいするつもりはない。美お味いしいご飯を作らねばすぐ追い出すぞ！」

「ひどい！　お師匠の人でなし！　耳長お化け！」

「誰が耳長お化けじゃ！　おぬしこそ変な尻尾しつぽ生えてる癖に！」

　言い争いをしながら、ラルカとナタリは互いの体を叩き合い始めた。

「……仲がいいのか悪いのか」

　ロイが呆あきれて言うと、アヤメがくすくすと笑う。

「まあ、喧けん嘩かする程ほどなんとやらって言うしさ。それよりロイ、そろそろ本題に入らなくてもいいの？」

「ああ……そうだな。おい、そこの二人。そろそろいい加減にしとけ」

　ロイが注意すると、互いの頬をつねり合っていたラルカとナタリがこちらを向いた。

「ふぉふぇふぁふぉろふぉえら」

　理解不能な言葉で応こたえてから、ラルカがナタリから手を離はなす。

　ナタリも同じようにして、ひとまず休戦という結果に落ち着いた。

「馬鹿弟子のおかげで話がずれたわい。そろそろ本題に入らんとな」

　ラルカは椅い子すに座り直すと、その小さな足を組んだ。

「さて、【扉とびらの魔ま術じゆつ師し】、ロイ＝シュトラスよ。おぬしをここまで呼んだのは他でもない」

「罠わなにかけるつもり……ってわけじゃなさそうだな」

　もしそうならば、とっくになにか仕し掛かけてきているはずだろう。もっとも、相手の毒気を抜ぬく方法だとも考えられない話ではないが。

「うむ、もちろん、そのつもりはない。大体、そうするのであれば、もっと狡こう猾かつに事を運んでおるはずじゃろう？」

「そうだな。だったら、どういうつもりなんだ？」

「話は簡単じゃよ。おぬしに交こう換かん条件を申し出ようと思っての」

「交換条件……？」

「これからわしがやろうとしていることに、協力して欲しいんじゃ」

　ロイは眉をひそめた。どうにも話が、見えてこない。

「こっちに、なにをさせたい？」

「うむ。……時にロイ。おぬし――【アルゴの遺産】という魔術道具マジツクアイテムは知っておるな？」

　ラルカの口から出た、思いもよらぬ単語に、ロイは目を見開いた。

　いや、自分だけではない。ハンナもカノンも、息を呑のんだような気配がある。

「あなごの遺産？　なにそれ。おいしい魚？」

　すっとぼけたことを言っているのはアヤメだけだったが、彼女の場合は無理もなかった。

「なんじゃおぬし、知らぬのか。今時、魔術師でなくても知識にあるものは多いぞ」

「そういえば、アヤメさん、変わった髪の色してますもんね。どこか遠い国からいらしたんです？」

　ラルカとナタリが訝いぶかしげな顔をするのに、ロイは手を振る。

「ああ、アヤメは少し事情があってな。色々と世間知らずなところがある」

「なんと、そうじゃったのか。それは失礼した。では説明した方が良いじゃろうのう」

　紅茶のカップを手にもち、息を吹きかけながら、ラルカが言った。

「アルゴ、とはな。かつて存在したと言われる伝説の魔術道具マジツクアイテム職人の名じゃ。正確な年代は不明じゃが、少なくとも数百年は昔――アルゴは数々の魔術道具マジツクアイテムを造り、世に送り出したそうじゃ。そのどれもが常識を遙はるかに超こえた力を有し、時には国家間の戦争において、その趨すう勢せいさえ左右したほどであると伝えられておる」

「へぇ……でもそれって、既すでに道具じゃなくて、兵器じゃない？」

　アヤメが首を傾かしげると、ラルカは「上う手まいことを言いおる」と微笑んだ。

「そう、アルゴの魔術道具マジツクアイテムは既にその域を超えておった。彼の生み出すそれは、下手な魔術よりも強大な威い力りよくを発揮したそうじゃ。数少ない記録によれば、都市が一つ容易たやすく吹き飛ばされるほどであったらしいのう」

「と、都市が、ですか……!?」

　カノンが呆気あつけにとられたような顔をする。ロイも同じ気持ちだった。二つ名をもっている魔術師でも、それほどの力を持っている者が何人いることか。

「強力な魔術道具マジツクアイテムであるとは聞いていたが、まさか、それほどとはな……」

　想像以上だった。そんなものを手にすれば、個人で国を相手取ることも――いや、やりようによってはそれ以上のことすら可能になるかもしれない。

「……でも、アルゴさんってそんなもの作ってどうにもならなかったの？　どう考えても、通報されるレベルだと思うけど」

　アヤメの疑問に、ラルカは頷いた。

「当然そうなったわい。アルゴは危険人物として出身国に追われる身になって、最終的には捕つかまって処しよ刑けいされたんじゃ。しかし彼はどんな拷ごう問もんを受けても、その死の間ま際ぎわにまで、自らの作り上げた魔術道具マジツクアイテムの在あり処か全すべてを話すことはなかった。故ゆえに既に誰かの手に渡わたったものは別として、いくつか他にもあったはずの彼の作品は、所在不明となったのじゃ」

「その行方ゆくえ知れずになったアルゴの作った魔術道具マジツクアイテムのことを、総そう称しようして【アルゴの遺産】というのですよ。様々な人々が、以前より探し求めていますが、未いまだに現物が見つかったという話は聞きませんね」

　カノンがそう言ってから、ラルカに質問した。

「それで……その【アルゴの遺産】がどうかしたのですか？」

「いや、わしは随ずい分ぶんと前から【アルゴの遺産】をどうにかして手に入れたいと願っておってな。方々探し回っていたのじゃが」

「……まさか、発見したとか？」

「そうではない。が、近いところまでは来ておる」

　ラルカはナタリに視線で指示をした。

　ナタリは了りよう承しようを示すように顎を引き、部屋の向こうに行く。しばらくして戻ってきた彼女の手には、一冊の古びた書物が握られていた。

「見てみよ。これがなんだか分かるか？」

　テーブルに置かれたそれを、ロイは手にとって開く。ページを開いてはみたが、複雑な模様のようなものが書かれているだけだった。

「なんだこりゃ。随分と昔のもののようだが……ん？　この形、どこかで見たような」

「……旧オルケニア文字」

　いつのまにか、ロイの手元を覗のぞきこんでいたハンナが呟つぶやいた。

「旧オルケニア？……って、あの、オルケニア帝てい国こくのか？」

　ロイの問いかけを、彼女は首肯する。

「さすがハンナじゃ。そう、それは三百年ほど前に存在したと言われておる、大帝国オルケニアの王、サヴロスが遺のこした日記じゃよ」

「ほ、本当ですか？　事実だとすれば、大発見ですよ」

　カノンが信じられない、というような顔で本を見る。

「は、話についていけなくて寂さびしい……オルケニア帝国ってなに？　サヴロスってなに？」

　悲しげな顔でローブの裾すそを引っ張ってくるアヤメに、ロイは言った。

「昔、一つの大陸のほとんどを支配していた国があってな。それがオルケニアだ。そこを治めていたのがサヴロス。これは、そこで当時使われていた文字で書かれてるんだよ」

「これ……【アルゴの遺産】のことについて書いてある」

　ハンナが日記の一部を指で差す。興奮しているのか、いつものように消極的な態度ではなくなっていた。ラルカが身を乗り出す。

「ほぅ、おぬし、読めるのか！　そう、サヴロス王はどうやら、【アルゴの遺産】を所持しておったようなのじゃ」

「サヴロスが？……そういや確か、世界中の珍ちん品ぴんやら宝石やらを集めるのが好きだったな」

　記き憶おくを辿たどりながら、ロイは口にする。

「そうじゃ。わしと似たところがあると思っての、サヴロス王については以前から色々と調べておった。この日記はたまたま、知り合いのつてで手に入れたものじゃが、文字を解読してみて驚いた。サヴロス王はある日、【アルゴの遺産】を属国の遣いから献けん上じようされたと書いておる」

「え、じゃあ、【アルゴの遺産】があるところも書いてたりするの？」

　アヤメの期待に満ちた目へ、ラルカは鷹おう揚ように応こたえた。

「無論じゃ。事細かに記しておった。几き帳ちよう面めんな王に感謝じゃな」

「……ん？　だったら、とっとと取りに行けばいいだろ。これはさっきの話と、どう繋がるんだ？」

　疑問を呈ていしたロイに、彼女は「そこなんじゃよ……」と突とつ然ぜんに顔をくもらせる。

「確かに【アルゴの遺産】の在り処かは突き止めた。しかし、その場所が問題なんじゃ」

「ちょっとばかし、大変なところにあるんですよねえ」

　やれやれといった感じで、ナタリがため息をついた。

「どこにあるの？　教えて！」

　アヤメが要求すると、ラルカはその言葉を口にする。

「――サヴロスの迷めい宮きゆう、じゃ」

「は、はあ!?」

　ロイは、思わず腰こしを浮うかした。今聞いたことが、信じられなかったのだ。

「冗じよう談だんだろ!?　それは、ちょっとどころの問題じゃないぞ！」

「そ、そうですよ！　取りに行くには難関過ぎます！」

　カノンもまた、こちらに同意してくる。ハンナはなにも言わなかったが、驚きを示すようにしてその目を丸くしていた。

「そうなんじゃ。だから困ってしまってのう」

　視線を上げて、ラルカはため息をついた。

「ねえ、ロイ、サヴロスの迷宮って……」

「サヴロス王が何十年もかけて作り上げた、巨きよ大だいな宝物庫のことだ」

　言われる前に、こちらからアヤメに解説を始めることにする。

「内部はとんでもなく入り組んでいる上に、魔術を使った罠も多数仕掛けられ、強力な魔物が徘はい徊かいしている。おまけに地下何階まで存在しているのかすら定かじゃない」

「ふむふむ。なにやら、大変そうなところなのね」

「……ああ。迷宮にあるサヴロス王のお宝はどれも一級品だから、それを目的にもぐりこむ酔すい狂きような冒険者もいるにはいる。だが、危険すぎるところなのは間違いない」

「無論、この日記があれば何階のどこにあるのかの見当はつく。しかしの、そこまで行くのにも一苦労なんじゃ」

　ラルカが困ったように言った。確かにそれは、並なみ大たい抵ていの労力では賄まかないきれないだろう。

「……じゃあ、お前の言う『協力』っていうのは、一緒にそのサヴロスの迷宮に行って欲しいってことなのか？」

「うむ。大きなところでは、そうじゃ」

「大きいところ？　他にもあるのか」

　ロイの問いかけに、ラルカはわずかばかり、黙だまり込んだ。その後で、

「……そうなんじゃ。実は少し事情があっての。サヴロスの迷宮以外にも、問題を抱かかえておる。それでわしと、この馬鹿弟子では対応しきれない状態になりそうなんじゃ」

「……事情？」

「まあ、それは追々語るとしよう。まずは返事を聞きたい。ロイ＝シュトラスよ。わしに、協力してくれるか？」

　ラルカからの問いかけに、ロイは沈ちん黙もくを守った。すぐに了承するわけにはいかない。

「交換条件といっていたな。俺がもしそっちの要求を呑んだら、なにをくれる？」

「負けてやろう」

　唐とう突とつに、そう言われて、ロイは目をしばたたかせた。

「……負ける？」

　ラルカは口元を緩ゆるめる。

「さよう。わしはおぬしと【アルス・マグナ】で戦うことになっておる。その結果を、わしの敗北にしてやろうと言っておるのじゃ」

「え、じゃあ、棄き権けんするってこと？」

　驚いた様子のアヤメに、彼女は頷いた。

「うむ、そうじゃ。わしは試合をやらん。ロイよ、おぬしの勝ちで良い」

「お、おいおい、本気か？　それでいいのか？」

　訝しげな顔をするロイに向かって、ラルカは笑いかけてきた。

「なぁに、わしは元々、【アルゴの遺産】を手に入れるのに必要な相棒を探すため、【アルス・マグナ】へ参加したに過ぎんからの。魔術師同士のお遊びには興味がないんじゃ」

「協力者を募つのるのが目的だった、だと？　やってることが無む茶ちや苦く茶ちやだぞ！」

　もしかすれば死んでいたのかもしれないのだ。正気の沙さ汰たとは思えない。

「お師匠は魔術道具マジツクアイテムのためなら、命なんて惜おしくないと思ってるんですよ。困っちゃいますよね」

　嘆たん息そくしたナタリを、ラルカは睨みつけた。

「ばかもの。命は惜しいわい。死んだら新しい魔術道具マジツクアイテムを手に入れられんじゃろ。ただ優先度がそれより低いというだけじゃ」

「……十分に困ってしまう性格のように思えますが」

　カノンが苦く笑しようする。

「どうじゃ？　ロイ。受けてくれるか。実は第一回戦、第二回戦の相手にも断られてしもうてな。そろそろ、いい返事を聞かせて欲しいものなのじゃが」

「いや……それは……」

　どうしたものか。ロイは迷った。

　サヴロスの迷宮に挑いどむことと、ラルカと戦うことの、どちらが楽なのかは分からない。

　第一、ラルカはまだなにかこちらに隠していることがある。それがとんでもなく面めん倒どうなことだったらどうするというのか。

　はいといった時点で、揉もめ事ごとに巻き込まれてしまうのは御ご免めんだった。

「……ダメかのう？」

　ラルカはその柳りゆう眉びを眉み間けんに寄せる。

「お主も駄だ目めだと、また試合をせねばならぬ。わしは本来、あまり戦うことが好きではないのじゃがのう……」

　その顔は、本当にうんざりしているように見えた。彼女にとって、【アルゴの遺産】とはそうまでして手に入れたいものなのだろうか。

「ねえ、ロイ……受けてあげない？」

　と、そこで、アヤメが提案してきた。

「いや、でも、お前」

「ロイの考えてること、大体分かるよ。でも、あたし、出来れば戦いたくないって言ってる人と試合したくはないかな、って思うんだ」

「……それはそうだけどよ」

　こちらとて、無理に対決をしたいわけではない。

「だったらラルカさんと一いつ緒しよになにかを成なし遂とげる方が、ずっと楽しいんじゃないかな。違う？」

　そう言われると、ロイとて、気持ちが揺ゆらいでくる。だが、それ以前に少しだけ気になることがあった。

「……おい、アヤメ？」

「ん？　なに？」

「お前――サヴロスの迷宮に行きたいだけだろ？」

「はう!?」

　痛いところをつかれた、と言わんばかりに仰のけ反ぞるアヤメ。

「ちちちちち、違うよ？　そ、そりゃ、魔物が沢たく山さんとか、お宝一いつ杯ぱいとか、そういうので、ちょっとわくわくするかなーって思ったけど。べべ、別に、そそ、そんな個人的な感情で言ったわけじゃないし！　違うし！　全然違うし！」

　そう言いつつも、アヤメの目は思い切り泳いでいた。

「分かりやすい奴やつだな……ったく」

　ロイは、やれやれと首を振る。そして、

「ラルカ。分かった。そちらの要求を受ける」

「なんと！　本当か!?」

　ラルカは目を丸くした。それまで苦い顔をしていた相手がいきなり折れたのだから、そういう反応になるのも無理はないだろう。

「アヤメの言う通り、無む理り矢や理りにお前と戦うよりかは、そっちの方がいくらかマシだろうからな。こっちも別に、率そつ先せんしてやり合いたいわけじゃない」

　どちらかと言えば、アヤメがそちらを望んだから、というのが大きいのだが。それは口に出す必要もあるまい。

「おお、感謝するぞ！　さすがは【扉の魔術師】、若いだけあって柔じゆう軟なんな頭をしておる！」

「良かったですね、お師し匠しよう！　これで念願がかないますね！」

「うむ、やったぞ弟で子しよ！　魔術道具マジツクアイテム集めを始めて百数十年、これほど嬉しい日はない！」

　ラルカは、ナタリと手を合わせて喜んだ。

「おい、ちょっと待て。今なんて言った。百数十年？」

「ら、ラルカさんって、失礼ですけど、おいくつですか？」

　ロイとアヤメの言葉に、ラルカはこちらを向いた。

「え？　今年で二百歳じゃけど？」

「に、にひゃくさい!?　気軽に言うような年ねん齢れいじゃないだろ!?」

　ごく普通の態度にこちらの方が愕がく然ぜんとなってしまう。

「あ、でもロイくん、兎耳族クニー・リークは三百歳くらいまで生きる人もいるから……」

「うむ、そうじゃ。わしはまだまだ若いわい」

　ハンナが言うのに、ラルカは唇を弓なりに曲げた。

「こ……この世界に来て随分と慣れたと思ったけど、まだまだびっくりするようなことは沢山ありそうね」

　アヤメが口元を引きつらせる。

「ま、まあ、いい。ところで、そっちの要求も受け入れたことだし、そろそろ話してくれてもいいんじゃないのか？」

　改めてロイが尋ねると、ラルカは小首を傾げた。

「ん？　あ、おお、そうじゃな。まだ話しておらぬことがあったか。そうじゃの、では言っておくか」

　彼かの女じよはお茶のお代わりをナタリに要求した後で、口を開く。

「もうナタリから聞いておるかもしれんがの。わしは少し、厄やつ介かいな連中に目をつけられておるんじゃ」

「ああ、そういえばさっき言ってたな。どうしてまた？」

「【アルゴの遺産】関係でな。わし以外にも、それを狙ねらっておる奴らがおるらしい。で、わしがサヴロス王の日記を手に入れたと知って、それを奪うばおうとしてきおるんじゃ」

「……ですが、あれはほぼ伝説化していたはずです。探す者も少なくなってきており、それ故に情報も手に入れにくい。その人たちは、どうやってラルカさんが在り処を示した日記を持っていると知ったのです？」

　カノンが訊きくも、ラルカは顔を顰しかめるだけだった。

「分からぬよ。耳ざとい奴はどこにでもおるものじゃが……」

「で、一体それは、どこのどいつなんだ？」

　ロイの更なる質問に、ラルカが答えようとした、その時。

　外から大きな爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

「――なに？」

　アヤメが素早く振り返り、鋭するどい目つきで、警けい戒かいする。

「……どうやらおいでなすったようじゃ。これで説明が省けそうじゃの」

　ラルカはナタリに言った。

「わしの杖つえを持って参れ。少々、派手なことになりそうじゃ」

　ナタリは「了りよう解かいしました！」と手を上げて、部屋の奥にある扉を開けて入っていく。

「おい、何事だ？」

「なに、作法を知らぬ無礼者が罰ばつを受けただけの話じゃ。わしの家の庭には、不ふ審しん者しやが敷しき地ち内ないに入ると自動的に襲しゆう撃げきする魔術道具マジツクアイテムが仕掛けてあっての」

　戻もどってきたナタリは、その両手に皮手て袋ぶくろを嵌はめており、美しい装そう飾しよくの施された杖を抱えていた。その先せん端たんには、大きな宝玉のようなものがついている。

「はい、お師匠」

　渡された杖を手にとり、ラルカは呟く。

「――我、全すべてを掌しよう握あくせしその手を開かん」

　宝玉が輝かがやきを示した。恐らく、先ほどの言葉が彼女の持つ【秘されし切り札グリムワード】を解放するための【顕せし理の力マギア】なのだろう。

　カードが一枚散り、ナタリの座すわっていた椅子が、彼女ごとゆっくりと浮かび上がった。

「飛ひ翔しよう術か。座っている椅子ごと操あやつれるとは、さすがだな」

　様子を見ていたロイは、感心する。飛翔術は便利だが、使いこなすことが難しい魔術だ。大たい抵ていの場合は自分の体だけをわずかに飛ばすのが精せい一いつ杯ぱいで、それ以上のことをしようとするとかなりの技術が必要となる。

　ロイもラルカと同じことをすることは可能だが、彼女は見たところその動きにかなりの慣れがあるように思える。年齢が上の分、自分よりも一日の長があるのかもしれなかった。

「さて、それでは行くか、ナタリ。ロイ、おぬしはここで待っておれ。話をつけてくるでの。ひと段落したら呼ぶ」

「ああ、いや、俺おれもついていくよ。さっき言ってた『厄介な連中』なんだろ？　目にしておきたいしな」

　ロイが立ち上がると、その場に居た全員も倣ならった。

「なんじゃ、他の皆みなもか」

「なんか、ややこしい奴やつ等らみたいだし、戦力は多い方がいいでしょ？　大だい丈じよう夫ぶ。あたし、そこそこやれるからさ」

　アヤメが腕うでまくりをすると、ハンナやカノンもまた頷く。

「……そうか。ありがたいのう。それではついて参れ」

　ラルカは杖を担かつぐと、こう言った。

「――礼れい儀ぎを知らぬ者には、仕置きが必要じゃからな」




　ラルカの家の前庭には、複数の男たちがたむろしていた。

　内の何人かが倒たおれ、その体から薄うすい煙けむりが上がっている。恐らく、ラルカの仕掛けた防衛装置に引っかかった者なのだろう。

「おぬしたちも懲こりぬものよのぅ」

　嫌けん悪お感を剥むき出しにした口調でラルカが言った。

　それに対して、中央に立っていた男が、その顔に笑えみを作る。

「これはこれは、ラルカ様。いやはや、いささか乱暴な出で迎むかえですね」

　歳としの頃ころは四十前後といったところだろうか。物もの腰ごしは柔やわらかだが、その目を見れば、怒いかりを押おし殺ころしているのは明らかであった。

「何度追おい払はらってもしつこく来られたら、こっちもとるべき手段はとるよ。死ぬような傷は与あたえておらんから安心するが良い。……それはそうと、いい加減にしてもらえると助かるのじゃがな」

「そう申されても、私共も子どもの使いで参ったわけではありません。然しかるべき結果を持ち帰られねば、党首様に叱しかられてしまいますので」

「そちらの都合など知ったことか。それで、ロッドよ。今日はなんの用じゃ？」

「いつもと同じですよ」

　不自然なほどの笑みを浮かべたままで、ロッドと呼ばれた男は答えた。

「あなたが持っているサヴロスの日記をこちらに渡して頂きたい」

「おぬし、頭か耳が腐くさっておるのか？　断る、と言ったはずじゃが」

「はは、手厳しいお言葉です。しかしそう簡単に引き下がるわけにはいかないのですよ。なにもタダとは申しません。相応の金額は用意させて頂きますが」

「二つ名の魔ま術じゆつ師しと金で取引しようとはな。笑わせてくれる」

　鼻を鳴らして、ラルカは手を振った。

「諦あきらめて、今すぐその党首様とやらのところへ帰れ。そうすれば、これ以上はなにもしないでおいてやろう」

「それはこちらの台詞せりふですよ、ラルカ様」

　ロッドが指を鳴らすと、背後に居た者達たちがこちらに歩み寄る。

「私たちは崇すう高こうな使命を帯びた集団でしてね。出来るだけ乱暴な真ま似ねをしたくはありません。……ですが必要とあらば、躊躇ためらいなく実行する覚かく悟ごはあります」

「芸の無い脅おどしじゃのう。さすが、あちこちで乱暴な真似ばかりしている、崇高な使命を帯びた集団のやることは違ちがう」

　明らかに馬ば鹿かにした、そのラルカの態度に男たちは気色ばむ。

（こいつら……どこかで見たことがあるぞ）

　ロイは、先ほどから彼らの格好を観察していて気付いたことがあった。

　男たちは皆、揃って同じ意い匠しようの施ほどこされたローブを身に纏まとっている。黒を基調とした地味なものだが、中央に描えがかれた模様だけが奇き妙みようなほど際きわ立だっていた。

　一つの見開かれた目をモチーフにしたもので、その周囲には細かな刺し繍しゆうがあしらわれていた。更に、彼らの額にロイは注目する。

　そこにも、目があった。もちろん、本物ではない。刺青いれずみだ。

「まさかあなた達……【真実の眼オルト・クロイス】ですか!?」

　カノンもまた、同じ結論に辿り着いていたらしい。彼女の言葉に、ロッドが頷うなずいた。

「ご存じとは光栄ですな、見ず知らずのお嬢じようさん。その通り。私たちは兼かねてより真なる人間の価値を追求し、それを世に知らしめるために活動している者達です」

「……ああ、こりゃ確かに『厄介な連中』だ」

　ロイは自分の顔が、苦虫を噛かみ潰つぶしたようになるのを感じた。

「【真実の眼オルト・クロイス】？　なんなの、それ」

　アヤメが例によって、不可解な顔をするのでロイは語った。

「昨日、週報を見て話しただろ。過激派集団が結構なことをやらかしたって。それが【真実の眼オルト・クロイス】って奴等のことだ」

　ああ、と彼女は思い出したように手を打つ。

「魔術師至上主義っていう、どうしようもない差別思考の持ち主が集まった組織でな。早い話が、魔術師以外の人間に生きている価値はなく、総じて奴ど隷れいとなって従うべきってことだ」

「なにそれ！　ふざけてるわね！」

　アヤメが憤ふん慨がいした。ロイとてそれに異論はない。

「だが、そのふざけた考えに賛同する馬鹿が世の中には結構、多い。数年前に設立されたらしいんだが、そこそこの数を擁ようするようになっていて、各国の騎き士し団だんも手を焼いているらしい」

　【真実の眼オルト・クロイス】に関しては【アルス・マグナ】へ参加するに至り、魔術師関係の資料を調べた時に知ったことだが、彼らの活動により被ひ害がいをこうむった街は多いらしい。

「大勢で街を襲い、魔術を使ってなんの罪もない一いつ般ぱん市民を傷つけ、死に至らしめることもあるそうです。普ふ通つうの人々はもちろん、魔術師にとっても最悪の敵ですよ」

　カノンが怒りを堪えるように唇くちびるを噛み締しめる。

「我らの偉い大だいな考えを広めるためですよ。我ら魔術師がその才に選ばれたのは、そうではない者を従わせ、より良き道に導くためです。弱者は力ある存在に頭を垂れるべき。それは世界の絶対真理でしょう。で、あるのにも拘かかわらず、理解を示さず逆に我らを狂きよう人じん扱あつかいする者の多いこと」

　本気で嘆いているように、ロッドは空を仰あおいだ。

「だから教えてやるのです。魔術師の、我ら選ばれし存在の考えを否定することがどれほど愚おろかなことか。その身をもってして、二度と忘れることなどないようにね！」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいこと言ってるんじゃないわよ！」

　アヤメがまなじりを決して拳こぶしを握にぎる。

「力があれば従う人も出てくるかもしれない。だけど、それは力があれば人を従えていいなんて理り屈くつには繋つながらないわ。勝手なことばっかり言わないで！」

「アヤメの言う通りだ。お前らが自分のことをどれだけ偉えらいと思ってるかどうかは知らないがな。本当にそうであるなら、わざわざ自己主張しなくても自然と人がついてくるものだろうが」

　ロイは吐はき捨すてるように言った。

「散々講こう釈しやく垂れて、それでもお前らの価値ってのがまだ世の中に知れ渡らないのならな。所しよ詮せん、お前らなんてその程度だってことなんだよ！」

「……聞き捨てなりませんね」

　眉間に皺しわを寄せ、ロッドがこちらを見み据すえる。

「格好を見る限り、あなたも魔術師でしょう。なぜ私達の側に来ないのです。あなたはなんのために魔術を扱あつかうのですか？　万ばん人にんの上に立つためではないのですか！」

「生あい憎にくだが、俺はそんなものに興味はない。ただ好きだから極きわめたいだけだ」

「大義も持たず、ただ自己のために日々を過ごすというのですね。なんと愚かな！」

　こちらを嘲ちよう弄ろうするかのように笑うロッドに、アヤメが食ってかかった。

「好きなことを追い求めてなにが悪いのよ！　あったまきた！　あんたみたいな奴が、ロイを馬鹿にする権利なんかないわ！」

　ハンナもまた、無言ではあるが、アヤメの意見へ乗るように頷いていた。

「ふん、粗そ雑ざつな振ふる舞まいをする娘むすめだ。……まあ、いい。話を戻しましょう。して、ラルカ様。サヴロスの日記、お渡し頂けますか？」

「おぬし、救いようのない阿あ呆ほうじゃな。今までの流れではいどうぞ、となるわけなかろう」

　ラルカが呆れたように首を横へ振った。

「そうですよー！　早く帰ってください！　あなた達を撃げき退たいしたあの魔術道具マジツクアイテムだって、結構な出費なんですからね!?　払ってくれるんですか！　そうじゃないと、また御ご飯はんがパンと野草だけになっちゃうじゃないですか！」

「ナタリ、おぬしちょっと引っ込んでおれ。脱だつ力りよくする」

　額に手を当て、ラルカは自らの弟子に嘆息した。

「……とにかく、どこで知ったかは知らぬがの。おぬしたちに渡すものはなにもない。早いところ、部下を連れて帰れ」

「そうはいかないと、先ほど申し上げたところでしょう。困ったお人だ」

　肩かたを竦すくめて、ロッドは言った。

「ならば仕方ありません。大義のためです。――強制的に頂ちよう戴だいすると致いたしましょう」

　彼かれが指示をすると、控ひかえていた者達がぞろぞろとこちらに向けて動き出す。

「オーケー、いいじゃない。そういう分かりやすいの、嫌きらいじゃないわ」

　アヤメが拳を鳴らしながら、その瞳ひとみに好戦的な色を宿した。先ほどのロッドの言動が、よほど気に入らなかったのだろう。合図さえあればいつでもかかっていきそうにさえ、ロイには思えた。

「ふん、白々しい。最初からそうするつもりだったんじゃろうが」

　ラルカが杖を振ると、彼女の座っていた椅子は、ゆっくりと着地した。

　ラルカは腰を上げ、自らの得物を肩に担ぐ。

「まあ、そっちがその気ならちょうどええわい。二度と来る気が起こらぬよう、徹てつ底てい的てきに痛めつけてくれるわ。いくぞ、我わが弟子よ！」

「了解しました、お師匠様！」

　ナタリは腕を交差すると、その場で、高らかに吠ほえた。

「アオォ――――ンッ！」

　すると、彼女の露出している手や脚あし、顔の一部に毛が生え始める。瞬またたく間まに彼女の体は、まるで二足歩行の狼おおかみのような姿に変へん貌ぼうしていた。

「うわ、いきなりどうしちゃったの、ナタリさん！」

　突然の事態に、目を見張って驚おどろくアヤメ。無理はない。ロイとて実際に見たのは初めてだった。

「『獣化ガル・グレイヴ』だ。狗耳族ワグナー・トロウの持つ能力でな。元々、遊牧民族で狩かりをしながら生きていたから、その過程で得たものだと言われている」

「この姿になったナタリは基本的な身体能力はもちろん、あるモノが飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようするのじゃよ」

　ラルカがにやりと笑った。

「ふん。――やりなさい！」

　ロッドが指示をすると、一いつ斉せいに、彼の部下たちがこちらに襲おそい掛かかってきた。

「あるものって……？」

　緊きん急きゆう事態にも拘らず、大して焦あせる様子のないアヤメが尋たずねる。ラルカもまた、同じようにしてのんびりとそれに答えた。

「――脚きやく力りよくじゃよ」

「アォォォ――ンッ！」

　ナタリが再度、一声上げたその瞬しゆん間かん、彼女の姿が風のように去った。

　と思う間もなく、ロッドの部下の一人、その背後に現れる。

「【烈風閃フオース・ザンド】！」

　ナタリが叫さけぶと、彼女の嵌めていた皮手袋から何枚ものグリムワードが現れ、弾はじけ飛んだ。振り払った腕から走る衝しよう撃げき波はが、ロッドの部下を切きり裂さく。

　物言う間もなく倒れたその姿を見る間もなく、ナタリは再び移動。どうにかして動きを把は握あくしようとするロッド達の目を掻かい潜くぐりながら、次々と彼女は魔術を発動させていく。「そうか、さっきの鳴き声が【顕せし理の力マギア】で、あの皮手袋が魔術を使う際の道具になっているわけか」

　ロイの考察にラルカが頷く。

「そうじゃ。ナタリははっきり言って、魔術の才能は平へい凡ぼんに過ぎん。しかし奴の速さと同時に扱えば、敵に捉えられることなくその死角から攻こう撃げきを与えることが出来るんじゃ」

「格かつ好こいい！　ナタリさん、後であたしと勝負して！」

　アヤメが目を輝かせながら言った。

「おぬし……どういう神経しとるんじゃ」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれたような顔でラルカがアヤメのことを見る。

「そういう奴なんだよ。気にするな。しかし、なんだかんだでナタリのこと評価してるんだな、ラルカ」

　ロイが意外に思って述べると、ラルカはこちらを見上げて片口を上げた。

「当たり前じゃ。いくら押しかけられたからと言って、わしは才能の欠片かけらもない奴を弟子にしたりはせん」

　その言葉の裏に、ナタリへの愛情が垣間かいま見みえた気がして、ロイは笑う。

　が、そこへナタリの目が届かぬところから、敵の魔術が放たれようとしていた。

「――【流聖槍ラクテイス】！」

　ラルカが杖を向けると、グリムワードの消失と共に怒ど涛とうのごとき水流が走る。目的の相手ごと、何人かを巻き込んで吹ふき飛とばした。

「馬ば鹿か者もの、あれほど自分の能力を過信するなと言ったじゃろうが！　おぬしの脳みそは【液体生物スライム】か!?」

「ご、ごめんなさーい！　お師匠！　気を付けます！」

　こちらを振り返って謝あやまるナタリに、ラルカは息をつく。

「……まあ、まだまだ未熟なところは多いがの」

「そういうところも、可か愛わいいんじゃないですか？」

　からかうように言ってから、アヤメはこちらの方を見た。

「ロイ、そろそろ、あたし達もいこう」

「ああ。先せん輩ぱい、準備はいいですか？」

　呼びかけると、既すでにカノンはマギアを唱え終わったところだった。

「ええ、いつでもいけます。ハンナ＝アフラ。あなたは下がって――」

　カノンが背後にいるハンナへ向け、そう言おうとしたところで、

「ナタリさんも、みんな、目を瞑つぶって……！　えいっ！」

　ハンナが少し走ると、敵の集団に向けてなにかを投げた。小さな丸い、水すい晶しようのようなものだ。ロイが言われた通りに瞼まぶたを閉じたところで、爆発音がした。

　網もう膜まくを赤い光が焼き、ロッドを始めとする者達の悲鳴が響く。

　薄らと開けてみると、彼らは自らの顔を押さえてその場に蹲うずくまっていた。

「ひ、光と音で、敵をかく乱する魔術道具マジツクアイテムなの……これで、動きは封ふうじたから」

　ハンナは手を握ると、ロイ達を真しん摯しに見つめた。

「が、がんばって……！」

「おお、ありがとうな、ハンナ！」

「素す敵てきよ、ハンナちゃん！」

　自分に出来る範はん囲いで、皆の手助けをしようとした彼女の働きに、ロイもアヤメも感動する。ラルカもまた笑って、杖を掲かかげた。

「大したものじゃ。おぬしとは後でじっくり話をしたいのう」

　しかし、先ほどのハンナの言葉を聞いて咄とつ嗟さにロイ達と同じことをしていた者もいる。それにこの状態は長く持たないだろう。

「それではやりますよ！――【極炎ランツエ・矢槍エクスード】！」

　カノンが片手を前に出し、空いた方の腕を引くと、炎の弓が出来上がった。

　手を離はなすと同時、無数の炎の矢がロッド達に向けて放たれる。いくつかは敵に当たり、その体を燃え上がらせた。威い力りよくは抑おさえているのか、彼らが倒れ込むとその炎が消え去る。

「ふざけた真似を……！　【愚氷弾グラセ・ブリード】！」

　ロッドが目を閉じたまま、手て当あたり次し第だいに魔術を放った。氷の塊かたまりが炎の矢を食い止める。大量の蒸気が噴きあがった。

「【風鳴鳥フレスヴアルド】！」

　ロイが唱えると、衝撃波がいくつも敵を討うつ。以前に使ったことのある【空鳴ヒンメル・刃シユライエ】と違ってその形が小さいために、防ぼう御ぎよが難しい魔術だ。何人かがその身から血をほとばしらせる。だが、相手もただやられているわけではなかった。

『――【天裁雨デザストル】！』

　一斉に掲げた彼らの掌てのひらから光が放たれて、天へと昇のぼった。直後、雨のようにして電でん撃げきがこちらに向けて落下してくる。

「【魔力反射レフレクス】！」

　素す早ばやく対応したラルカが杖を振ると、ロイ達や、ナタリの頭上に半はん透とう明めいの防ぼう御ぎよ壁へきが出来た。それらが雷かみなりを防ぐ。

「受けてみよ！　【土砕獣テイノスヴエード】！」

　視力の回復したロッドがロイ達に向けて、魔術を発動させた。土の塊が集まり、獣の頭を思わせる形をとる。牙きばを剥き出しにしたそれが、襲撃をかけてきた。

「うおっ……と！」

　ロイはハンナを抱えると、転がるようにしてそれを避よけた。その最中に囁ささやく。

「【凍意槌フロワマテイス】……！」

　空中に氷で出来た巨大な重しが出来上がり、ロッドの頭上へと落下した。ぶつかる寸前、彼は身をかわすことに成功する。

　だが、その行動はロイにとって思おもう壺つぼだった。

「【炎弩エンチヤントバレス】！」

　先ほどのカノンと同じように弓を引く動きをとる。現れたのは炎で出来た、一本の矢。しかしその大きさは普通のものとは段だん違ちがいだった。

　放たれた矢が、庭に生えた草を焼きながら、動きを終えたばかりで無防備なロッドを直ちよく撃げきする。

「ぐぁ……っ！」

　その体が燃え上がった。ロッドは慌あわてるようにして水の魔術を使い、自らにまとわりつく火を消し去る。

「どうしたんだよ、一方的だな。さっきまでの威い勢せいはどうした」

「黙りなさい！　あなたたちがいくらやっても無む駄だです。私にはまだ多くの部下がいるのですよ！」

　焦りを隠かくすようにして、ロッドがこちらに叫んでくる。ロイは、彼の背後を指差した。

「へぇ。……あれのことか？」

　ロッドが振り返る。その直後、彼は「なっ……！」と絶句した。

「はああああああああああっ！」

　ロッドの後ろで、アヤメが回転していた。手には鎖くさりをもっており、更さらにその先には。

　――一塊になって鎖で縛しばりつけられた、ロッドの部下達がいた。

「ば、馬鹿なああああああああああっ！」

　恐おそらくは【束縛リカーテイオ】という魔術を使って拘こう束そくされたのだろう。一人の少女によって自在に振り回まわされる彼らは、為なす術すべもなくそれに翻ほん弄ろうされていた。その姿はさながら小さな竜たつ巻まきのようで、無論、手出しすることなど出来そうにない。

「いっ――けえええええええっ！」

　アヤメは勢いそのままに、ロッドの部下達を放ほうり投なげた。止めるもののないそれは、凄すさまじい速さで森の奥おくへと消えていく。多くの絶ぜつ叫きようが、尾おを引くようにして辺りに響いていった。

「はい、終わり！　これで、しばらくは戻って来れないよ」

　アヤメは腰こしに手を当て、こちらに向かって親指を立てる。

　ロッドは真っ青になった顔で、脱力するようにして、その場に膝ひざをついた。

「おい、ロイよ。あのアヤメという少女は一体、どういう人間なんじゃ」

　目を白黒とさせているラルカが、こちらに歩み寄ってくる。

「おぬしがロッドとやりおうている間に、手当たり次第に奴の部下を手て掴づかみで無理矢理つれてきて、わしに『縛って』ときたものじゃ。それだけでも驚いたのにどうするのかと思ったら……」

「……いや、まあ、単純に捕つかまえても魔術師だし、どうにかする恐れがあるからな。それでああやってこの場から遠ざけたんだろう」

　自分なりに、アヤメの行動を解かい釈しやくして伝えたが、もちろん、ラルカが望んでいるのはそんな答えではないことは分かっていた。

「わしが訊いておるのは、見たところ魔術師でもない一いつ般ぱん人じんが、いかようにして大の男を十人以上、軽々しく投げ飛ばせるのかということじゃ！」

「えー、ああ、いや。それは、その、説明しにくいな」

　アヤメがなぜあれほど強いのかという疑問に関しては、そこそこ付き合いのあるロイとて分かるところではない。

「……まあ、育ち盛りだからさ」

「それで納なつ得とくできる段階はとっくに越こえておるよ!?」

　苦くるし紛まぎれの言葉も当然、受け入れてもらえるはずもなく。ロイは適当に「色々あるんだよ」と言って誤ご魔ま化かしておいた。

「アヤメさん、すごーい！　さっきのどうやったの!?　ワタシにも出来ますか!?」

　ナタリが憧あこがれの眼まな差ざしで、アヤメを見ている。アヤメは腕を組んで、首を傾かしげた。

「うーん、努力次第でやれるようになるんじゃないかな？」

「出来るか！　そんな一般常識でアヤメが量産されたらとんでもないことになるわ！」

　その適当過ぎる返答に、ロイは思わずツッコミの声を上げた。

　その後で、じろりと、ロッドを睨にらみつける。

「それよりおっさん、お前のご自じ慢まんの部下は、今しがた全ぜん滅めつしたようだが？」

「……お、おのれ……！」

　さすがに分が悪いと見たのだろう。ロッドは立ち上がると、じりじり下がり始める。

「ふん、悪いが逃にがさぬよ。おぬしには二度とここへ来る気が起きぬよう、たっぷりと仕置きをさせてもらうでのう」

　ラルカが、その可愛らしい顔に似合わぬ、邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。

「ひ、ひぃ……！　くっ……こうなったら……！」

　怯おびえるような顔をし、ロッドが振り返る。

　走って逃とう亡ぼうを図はかるのかとロイは身構えたが、ロッドは口に手を当ててこう叫んだ。

「――来なさい！　巨きよ人じんよ！」

　その瞬間。近くの木々が激しく揺れ、なにか巨大な影かげが立ち上がった。

　大型の地じ震しんかと思うような響きを立て、草木を薙なぎ倒しながら、それは、一歩、また一歩とこちらに近付いてくる。

「な、なんですか、あれは……！」

　カノンがその顔に焦しよう燥そうを滲にじませる。

「あれは……【暴虐男トロール】か……？」

　ロイが呟つぶやいた。しかし、いや違う、と自分の中で否定する。

　暴虐男トロールは、醜しゆう悪あくな顔をした知性の欠片もない、名の通り力の強さだけが自慢の魔ま物ものだ。

　毛の一本も生えていない頭に、分厚い唇、いびつな目、押し潰されたかのような鼻。筋骨隆りゆう々りゆうではあるが、泥どろで汚よごれきった体に、申し訳程度の腰こし履ばきだけを身に着けている。その手にもった棍こん棒ぼうは、多くの人間の血がこびりついて真っ黒だ。

　確かに、今、ロッドの背後に存在するそれは、暴虐男トロールの外見そっくりである。

　しかしその大きさが段違いだった。ロイの知る限り、暴虐男トロールは身みの丈たけが成人男性の平均的な身長を一回り超こえる程度。

　だが彼の者は見上げる程に大きく、天を突つくかのように高々とそびえ立っていた。

「念のためにお借りしてきて良かったですよ。これは党首様がお作りになられた使い魔。特別性の暴虐男トロールです！」

「これが使い魔、だと!?」

　ロイはなにかの間ま違ちがいではないのか、ともう一度、その巨きよ体たいをよく見た。

　使い魔とは、魔術師が自らの魔力を使って別の生き物を作りだす術だ。通常であるならば、簡単な使いを頼たのんだり、雑用を任じたりする。

　中には実際にそれらを使し役えきして戦う者もいると、ロイも知ってはいるが。

「だが、これほど大きなものを作ることが出来るものなのか……？」

「私もさすがに存じていません。もしかして、幻げん術じゆつでは？」

　カノンがそう思いたくなる気持ちも分かる。しかし、幻げん影えいであれほど実体に近いものを生み出すには相当の腕が必要だ。それこそ、第二回戦で戦ったファムほどの腕がなくてはならない。それに、

「先輩、さっきあいつは、党首に『借りてきた』って言いました。幻術は使い手が近くにいなければ発動しません。ということは、あれは現実に存在しているってことですよ」

「な、なんということですか……」

「……おかしいのう」

　ラルカが腑ふに落ちないように、腕うで組ぐみをして首を傾げていた。

「どうした？　ラルカ」

　ロイが尋ねるも、ラルカはわずかな逡しゆん巡じゆんの後に「いや、なんでもない」と手を振る。

「それより、これはちと面めん倒どうくさそうじゃな。どうしたものか」

「やっと手ごたえのありそうな奴やつが出て来たわね。面おも白しろいじゃない。皆、下がってて。あたしがやってみる」

　アヤメが嬉うれしそうに告げた。いつも通りの常識外れなその言動に、ナタリは先ほどよりもっと、うっとりとしてアヤメを見つめる。

「どんな強敵を前にしても尚なお崩くずさぬその余よ裕ゆう。素敵です、アヤメさん！」

「……おい、お前の弟子、ちょっと変じゃないか」

　囁いたロイに、ラルカはため息をついた。

「狗耳族ワグナー・トロウはの、競きそい合うようにした狩しゆ猟りようを主としていたせいか、己より強い存在を尊ぶそうじゃ。難なん儀ぎな性格じゃよ」

　ラルカはそう言いながら歩き出すと、暴虐男トロールを見上げた。化け物は闘とう争そう本能を剥き出しにして、鼻息荒あらくこちらを見つめてくる。

「アヤメ、ここはわしに任せて下がっておれ」

「えー。あたしが戦っちゃダメなの？」

「おぬしが強いのは十分分かったがの。このような者を相手に暴れられては、わしの家が滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう恐れがあるんじゃ」

　杖を大地に突き刺さして、ラルカは言った。

「ようやく協力者が見つかったんじゃ。わしは、はよう【アルゴの遺産】を見つけに行きたい。いつまでもこやつらに構っておられん。――さっさとお帰り願おう」

「ふん、出来るものならやってみなさい。暴虐男トロールよ、行け！」

　ロッドが指示をすると、暴虐男トロールがうるさく吼ほえた。その太い指で握られた棍棒を振り上げ、大気を打うち砕くだきながら、ラルカに向けて落としてくる。

「ラルカ、一人で大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「安心するのじゃ。わしを誰だれだと思っておる」

　声をかけたロイに、ラルカは口端を上げるだけだった。

「――【傀儡くぐつの御み手て】の力、とくと見よ！」

　飛翔術により、彼女の体が素早く浮かび上がる。空を切った暴虐男トロールの棍棒が、大地を根深く砕き割った。

　うろんな目つきでラルカの動きを追った使い魔は、再び彼女に向けて得物を振り払う。

　だがそれすらもかわしたラルカは、魔ま術じゆつを解くと、暴虐男トロールの肩に飛び乗った。

　そして杖を回すと、その先端を暴虐男トロールの頭へとぶつける。

「ふん、その程度の攻撃で党首様がお造りになられた使い魔が倒れるものか！」

「その存在、我が手により掌握せり！」

　ロッドの言葉を無視し、ラルカが唱えた。すると杖についていた宝玉が輝きを増し、いくつものグリムワードが彼かの女じよの周囲を回り始める。一つ一つ弾はじけていくそこから生じた青白い光は、次々と暴虐男トロールの体へと吸い込まれていった。

　当初こそ、ロイは、なにが起こったのかまるで分からないでいた。

　しかし、次第に暴虐男トロールに起こったその異変に、気付いていく。

　使い魔はその目をとろんとさせ、腕をだらりと脱力させた。その手から棍棒がこぼれおち、ロッドの傍そばに落ちる。

「な、ど、どうしたというのです！　巨人よ！　戦いなさい！」

　慌てて棍棒を避けながら命令するも、聞こえていないのか、暴虐男トロールはぼんやりとした顔つきをしたままだった。

　こちらへと戻ってきたラルカは、再び杖をかざすと、こう口にする。

「さあ、巨人よ。既に汝なんじはわしの手で操られし人形に過ぎぬ。――行け！　その男を、捕まえるのじゃ！」

　すると、暴虐男トロールの目に光が戻った。しかし彼（彼女かもしれないが）は、ロイ達ではなく、ロッドを睨みつける。歯並びの悪い口を開き、雄お々おしく吼えた。

「ど……どういうことです。や、やめなさい。私はあなたの主人ですよ！　おい！」

　棍棒を持ち上げると、暴虐男トロールはロッドへと迫せまっていく。

「よしなさい！　こっちに来るな！　敵はあっちです！　巨人よ！　聞きなさい！」

　何度も命じるが、聞く耳を持たない暴虐男トロールはその手をロッドへと伸のばした。

「じょ、冗じよう談だんじゃない！　潰れてしまうじゃないですか！　く、くそ……！」

　慌てたようにこちらへ背を向けると、ロッドは悔くやし紛れに声を上げる。

「お、覚えていなさい！　ご党首様は、絶対に【アルゴの遺産】を諦めませんよ――！」

　そして、彼はそのまま、全速力で飛翔術を使い、逃げ出していった。

　暴虐男トロールは、それを追いかけて、地じ響ひびきを上げながら走り去って行く。

「ふん、おととい来るが良いわ。この痴しれ者ものめ！」

　ラルカは杖つえを担ぎながら、清々したように椅い子すへと座った。

「ど、どうやったんだ？　今の」

　ロイは尋ねる。傍から見ていると、暴虐男トロールは、完全に意識をラルカに操られているように思えた。
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「わしが【傀儡くぐつの御み手て】と呼ばれる所以ゆえんじゃよ」

　飛翔術により、椅子ごとゆっくりと浮かび上がったラルカはそう告げてくる。

「相手の意識を乗っ取り、主導権を握ることにより、自在に操あやつる。まるで傀儡――糸で繋がれた人形のように。それが生きたものであろうと、魂たましい無きモノであろうとな」

「そんなこと、できるんですか!?」

　アヤメの質問に、ナタリが人差し指を立てる。

「相手の意志を奪うばい、催さい眠みん状態に置くという魔術があります。お師し匠しようの使っているのは、それを極め、昇しよう華かさせたものなんですよ」

「いや、確かにそれは存在するが……」

　ロイは困こん惑わくした。以前にアヤメにも話したこともあるが、かけられた者の自じ我がを奪う魔術【支配糸インペリウム】はかなりの時間を要するものだ。密閉された空間で、延々とかけ続けなければならない。

　それに、動物や人間にしか効かず、あれだけ巨大な魔物や、まして命なき物にまで効果があるものなどついぞ聞いた覚えがなかった。

「【存在掌握ルカード・シエル】とわしは名付けたが。ま、元々は魔術道具マジツクアイテム集めに世界中を奔ほん走そうしておっての。重い物を運んだり、魔物と戦わずに済ましたりすることが出来ないか、と研究していた結果の産物じゃ」

「……さすが二つ名の魔術師ですね」

　カノンが感心すると、こちらに駆かけ戻もどってきたハンナも、頷いた。

「ともあれ邪じや魔ま者ものは去ったようじゃし。時間が惜おしい。そろそろサヴロスの迷めい宮きゆうへと赴おもむくかのう」

　ラルカは言って、浮かび上がった椅子に座すわったままで移動を始めた。

「あ、ああ。それはいいんだが……サヴロスの迷宮って確か、ここからだと遠いんじゃなかったか？」

「うむ、大陸の端っこ辺りじゃからな。馬車でも一月はかかろうかの」

　ロイの問いかけを、ラルカは肯こう定ていする。

「だったらどうするんだ。そんな長い旅路じゃ、何度あいつらに襲われるか分かったものじゃないぞ。俺おれの学院……アストレースに一度戻もどるか？」

　そこから改めて、転移すれば早い。

「ふむ？　おぬしの学院に戻ればどうにかなるのかの？　まあ、どちらにしろそうしたところで、時間がかかるのは同じじゃろう」

　ラルカの言葉に、ロイは「……まあな」と頷いた。こちらは帰ろうと思えばいつでも帰ることの出来る身だ。しかし、物質転移でここに来ていないラルカとナタリはそうもいかなかった。学院に帰るまでも、半月ほどはかかるだろうと思われる。

「安心せえ。手はあるんじゃ。とっておきの方法がのう」

　いーひっひっひ、と、ラルカはそこで、奇妙な笑い声を立てた。




　ラルカの案内で、ロイ達一行は彼女の家の傍にある別の建物へと向かった。

「ナタリ、とってくるんじゃ」

　ラルカに命じられ、ナタリは建物の中へと入っていく。

　ナタリの背には大きな荷物が負われていた。準備があるからと一いつ旦たん、家に戻ったのでその時に持ってきたのだろう。

　そして、しばらくしてから出てきたナタリは、丸められた布のようなものを抱かかえていた。

　足元に広げられたそれは、一枚の絨じゆう毯たんである。

　かなり大きなもので、十人かそこらの人間はゆうに座ることが出来るように思えた。

「これで移動するんじゃ。そうすれば、サヴロスの迷宮まではすぐじゃよ」

　椅子に座ったまま浮かび、ラルカは絨毯の真上に移動する。

「これは？　魔術道具マジツクアイテムか？」

　ロイはしゃがみこんで、絨毯の端っこを摘まみ上げた。細かな刺繍が施されていたり、丁てい寧ねいな縫ぬい方かたをされているところを見ると、安物ではなさそうだ。しかし、どう見ても、どこにでもありそうな家具のように思えた。

「いんや、どこにでもあるような絨毯じゃよ」

　本当にどこにでもあるものだった。

「……冗談か？」

　そんなことをしている場合かと、ロイはラルカを睨みつける。彼女は笑った。

「おぬし、せっかちじゃのう。物事には順序というものがある。これは確かになんの変へん哲てつもない絨毯じゃ。しかしわしの手にかかれば素す晴ばらしい乗り物になる」

　杖を振り上げたラルカが、その先せん端たんを絨毯へとつける。そして唱えた。

「その存在、我が手により掌握せり」

　グリムワードが弾けた。青白い光が絨毯へと注ぎ込まれる。

「……さあ、おぬしはもう、ただの絨毯ではない。浮かべ！」

　次いで、ラルカがそう命じると、驚くべきことが起こった。

　ロイ達たちの目の前で絨毯が宙に上がると、そのままの状態で静止したのだ。

「これは……ラルカ＝アルナス、今のもあなたの【存在掌握ルカード・シエル】の力なのですか？」

　カノンの質問にラルカは頷く。

「その通りじゃ。言うたじゃろう。わしの魔術は、魂無きモノも操る――とな」

「すっごい！　空飛ぶ絨毯だ！」

　アヤメが幼い子供に戻ったかのような顔で、そう喜んだ。

「……どういう原理だ？　【支配糸インペリウム】は相手の意識を魔術によって奪い、使い手の都合が良いように導いていくものだ。だから、自己意思のない、命のないものには効果がないはずだ。……いや……待てよ。もしかすれば、俺おれ達たちが知らないだけでこういったものにも微び量りようの本能があって、極めればそれすら感じとって操ることが可能になるのか……？」

　ロイは興味を惹ひかれ、考え込む。それにラルカは肩を竦めた。

「説明してやっても良いが、それには時間が足りぬな。また機会の在る時にでも回すが良いじゃろう」

「あ、ああ、いや、そうだな。悪かった」

　ロイは頭を掻いた。つい、自分は魔術に関係することにはのめり込む性質がある。

「これを使えば目的地まですぐじゃよ。早さつ速そく向かおうかの？」

「そうしよう。が、その前にやっておくことがある」

　ロイは振り返った。目線を、自分の頭一つ分ほど下に向ける。

「ハンナ。――お前はここで帰れ」

「……え？　ど、どうして？」

　意外そうに、ハンナは目を丸くした。

「サヴロスの迷宮なんてものが関かかわっているだけでも危険なのに、そこにきて【真実の眼オルト・クロイス】まで絡からんできた。戦い向きじゃないお前には荷が重すぎる」

「……そうですね。ハンナ＝アフラには少々、辛つらい旅になるかもしれません」

　カノンもまた、頷うなずく。

「で、でもロイくん、わたしは……」

「お前の気持ちはありがたい。でも、もしこの先、お前が怪け我がでもしたらどうする。多少の傷なら治せるが、それだって完かん璧ぺきじゃないんだぞ」

　ロイの言葉に、ハンナは俯うつむいた。

「……そ、そうだね。わ、わたし、足手まといだよね」

「それは違ちがうわ、ハンナちゃん」

　アヤメが地に膝をつくと、ハンナの肩に手を置く。

「ハンナちゃんがいてくれて、あたし達はとても助かってる。出来れば、この先もついてきて欲ほしい。でも、それ以上に、ハンナちゃんにもしものことがあった時のことが恐こわいの。あなたを失いたくないのよ」

「……アヤメさん」

　ハンナに向かって、アヤメは微笑ほほえみかけた。

「だから、あたしも、ここは帰って欲しい。大だい丈じよう夫ぶ。あたし達は、必ずあなたの元に戻るから」

　自分もアヤメと同じ気持ちだと伝えるように、ロイもまた、口元を緩ゆるめた。

　ハンナは視線を地に向けたままで、黙だまり込む。

　どれくらい、そうしていただろうか。

　やがて彼女はゆっくりと、ロイの方を見上げてきた。

「……ロイくん。やっぱり、わたしも行きたい」

「ハンナ、お前……」

「違うの。そ……そうじゃない、の」

　無理をするな、と言おうとしたロイを遮さえぎって、ハンナは続ける。彼女にしては珍めずらしく、皆に聞こえるくらい大きな声だった。

「わ、わがままだって、思う。ロイくんもアヤメさんも、カノン先輩も、わたしのこと心配してくれてるのに。……だけど、それでも、わたし、行きたい」

「……どうしてですか？　皆の役に立ちたいからですか？」

　ナタリが首を傾げる。ハンナは躊躇ためらうようにしてから、答えた。

「それもある、よ。……だけど、それ以上に、わたし、見たい」

　真摯な目で、ハンナはこちらを見つめてくる。

「【アルゴの遺産】――この目で、見てみたい」

「……ハンナちゃん？」

　驚いたように、アヤメが言った。それは、ロイも同じである。

　いつも一歩引いて、人を気き遣づかってばかりいたハンナが、珍しく自己主張をしてきたのだ。それも、誰かに迷めい惑わくをかけることを自覚した上で。そんな彼女の姿は、ロイも初めて見た。

「あ、あの、ごめんね、勝手なこと言って……。でも、わたし、知りたいの」

　ローブの裾すそを握にぎった手を、わずかに震ふるえさせながら、ハンナは必死に言い続ける。

「小さい頃ころ、ずっと、おじいちゃんから【アルゴの遺産】の話を聞いてた。それで、一度でいいからどんなものか手にしたい、調べてみたいって思ってたの。危ないって分かってる。でも……でも、ね。それを見たら、わ、わたしも、もっとすごいものが作れるかもって思うから。そ、それで……」

　――ああ、と、ロイはそこで納得した。

　ロイにとって魔術がそうであるように。アヤメにとって戦うことがそうであるように。

　ハンナにとって、魔術道具マジツクアイテムを極きわめることは、自分自身を証明するための存在意義そのものなのだ。

　だからどれだけ人から止められても、諦あきらめることなど出来ない。危険だと知っていても、追い求めることをやめることなど出来ないのだ。

「……ハンナよ。【アルゴの遺産】は先も言ったが、時に人じん智ちを超えた力を発揮したという。その意味を理解しておるのか？」

　ラルカが問うた。今までと違い、真しん剣けんな顔をしながら。

「道具はあくまでも人に使われるもの。じゃが【アルゴの遺産】は逆に人を使うのじゃ。その魅み力りよくで惑まどわせ、持ち主の心を狂くるわせての。……そんなものの在り様を知ろうとすることがどういうことか、おぬしには分かるか？」

　かつて、こんな言葉を遺のこした魔ま術じゆつ師しが居たことを、ロイは思い出した。

　闇やみと向き合う者は、自らも闇とならぬように気を付けなければならない。

　闇を見る時、闇もまた、その者を見つめているのだ。

「……はい。わ、分かっています」

　ハンナは少しも躊ちゆう躇ちよすることなく、頷いた。

「だ、だけど……それでも、わたしは知りたいんです。作ったものが恐ろしいものなら、自分の手で壊こわします。ただ、自分の手で、アルゴの遺産のようなすごいものを、実現できるのかどうか――そのことを、ただ、知りたいだけなんです」

「……そうか」

　ラルカは相あい槌づちを打ち、ロイの方へと視線を移してきた。

「ロイ。彼女は本物じゃ。地位も名めい誉よも、金も必要としておらん。ただ自身の好こう奇き心しんを抑えきれぬだけの、本物の創つくり手じゃ。……なにかを極める人間として、これほど相応ふさわしい者はおらん。わしはハンナの成長を見てみたい。だから、こちらからも願おう。この子を、連れて行ってはもらえぬか？」

　ロイは、ラルカの言葉に長く息をつく。腕うでを組み、考え込むために目を瞑った。

「……や、やっぱり、ダメだよね」

　ハンナは、それが拒きよ絶ぜつの意だと受け取ったのか、落ち込んだ声を出す。

　アヤメもカノンもこちらの判断に任せようということなのか、なにも言ってこなかった。

　しばらく、ロイはそのままでいる。だが、やがて目を開け、こう言った。

「……一つだけ、約束してくれ」

「な、なに……？」

「死ぬな。どんなことがあっても、自分の命を優先してくれ。たとえ、それがお前にとって大事なものを捨てることになってもだ。……それが守れないなら、悪いが連れていくことは出来ない」

　ハンナは、すぐに答えることはしない。

　ロイの言葉を噛かみ締しめるように、胸に手を当て、なにかを思っているようだった。

　しかし、やがて彼女は、ゆっくりと答える。

「……うん。絶対にそうする」

「よし。それじゃあ、一いつ緒しよに行こう」

　ロイは手を差し出した。ハンナはそれを見て、嬉しそうに笑えみを浮かべ、強く握り返してくる。

「ありがとう、ロイくん……！」

「気をつけろよ。これから先、なにがあるのか分からないからな。最悪の場合は、俺たちを置いて自分だけでも学院に戻ってくれ。いいな？」

　注意をすると、ハンナは幾いく分ぶんか躊躇ためらったが、やがて顎あごを引いた。

「良かったね、ハンナちゃん。でも……本当に、危険な真ま似ねはしちゃダメだよ。あたしだって、心配なんだから。あなたがいなくなったら、あたしも死んじゃうよ！」

　アヤメはそう言って、彼女を軽く抱だきしめる。ハンナは顔を赤らめながらも、「は、はい。ありがとうございます」と答えた。

「……良かったのですか？　ロイ＝シュトラス」

　カノンが不安げな表情をこちらに見せるのに、ロイは息をついた。

「良いってことはありませんが、仕方ありませんよ。……好きなものに対して引けないって気持ちは、俺にも分かりますからね」

　その返答に、カノンは顎に手を当てる。しばらくしてから、彼女は微び苦く笑しようした。

「……確かに、そうかもしれませんね」

「情熱というものは、誰にも止められないものですからねえ」

　ロイとカノンの会話を聞いて、深々と頷くナタリ。

「ところでお師匠、少し気になったんですけど」

　彼女は次いで、ラルカに向かって、こう尋たずねた。

「魔術道具マジツクアイテムを集めているお師匠が、ハンナちゃんにあんな偉えらそうなこと言っていいんですか？　そのまま自分へ返って来るんじゃあないですかね」

「……おぬしはたまに鋭するどいことを言うのう」

　嫌いやそうな顔で、ラルカは自らの弟で子しを見る。

「全くもってその通りじゃがな。わしは道具それ自体の存在に正誤はないと思うておる。重要なのはそれを使う人間の意志じゃ。それにより、魔術道具マジツクアイテムはその価値を変える。多くの人間を救うものになるか、逆にその命を奪う兵器と化すかは、力の方向性次第なんじゃ」

「はあ。で、それと師匠が魔術道具マジツクアイテムを集めることにどういう繋つながりが？」

「分からん娘むすめじゃな。わしは、愛する魔術道具マジツクアイテムが良からぬ輩やからによって歪ゆがんだ目的に使われることを防ぐため、蒐しゆう集しゆうに奔走しとると言うとるんじゃ」

「へー。偉いですねえ。さすがお師匠です！」

　感心したように言っているナタリと、「そうじゃろう、そうじゃろう。もっと褒ほめよ」と偉そうに胸を張るラルカ。

　ロイはそんな師し弟ていに生暖かい笑みを送りつつ、

「……とりあえず、全員で向かうってことで決着だ。それでいいか？　ラルカ」

「わしは何人でも構わぬよ。こちらから頼んだことでもあるしの。それでは参ろうか。皆の者、絨毯に乗るが良い」

　誘さそわれて、まず、アヤメが絨毯に飛び乗った。彼女はその上をしばらく歩いた後、その場で四よつん這ばいになる。

「ふうん、なんか変な感じ。ふわふわしてて落ち着かないなあ」

　その後でハンナが彼女に手伝ってもらって上がり、カノンがそれに続いた。

「ほら、ロイさんもどうぞ」

　先に行ったナタリが、最後に残ったロイに向けて手を差し出してくる。

「……本当に落ちないだろうな、これ」

　訝いぶかしげな目で、ロイは絨毯を見た。

「魔術師が魔術を疑ってどうするんじゃ」

「俺はな、自分の中で理り屈くつをつけられないものは信用しない性質なんだよ！」

　呆あきれたような様子のラルカに、ロイは食くって掛かかる。原理を説明されない限り、ロイにとって目の前にあるのは『なんとなく浮いている絨毯』に過ぎないのだ。

「あなた、アヤメのような子と一緒に居て、よくそのようなことが言えますね」

「うっ」

　だが、カノンの台詞せりふに、ロイは返す言葉がなかった。アヤメがきょとんとする。

「……分かったよ。乗ればいいんだろ、乗れば」

　半ばやけくそで、ロイは絨毯に飛び移った。

「よろしい。皆の者、準備は良いな」

　ラルカの呼びかけに、アヤメが手を上げる。

「はいはーい。これで移動するのはともかくとして、かなり無防備じゃないですか？　さっきの奴らが追いかけてきたら、どうするんです？」

「ふふん、良い目のつけどころじゃ。そこでこれが役に立つ」

　ラルカはローブの懐ふところに手を入れると、小さななにかを幾いくつか取り出した。宝石のようなきらめきを持つ石に、金属らしき物体が取り付けてある。

　彼女が宙へと投げると、それらはそのまま浮ふ遊ゆうし、自らの意志を持つように四方へと展開した。それぞれ、ある地点で停止する。

「【起動】せよ！」

　ラルカの言葉と共に、宝石が光を放った。次いで薄うすい、透とう明めいな板のようなものを作りだすと、それらは広がる最中で互たがいに繋がり合っていく。

　やがて、絨毯の周囲を取り囲むようにして壁かべが出来上がった。

「これ……【自動防御壁オールデイフアンス】ですか？」

　興味深そうに、ハンナが目を凝こらさなければそうと分からない壁に、手を触ふれる。

「そうじゃ。わしの自慢の魔術道具マジツクアイテムの一つでの。物理攻こう撃げきや魔ま術じゆつ攻撃を跳はね返す壁を作りだすんじゃ。元々は【魔力反射レフレクス】の効力を含ふくんだ鉱石を改造したものじゃよ」

「ふうん、硬かたいんですか？」

　アヤメの質問に、ラルカは「もちろんじゃとも」と鷹おう揚ように頷いた。

「ほへー……ちょっと叩たたいてみようかな？」

「やめろ！」「やめてください！」

　ほぼ同時、カノンとロイから制止の声が飛んで、アヤメは「じょ、冗談よ」と焦あせり気味に答えた。

「結構高かったんじゃから、勘かん弁べんしてくれんかのう……。ともあれ、ずっと魔術を展開しておるわけにもいかんでな。便利じゃろう」

「ああ、確かに。助かったよ」

　これでいくらか、ロイの中で不安が和やわらいだ。とは言え、完全に気を抜ぬける状態であるわけではないが。

「ふむ。よし、それでは少々遅おそくなったが向かおうかの」

　言って、ラルカは自らの杖で前を指した。

「それでは出発じゃ。――飛べ、絨毯！　目指すはサヴロスの迷宮じゃ！」

　その瞬しゆん間かん。

「うおっ……!?」

　ロイが慌あわてて飛びつくほどの速度で、絨毯は、空高く舞まい上がったのだった。
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　青。

　右を見ても、左を見ても、上を見ても下を見ても、青ばかりだった。

　時折、雲の中を通り抜けることを除けば、ただただ、一色の世界が広がっている。

「しかしすごいな……本当に飛んでるぞ、こいつ」

　ロイは立ち上がると、周囲を見回した。

　ラルカの家を文字通り飛び出してから、しばらく。空の旅は順調に進んでいた。

　絨毯は鳥よりも速く、風のごとき軽かろやかさで天空を泳いでいる。

「でもこれだけ高いところを飛んでたら風とかすごそうなのにね。全然なにも感じないよ」

　アヤメが絨毯に寝ね転ころびながら言った。

「さっき使った【自動防御壁オールデイフアンス】の効果じゃ。周りでなにがあろうと、この中におれば地上と変わらぬように過ごせるのじゃよ」

「すごいものですね。いえ、ラルカ＝アルナスの魔術も相当なものですが」

　カノンが座り込み、天を仰あおいだ。尤もつとも、ここがその天なのだから単純に見上げたというべきだろうが。

「初めて見た……どんな風に作ってるんだろう」

　ハンナが空中に静止している魔術道具マジツクアイテムをじっと見ている。

「はいはーい。皆さん、そろそろお茶にしませんか？」

　鞄かばんを下ろしたナタリが、中から茶器や道具を取り出した。カップを並べ、筒つつから鍋なべに水を注ぐと、それを持ってラルカに向き直る。

「お師匠、火、下さい。お湯を沸わかすので」

「おぬし、師匠をなんじゃと思っとるんじゃ。わしは火打石かなにかか？」

「いいじゃないですか、魔術でちょちょいっとやれるんだし」

「だったらおぬしがやればよかろう！」

「ワタシ、師匠よりもグリムワードが少ないんですよ！　無む駄だ遣づかい出来ません！」

「多かろうが少なかろうが、わしだってほいほい使っておられんのじゃ！」

「いいでしょ！　火、ください！　火！　火ー！　普ふ段だんは魔術道具マジツクアイテム集めで人のこと、こき使ってるんだから、こんな時くらい役に立って下さいよ！」

「お、おぬし、本当にわしのこと尊敬して弟子入りしたのか!?」

「ええ、最初は」

「最初は!?」

　意外な言葉に慄おののくラルカ。ナタリは「嘘うそですよ、う・そ」と舌を出した。

「ふん、もうええわい。おぬしなんて嫌きらいじゃ」

　拗すねたように、ラルカは膝ひざを抱えて弟子に背を向ける。

「あらら、しょうがないお師匠なんだから。じゃ、ロイさんお願いします」

「……別にいいけどよ」

　件くだんのやりとりの後では、なにやら微び妙みような気分であった。ロイは指を向ける。口の中で呪じゆ文もんを呟くと、鍋に火がつきあっという間に水が沸ふつ騰とうした。

「おお、魔術って便利だなあ。電気ポットのようだ」

　うんうん、と頷いているアヤメをロイは半眼で見る。

「言っている意味は分からんが、確実に褒めてはいないよな、お前」

「うふふ、やだな。そんなことないよ。被ひ害がい妄もう想そうね、ロイったら」

　完全に嘘くさい言葉で、アヤメは誤ご魔ま化かした。

　その後、ナタリは紅茶を淹いれ、ジャムを溶とかすと、ロイ達に手て渡わたしてくる。

　お茶ちや請うけに、と出されたのはクッキーだった。

「ん、これ、美お味いしい！」

　早速口にしたアヤメが顔を綻ほころばせる。

「えへへ、そうですか？　ワタシが作ったんですよ。風味をつけるために、野草を練り込んでるんです」

　ナタリが嬉しそうに言う。

　ハンナも一口、齧かじった後で目を見開き、一いつ生しよう懸けん命めいに食べ続けていた。

「素晴らしい腕ですね。羨うらやましいです。私も料理はしますが、中々に上達しませんので」

　カノンがクッキーを飲み込んだ後で、息をついた。

「へえ、先せん輩ぱい、料理なんてするんですか。意外に家庭的なんですね」

　ロイが何気なく言うと、カノンは頬ほおを赤らめた。こちらを窺うかがうように見てくる。

「へ、変ですか？……確かに、似合いませんよね」

「いや、そんなことは。まあ、出来ないよりは、出来た方がいいですよね」

「そうですよー。料理が下手だと、お嫁よめさんになった時、大変ですもんね！」

「お、およめっ!?」

　ナタリの台詞に、カノンの声が上うわ擦ずった。

「わわ、私は別にそんなロイ＝シュトラスのあのその、いえ！　違います！」

「なにがです？」

　不思議に思って尋ねるロイだったが、カノンは答えずそっぽを向く。

「……な、なんでもありません！」

　その反応に怪け訝げんな顔をしていると、アヤメがじっとこちらを見つめているのに気付いた。

「どうした？　アヤメ」

「あ、う、ううん。……あたしも料理、勉強しようかな」

　なぜか、照れたようにして、アヤメは俯いてしまった。ハンナもまた、なにかを決意したように拳こぶしを固めている。

「ふーん。ロイさんって、結構……」

　にやにやと笑いながら、ナタリがこちらを見てくる。

「なんだよ。なにか変だぞ、お前ら」

「いやいや、まあまあ。料理が得意な女の子っていいですよね？」

　ナタリの問いに、ロイは首を傾かしげた。

「いや別に。料理くらい俺だって出来るしな。嫁ができないなら自分でやればいいだけだろ」

「もう、そういうことじゃないですってば！　このすけべ！」
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「いてっ！」

　思い切りナタリに叩かれて、ロイは彼女を睨にらみつける。

「なんだよ、なんで料理できることがスケベになるんだよ。どんな暗あん喩ゆだ！」

「気にすることないですよ。うへへへ」

　変な声で笑うナタリに、ようやく機き嫌げんを直したように見えるラルカがクッキーを齧りながらため息をついた。

「まったく呑のん気きな奴やつ等らじゃのう。これから難なん攻こう不ふ落らくの迷宮へ挑いどむというのに」

「全くだ。緊きん張ちよう感がない」

　ロイが同意すると、ナタリが紅茶を飲み干す。

「別にいいじゃないですか。変に構えてたってしょうがないでしょう」

「おぬしのその楽観的なところは、長所じゃが……過ぎると仇あだになるぞ」

「どういうことです？」

　ラルカの言葉に、ナタリは目をしばたたかせた。

「気を引き締める時はきちんとそうせよ、と言っておるのじゃ。そうでなくては、不測の事態に備えられんぞ。今はなんともないが、いついかなることが起こるかどうか……」

「まっさかー。追っ手だって逃にげちゃったし、こーんな空の上じゃ、敵さんもなにもしてきませんって」

　彼女は、師匠の言葉を笑い飛ばす。

「まあ、そうだよねえ。いくらなんでも、ここまで来たら大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　アヤメもまた、周りを見回しながらそう言った。

「それが油断だと言うんじゃ！　いいか、おぬしら、そんな風にボケっとしておると、いつか不意打ちで敵からドカンと――」

　弩轟ッ！

　その瞬間、絨毯を囲う壁に衝しよう撃げきが伝わった。

「そうそう、こんな感じじゃ」

　ラルカが、頷く。

「……って、えええええええええ!?」

　次いで、ようやく気付いたかのように、彼女は飛び上がった。

「な、なんじゃ!?　何事じゃ!?」

「ど、どこからです!?」

　ナタリもまた、警けい戒かいするように腰こしを上げる。

「あ、あれ！」

　アヤメが後方を指差した。全員の視線がそちらを向く。

　そこに、なにか無数の黒いものが、見えていた。

「あれは……」

　ロイが言う。それを、カノンが繋いだ。

「竜ドラゴンです……！」

　間ま違ちがいない。遙はるか彼方かなた。こちらに向けて、突とつ撃げきしてくるもの。

　雄お々おしく広げた翼つばさ。巨きよ大だいな体。丸太のような尾お。つんざくような咆ほう哮こう。

　それは、何なん匹びきも群れて飛行する竜だった。

「ど、どうなってるの!?　どうしてこんなところに竜が!?」

　アヤメが叫さけぶが、それは、ロイの方が訊ききたいところだった。

「ろ、ロイくん、あれ、さっきの人達が連れてたみたいな、使い魔じゃ……」

　ハンナがそう指し摘てきする。馬ば鹿かな、と思うが、そうとしか考えられなかった。

　たまたま竜の群れが居てこちらと道を同じくするなど、まずありえないからだ。

「そうだよ、ロイ。あの中央にいる竜、背中に籠かごみたいなのがあって、そこにさっきのロッドが乗ってる！」

　アヤメが言った。

「お、おぬし、見えるのか!?」

　ラルカが驚きよう愕がくする。竜達は今のところ、その姿形がおぼろげに分かる程度なのだから、当然の反応だろう。

「ま、まあ良い。ということは、あの男が別の使い魔を引き連れてきたというところか。……しかし、そうなるとやはり変じゃな」

「どういうことだ？」

　ラルカの呟つぶやきにロイが尋ねると、彼かの女じよはこちらを向いた。

「【真実の眼オルト・クロイス】を取り仕切る人間を知っておるか？」

　ロイは首を横に振ふる。

「そうか。以前に襲おそわれた時、調べたんじゃがな。彼奴きやつらが党首と呼ぶその男の名は、ディール＝リーガン。元々は将来有望と言われた魔術師だったそうじゃ。しかし魔術師至上主義を掲かかげた組織を作り上げていたことが発覚し、危険視され、魔術師連盟から除名処分を受けた」

「それがどうした」

「あのロッドという男が使い魔を借り受けたのがディールであれば、少々おかしいことになる。確かに奴やつの才能は優すぐれておる。が、ここまでではないんじゃ。いくらなんでも、これだけ複数の、しかも竜のような強力な使い魔を作る力はない」

「しかし、だとすれば一体どういうことなのでしょう？」

　カノンが迫せまりくる竜達を見て言った。だが、それに対する解答は持っていないというように、ラルカは無言を保つ。

　そこへ、竜達の頭にそれぞれ光が宿った。それらは放たれると、一直線にこちらへと飛来する。直後、衝撃が立て続けに起こった。【竜の息吹ドラゴン・ブレス】だろう。

「な、なんでもいいけどさ！　このままだと不味まずいんじゃないの!?」

　揺ゆれた絨毯の上でよろめくハンナを支えながら、アヤメが言った。

「安心するんじゃ。先ほど使った【自動防御壁オールデイフアンス】は、ちょっとやそっとの攻撃などでは壊れん！」

「で、でもお師し匠しよう！」

　何度も周囲で爆ばく発はつする様子に怯おびえを隠かくせぬ表情で、ナタリが問う。

「敵の攻撃が、ちょっとやそっとじゃなかったらどうするんですか!?」

「…………」

　ラルカは口を噤つぐんだ。

　再び衝撃。今度はかなり大きい。というよりも、段々、魔術道具マジツクアイテムが威い力りよくを抑おさえきれなくなってきているといった方が正しいかもしれない。

「……ダメかもしれんのう」

「諦めんなよ！　早々に！」

　ロイは悲鳴を上げた。このままでは危あやうい。

「仕方ない、魔術で反はん撃げきするか……！」

「待つんじゃ。忘れたか、この絨毯は今、目には見えにくいが頑がん丈じような壁に囲まれておるんじゃぞ。そんなところで魔術を使ってみよ。全すべて内側に返ってきて大変なことになるぞ！」

「だぁ、なんでそんな面めん倒どうなもの使ったんだよ!?」

「さ、さっきまで便利だったじゃろうが！　誰だれがこんな事態を想定するんじゃ！　わしは悪くないんじゃー！」

「言い争ってる場合じゃないでしょ！　なんとかしないと！」

　アヤメがロイとラルカの間に割って入ってくる。

「ラルカさん、一いつ瞬しゆんだけでいい、この壁を解除できる!?」

「お、おお？　いや、それは可能じゃが……わしらが魔術を発動させればよいんじゃからな。しかし、なにをするつもりじゃ？」

「直接乗り込んで、やっつける！」

　はっきり言い放ち、アヤメは前を見み据すえた。

「しょ、正気かおぬし!?　いくら強いといっても、あれだけの竜じゃぞ！　それに魔術もなしにどうやって近づくと言うんじゃ！」

　ラルカはそんな彼女に、激しく抵てい抗こうを示す。

「悪いことは言わん。やけになるな。まだなにか手はあるはずじゃ！」

「これがやけになってるなら、まだ止めようがあったんだがな……」

　ロイは頭を掻かいて、アヤメに言った。

「本気なんだろ。だったら俺おれに掴つかまれ。向こうまで連れていってやる」

「……反対しないの？」

　きょとんとする彼女に、ロイは肩かたを竦すくめる。

「して従うような奴かよ、お前が。ただし、一人じゃ行かせないからな」

　その台詞に、アヤメは目をしばたたかせた後で、微笑んだ。

「うん。ありがとう、ロイ。頼たよりにしてるから」

「ああ。――それじゃ行ってきます、先輩、ハンナ。それにラルカ、ナタリ」

　ロイが振り返ると、ナタリが唖あ然ぜんとした顔でこちらを見ていた。

「な、なんですか、その、お二人のあっさりとした感じは。いくらなんでも、無む茶ちやですよ！」

「無茶に思われるのは、とっくに承知の上だ。……こいつと一緒に居るとな。その手のことにはもう、慣れっこになるんだよ」

　そう言ったロイに、カノンは首を振る。

「相変わらずですね。本来なら、まず行かせないのですが。……仕方ありません。この場を解決できるのは、あなた方しかいないでしょうし。ただ二人とも、充じゆう分ぶんに気を付けて下さいね」

　アヤメが親指を立てた。

「あ、アヤメさんも、ロイさんも、ちゃ、ちゃんと戻もどってこなきゃ……ダメだよ」

　ハンナが不安げな眼まな差ざしをこちらへと送ってくる。ロイはそれに、深々と頷いた。

「もちろんだ。まだまだ先は長いからな。こんなところで終わるつもりは、さらさらない」

「そうよ、ハンナちゃん。大丈夫、これくらい、たいしたことじゃないって！」

　アヤメの呑気な声に、ラルカは息をつく。

「……やれやれ。どうにも変わった連中じゃ。正直、おぬしらと【アルス・マグナ】で戦うことになっていたらと思うと、ゾッとするのう」

　彼女は杖つえを掲げてから、こちらを見て言った。

「良いか、くれぐれも迂う闊かつな真似はするな。無理だと思えば、すぐに戻ってくるんじゃ」

　ロイとアヤメは、それぞれ了りよう承しようを示すように顎を引く。

「よろしい。――それでは、【解除】じゃ！」

　ラルカの声と共に、彼女の杖についていた宝玉が輝かがやきを示した。すると、四方に展開していた魔術道具マジツクアイテムが光を失い、同時に壁が消きえ失うせる。

　途と端たん、凄すさまじい風と肌はだを突つき刺さすような寒さが襲ってきた。吹ふき飛とばされる前に、ロイは素す早ばやく飛ひ翔しよう術を唱える。自身の体が風の膜まくに包まれ、どうにか事なきを得た。

「アヤメ、飛翔術の範はん囲いに入れるから、俺に掴まれ！」

　アヤメにそう指示をすると、彼女はこちらへと抱きついてくる。ふわりとするいい匂においと、柔やわらかな体の感かん触しよくが伝わってきた。

「…………」

「ん？　どうしたの？　ロイ」

　アヤメは気が付いていないのか、無意識に胸の辺りをこちらへと押おし付けてきた。平へい坦たんだと思っていたそれは、意外にも柔らかく、ロイは自分の心臓が高鳴るのを感じる。

「……なんでもない。ただ、ちょっと、近すぎるぞ」

「あ、ご、ごめん」

　ようやく、自分のやっていたことが分かったのか、彼女は顔を赤らめながら少し離はなれた。

「そこの二人、いちゃついとる場合か。はよう行くんじゃ」

「だ、誰がいちゃついてるんだよ！」

　ラルカにからかわれて、ロイは慌ててそう返す。頬が熱くなるのを感じた。

「……それじゃ、行くぞ」

　アヤメがこちらの腕を掴んだのを見て、ロイはそう告げる。絨じゆう毯たんを蹴けって、その場から彼女と共に飛んだ。

　距きよ離りを置いてから振り返ると、炎の束が到とう達たつする寸前だった。しかし、その瀬せ戸と際ぎわで絨毯は再び壁を展開する。

　が、次々とやってくる竜の息吹に、どれだけ耐たえられるかは分からない。ロイは前を睨みつけた。

「いいか、アヤメ。この飛翔術ってのは少し使いにくくてな。速さを出すことは出来るが、方向性の応用が利きかないんだ」

「つまり？」

「あまり細かな動きが出来ない。要は、攻撃を避よけにくいってことだ。ラルカと違ちがって俺は飛翔術に慣れていないからな。出来るだけ気を付けるが、どうなるかは分からないぞ」

　言っている傍から、敵の攻撃が襲い掛かってくる。ロイはなんとかしてそれをかわした。こうして停とまっている分にはこういう芸当も可能だが、飛びながらとなるとどうなるかは予想がつかない。もしかしたら、直ちよく撃げきを喰くらって落ちる可能性もある。残念だが、飛翔術は防ぼう御ぎよ力りよくが皆かい無むに近い。

「ああ、そういうこと。まあ、ロイだったらなんとかなるって」

「お前は本当、気軽だな」

「重く考えても仕方ないじゃない。ほら、行くよ！」

　アヤメに背中を軽く叩かれ、ロイは短く吐と息いきした。

「……ま、それもそうだな」

　段々と、思考が彼女に似てきた気がする。それが良いことなのか悪いことなのか。その是ぜ非ひはともかくとして、確かにアヤメの言う通り。今はするべきことがあった。

　余計なことを、思おもい煩わずらっている場合ではない。

「じゃあ、行くぞ！」

　掛け声一つ。ロイは移動を開始した。

　飛行する最中、容よう赦しやなく竜が放つ火か炎えんや雷かみなり、氷の息吹が襲い掛かってくる。その度たびにロイはどうにか魔術を操あやつり、かろうじてその軌き道どうから逃のがれていった。

「くっ……思っていたよりも調整が難しい！」

　他人にかけるよりはマシだが、どうかすれば当たりそうになってしまう。このまま本当に向こうまでたどり着けるのかと不安になった。

「ロイ、前、前！」

　アヤメに注意され、ロイははっと我に返る。目の前に、竜の息吹が迫っていた。

「うお……っ！」

　慌てて、自身を覆おおっている風の力を横へと流した。それに従い、己おのれの体が回転しながら右へと移動していく。

　視界が急速にぐるぐると巡めぐり、気持ち悪さがこみ上げてきた。

「うっ、は、吐はきそうだ……」

「なに言ってるの、これくらい。絶ぜつ叫きようマシンに乗ってると思えばいいのよ！」

「なんなんだそれは！」

「落ちたり逆さまになったりするのを楽しむ、あたしの世界の乗り物よ」

「お前の世界の人間は変態ばっかりか!?」

　こんなことをわざわざ体験しようと思うなど、到とう底てい信じられることではない。

　ロイは速度を上げ、雲の中へと突っ込んだ。少しでも敵の目から逃れるためだ。

　周囲が薄い霧きりに囲まれ、真っ白な世界と化す。

「生身で雲の中を泳ぐなんて……！　夢みたい！」

「これが夢ならどんなにいいか！」

　アヤメに返してから、無む理り矢や理りに方向を変える。先ほどまで自分たちが居た場所を、複数の疾しつ風ぷう波が抉えぐった。雲が散り、真下にある竜の姿が見える。頭をもたげているところを見ると、何匹かが竜の息吹ドラゴン・ブレスを放ったのだろう。

「よし、ついたぞ！」

　ロイはそのまま下降した。速度を上げる。ぐんぐんと竜達が近づいてきた。その中に、小さな家のようなものを背につけている者がいる。アヤメが言っていた『籠』というのは、あれのことなのだろう。あの中にロッドがいるに違いない。

　だが、その前に竜がこちらの存在に気が付いた。開かれたその口こう腔こうの奥おくが、小さな明かりを灯ともす。

「まずい……！　来るぞ！」

　これだけ接近していると、避けることは出来ない。それでもロイがどうにかして対処しようとしたその瞬間。

「ごめん、ロイ。ちょっと痛いよ！」

　言うが早く、アヤメはこちらの体を蹴った。その勢いで、ロイは自分が吹き飛んでいくのを感じる。

　瞬またたく間まに離れたロイとアヤメの間を、炎と雷の一条が通り抜けていった。

　アヤメはそのまま、勢いよく落下していく。

　そして竜の巨きよ体たいに着地すると同時、彼女はなんの苦もなく走り出していた。

「……よくこの状じよう況きようで、地上と同じように動けるな、あいつ」

　先ほど慣れたものだと言ったが、やはりまだ、彼女についてはたまに驚おどろくことはある。

　それはともかく、とロイはローブの懐から鍵かぎを取り出した。こちらも準備をしておく必要がある。

「四方にたゆたう混こん沌とんよ、無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋がりの果て、塞ふさがりし壁の向こう、我わが名において顕けん現げんせしめよ。其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証あかし」

　マギアを唱えると、鍵の先せん端たんが青白く光り出す。

　その間に、アヤメは竜の翼に手をかけていた。

「よい……しょー！」

　大きな声を一つ、そのまま彼女は巨大なそれをいとも簡単に引き千切る。

　血ち飛沫しぶきが舞い、竜が絶叫した。

　自身の身を支えていたものを失った魔ま物ものは、頼りない動きを見せた後、そのまま地上へと落下していく。

「まずは一匹ぴき！」

　アヤメは跳ちよう躍やくすると、次の竜へと移った。突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき者しやに、竜たちは動どう揺ようしたかのようにその姿を追い始める。だが恐おそらく、一番慌てているのはロッドの方だろう。

　竜の息吹が、アヤメの小さな体を狙ねらって撃うち込まれる。しかし彼女は軽やかな動きでそれを次々とかわし、外れた攻撃はそれぞれ別の竜へと当たった。結果的に彼かれらは同どう士し討うちをすることとなり、何匹かは黒くろ焦こげになったり、凍とう結けつしたりで、哀あわれ役目を終えて空から去っていく。

　アヤメが翼を奪うばい、それを投げて別の相手の目に当てる。動揺している隙すきをつき、飛び移ると、更さらにもう一度、同じことをした。

　その繰くり返しで、瞬く間に減っていく竜達。しかし、それでもまだかなりの数が残っていた。それに彼らも、ただやられているばかりではない。

　一匹が尻尾しつぽを振ると、アヤメの体を巻き取った。

　そこから彼女が逃れる前に、今度こそと、別の竜が大きく口を開く。鋭するどく尖とがった牙きばが垣間かいま見みえた。

　竜の息吹が、轟ごう音おんを立てて空を走る。
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「――【空鳴ヒンメル・刃シユライエ】！」

　だが戦っているのが彼女だけではないと知らなかったのが、彼らの敗因だった。

　ロイの放った衝しよう撃げき波はがアヤメを捕とらえる竜の尻尾を傷つけ、わずかに締しめ付ける力を弱める。その間にアヤメは強ごう引いんに拘こう束そくから逃れ、距離をとるようにして跳躍した。

「今ここに、ただ唱えん！」

　投げたロイのグリムワードと鍵が青き光で繋がりを持ち、魔ま法ほう陣じんが展開される。

「いざ開かれよ！　大いなる――異界の、扉とびらよ……ッ！」

　鈍にぶい音と共に、【物質転移アドヴエントゲート】が発動した。

　竜達の頭上に、途と方ほうもなく巨大な岩石が断続的に降り注ぐ。

　それら全ての直撃を受けた彼らは、声もなく絶命し、そのまま力を失くして戦域から離り脱だつしていった。

　最後に残った竜の背に、アヤメが降り立つ。そのまま彼女は、ロッドが居るであろう籠へと向かった。

　しかし、そこでアヤメはよろめく。突然、竜がその身を翻ひるがえしたのだ。

　翼をはためかせ、竜は先ほどまでとは逆方向に進み始めた。逃げるつもりなのだろう。

　振り落おとされ――アヤメは宙へと放ほうり投なげられる形になった。

「アヤメ！」

　ロイは飛翔術の速度を増し、追いついて、アヤメの手を掴もうとする。彼女もまた、それに応こたえようとした。

　だが、ある程度まではいくものの、それ以上距離が縮まらない。

　ロイは奥おく歯ばを噛かみ締め、肩が外れるかと思うくらいに、腕うでを伸のばし続けた。

「後、もう少し……！」

　それでも、指が触れるか触れないか。その寸前を保ったまま、事態は好転しない。それどころか、少しずつ距離は離れ始めていた。

　このままでは、アヤメは遙か下の地上まで真っ逆様になってしまう。いくら彼女でも、それで無傷というわけにはいかないだろう。

　気持ちが焦る。だが、体がそれについていかない。

「ロイ……！」

　アヤメが必死な様子でこちらに手を伸ばしてくる。いつもなら、気軽に握にぎっていたそれが、今はあまりにも遠い。

　雲を突き抜け、空を貫つらぬきながら、ロイはアヤメを求め続けた。しかし、届かない。

　まるで逃れ得ぬ運命を笑っているかのように、轟ごう々ごうとした風が耳元でこだました。

　もう、ダメなのか。そんな考えが一瞬、ロイの脳のう裏りを過ぎる。

「……諦あきらめる」

　だが。知れず歯を食いしばり、ロイはその場で強く、叫んでいた。

「諦める……かあああああああああっ！」

　たとえ自らの体がアヤメと共に朽くちようとも。この手を差し伸べ続けることだけは決してやめない。

　強い覚かく悟ごで、ロイはアヤメを救い出そうとした。

　――その時、こちらへ呼びかける者が現れる。

「こっちじゃ！　はよう来い！」

　ラルカだった。彼女は壁を解除した状態で、飛翔術を纏まといながらアヤメの真横にいる。

　ナタリがその両手を広げ、アヤメを受け止めようとしていた。

　アヤメは頷うなずき、そちらへと移動しようとする。

　風が味方したのだろう。彼女の体は少しずつそちらへと流れ、やがて、ナタリの懐ふところへと収まった。

「やりました！　ロイ＝シュトラス、あなたもこちらへ！」

　カノンが手を振る。ロイは頷いて、絨毯へと降り立った。

「た、助かった……！」

「まったく、どうなることかと思うたぞ！」

　ラルカは杖で、ロイの頭を小こ突づいてきた。しかし、その顔には笑えみが浮うかんでいる。

「ろ、ロイくん……っ！　よかった……！」

　ハンナが、ロイに抱だきついてきた。

「わ、わたし、二人とも、し、死んじゃうかと思って……！」

　そう言って、ローブに顔を押し付けてくるハンナに、ロイは微笑ほほえみかける。

「心配かけて、悪かった」

　ハンナの頭を撫なでていると、視線を感じた。そちらを振り向くと、アヤメが、こちらをじっと見つめていた。なぜかその頬には、朱しゆが差している。

「どうした？」

「ん。ううん。ただ……その。えっとね。ロイ」

　躊躇ためらうような間を空けて。アヤメは、恥はずかしそうに、上目遣いで言った。

「あ――ありがとう。さっき、嬉うれしかった。あんなに必死で、あたしのこと助けようとしてくれて」

「え……あ、ああ。いや、別に」

　改めて、しかもそんな顔でお礼を口にされると、こちらもどうしていいか分からなくなる。ロイは、戸と惑まどうようにして俯うつむいた。

　お互たがいの間に漂ただよい始めた、ぎこちない空気を誤魔化すように、アヤメが笑う。

「い、いやあ、でも、ぎりぎりだったよね。さすがにあたしも、ちょっと焦あせったよ」

「ちょっとどころではありません。こちらが、どれだけ心配したか。気をつけなさいと、そう言ったでしょう？」

　カノンが、ため息をついた。

「……ごめんなさい」

　シュンとした様子で、アヤメはカノンに頭を下げる。

「いえ。二人を信用すると言ったのは私の方ですから、文句を言う権利などないのですが」

　複雑そうな表情を作り、カノンは首を振る。

「まあまあ、良かったじゃないですか。結果的に皆、無事だったんだし」

　そこへ、ナタリが二人をとりなすように言った。

「それはそうだけどな……。とりあえず、この場はなんとかなったか」

　ロイはやれやれと、後ろを向く。……が。

「――って、ラルカ、なんともなってない！　逃げろ！」

　そのすぐ後で、前言を撤てつ回かいした。

　逃げたはずのロッドの乗った竜が、こちらを向いて戦せん闘とう態勢をとっていたからだ。

　その口から噴ふき出された炎が、雲を突き破やぶり、こちらへと迫り来る。

「な、なんと！　ええい、しつこい奴じゃ！」

　ラルカは慌あわてたように杖を振った。魔術道具マジツクアイテムが起動し、壁かべを展開しようとする。

　炎が絨毯へと到達するのと、それが出来上がるのは、ほぼ同時だった。

「あ、危なかった……！　本当、嫌いやな連中ね！」

　アヤメの言葉に、その場に居た全員が頷いた。

「……ん？　なにか、臭においませんか？」

　と、そこで、カノンが発言する。ロイは鼻をひくつかせた。

「そういえば、なんか、焦こげ臭くさいような……」

「あ、なんだ。大したことないですよー」

　絨毯にしゃがみこんでいたナタリが、笑って言った。

「絨毯が燃えているだけです」

「なんじゃ、そうか。まったく人ひと騒さわがせ……な……」

　ラルカの表情が凍こおりつく。

「も、燃えてたらいかんのじゃ――！」

「ちょ、やや、やばいー！」

　アヤメが慌てて絨毯を叩たたいた。しかし、一いつ旦たんついた火の勢いは瞬く間に広がっていく。

「しょ、消火だ！　水の魔術！」

　ロイは手を振った。しかしラルカに止められる。

「馬ば鹿か者もの！　だからここで使えば外に出て行かんから大変なことになるじゃろうが！」

「威力を調整すればいいだろうが！」

「もしものことがあったらどうする！　それにこの魔術道具マジツクアイテムは水に弱いんじゃ！　これが壊こわれて壁が消えたらそれこそ終わりじゃぞ！」

　そんな応おう酬しゆうをしている間にも、絨毯は少しずつ、消し炭になろうとしていた。

「あ、アヤメ！　あなた、この火が消せませんか!?　ほら、私の時にやったでしょう！　息でふーっとする、あれです！　お願いします！」

　カノンがアヤメに頼たのむと、ナタリが目を輝かせた。

「え、アヤメさん、そんなことできるんですか!?　見たい！　やってください！」

「で、出来るけど……これだけ広こう範はん囲いだと結構力こめてやらなきゃいけないから、壁にも結構なダメージがいくと思うよ？」

「そ、それはダメじゃ！　ただでさえ先ほどから攻こう撃げきを受け続けて、もうこの魔術道具マジツクアイテムも限界が近いんじゃー！」

　アヤメの言葉にラルカが必死で首を横に振る。にっちもさっちもいかない状況に、ロイは両手を広げる。

「だったらどうすればいいんだよ！」

「なにかいい方法があるはずじゃ！　皆で、皆で考えるんじゃ！」

　じたばたと暴れるラルカ。しかし、そんな悠ゆう長ちようなことをしている時間はなさそうだった。

　絨毯はもはや、ロイ達たちが立っている場所以外全てが炎に支配されている。

「し、仕方ない！　こうなれば、奥の手じゃ！」

　ラルカが杖を振り上げた。

「おお、さすがお師匠！　この窮きゆう地ちを脱だつする、いい方法があるんですね!?」

　期待に満ちた顔をするナタリ。ラルカは言った。

「――このまま、落ちるぞ！」

　次いで、彼女は杖で絨毯を叩いた。

「地上へ急ぐんじゃ！」

　絨毯が向きを変え、緩ゆるやかに落下を始める。

「お、おい、間に合うのか!?」

「わしに訊くな！　全ては運命だけが知っておるわい！」

　ロイの問いかけに、ラルカは半ば捨すて鉢ばちのようにしてそう答えた。

「ど……どこがいい方法だぁぁぁ――ッ！」

　行き当たりばったり極きわまりないそのやり方に、ロイは絶叫する。

　薄うすっぺらい絨毯は、火に焼かれ煙けむりを吐き出しながら、大地へとただひた走っていった。




「……つっ……」

　後頭部に走る痛みで、ロイの意識は覚かく醒せいした。

　背中には硬かたい感触。鼻び孔こうをかすかな花の匂いがくすぐった。

　目を開けると、視界を遮さえぎる葉の群れが見える。差し込んでくる木こ漏もれ日びに、ロイは顔をしかめた。

　体を起こし、周囲の様子を確かめる。

　どこかの森の中にいるようだった。向こうの方に光が見えるため、そう奥の方にいるわけではなさそうだ。

「……なんとか生きてたか」

　感かん慨がい深ぶかく呟いて、ロイはまとわりつく草を払はらいながら立ち上がる。

　全身の節々が鈍い痛みを訴うつたえていたが、骨が折れていたり、捻ねん挫ざをしているわけではなさそうだった。当たり所が良かったのだろう。

　ロイは己に治ち療りよう術をかけて、ひとまず歩き始めることにした。他の皆の無事を、確かめなければならない。

　あの後――燃えた絨毯は、地上すれすれで遂ついにその役目を終えた。慌てて飛び降りたせいで、魔術を使う暇ひまもなかったため、まともに落ちて気を失ったのだろう。

　それぞれが絨毯から離れるところまでは見たが、自分以外の誰がどこにいるのかまでは、把は握あくしていない。

「おーい、どこだー」

　アヤメ達の名を呼んで、歩き回った。そう遠くにはいっていないはずだが。

　……と、思っていたところで返る声がある。

「ろ、ロイくん……！」

　小さいが、はっきりと分かった。ハンナだ。ロイは聞こえた方向へと走った。そこには、一ひと際きわ大きな樹きがそびえ立っている。再度、声が聞こえた。

「こ、ここ……」

　頭上を仰あおぐと、枝にまたがる形で、ハンナがこちらを見下ろしている。

「平気か。怪け我がとかしていないか？」

　まずは確かく認にんをとると、彼女は頷いた。

「で、でも、その、高すぎて降りられないの……ごめんなさい」

「謝あやまる必要はない。今、飛翔術でそっちに行くからな」

　ロイは魔術を使おうと、手をかざして呪じゆ文もんを唱えようとした。が、

「――きゃっ！」

　ばき、という鈍い音がして、ハンナの乗っていた枝が真っ二つに折れてしまった。その体がよろめき、こちらへと傾かたむく。ハンナはどうにかして体勢を戻そうとしたが、その甲か斐いも空むなしく、そのまま落下した。

「お、おいおい、ちょっと！」

　突然のことで対応しきれず、ロイは両手を広げるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。そこへ、ハンナが真まっ直すぐに降ふってきた。

　視界が暗くら闇やみに染まり、ロイは仰あお向むけに倒たおれる。

「ごご、ごめんなさい！　ロイくん！」

　いや、それはいいんだが、と答えようとしたところでロイは違い和わ感かんを覚えた。

　顔の真上に、なにか重い物が載っているのだ。ハンナだとは分かったが、依い然ぜんとして目の前が真っ暗であることが気にかかった。鼻先が、なにか柔らかいものに触ふれている。

　次し第だいに息苦しくなってきて、ロイは身じろがせ、どうにかして呼吸しようとした。

「ひゃんっ！」

　だがその時、ハンナは奇き妙みようなほど甲かん高だかい声を出す。なにか危険なことでも起こったのかと、ロイは益ます々ます事態を把握しようと動いた。

「ろ、ロイくん、だ、ダメ……！」

　しかし、その度にハンナは動揺したように言う。なぜか体が少し震ふるえていた。

（……いや、待てよ。冷静に考えてみると）

　ハンナが落ちてきて、自分は下した敷じきになった。前が見えない。柔らかい感触。彼女が上げた変な声。

　――どう考えても、ロイの顔の上にハンナの尻しりが載っていた。

「ぐごがふっ！」

　慌てて口を開いたせいで、ハンナが「ひぁっ！」と叫さけんだ。彼女はその後でようやく、横に転がる。

　ロイが上体を起こすと、ハンナは熱に浮かされたような真っ赤な顔を伏ふせていた。

「わ、悪い！　いや、そういうつもりは……！」

　言い訳のように口にした台詞せりふに、ハンナは小さく頷く。分かっている、と示しているのだろう。しかし、赤面したままでこちらの方を向いてくれようとはしなかった。

「た、助けてくれてありがとう……」

　しばらく経たった後で、ようやく、彼女はか細い声でそう言う。

「……うん。まあ、気にするな」

　どう返せばいいか分からず、適当な言葉で濁にごした。

「しかし、二人だけで良かったな。今ここに、アヤメが居たらどうなることか……」

　場を和なごませるためにそう言って、ロイは頭を掻く。ハンナもようやく、はにかんだような笑みを見せた。

　――が、その表情が固まる。ロイの背後を見た後で、だ。

「……いや、ハンナ、そういう冗じよう談だんは止よそうぜ」

　ロイは口元を引きつらせながらそう言ったが、彼かの女じよはただ、首を横に振ふるだけだった。

「は、ははは。お、お前も中々、面おも白しろいことを言うようになったよなあ。まさかそんな、都合の良いことが起こるはずも……ないんだけど……」

　言っている途と中ちゆうで、ロイも感じ取っていた。己の後ろで膨ふくれ上がる、はっきりとした殺意の波動を。
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（見たくない。絶対に見たくない）

　切にそう思うが、振り返らなければならないだろう。現実を直視しなければ、前に進むことなど出来ないのだから。

　そう何度も自分に言い聞かせて、ロイは、ぎこちない動きで顔を後ろへと向けた。

　そして。

「…………」

　そこに。

「ロイ……？」

　ロイは、絶望を見た。

「なーにを、やっていたのかな……？」

　ごきふげごふがきばき！

　鳴らした指が、魔物のうめきにも似た異音を鳴らす。

　アヤメが微笑みを浮かべながら、ロイを見下ろしていた。

　ただし、その目には、一いつ切さいの慈じ悲ひは存在していなかったが。

「おお、落ち着け！　アヤメ！　これは事故だ！　不幸な事故だ！」

「うん、分かってる。分かってるよ」

　意外にも、そう答えられて、ロイはほっとした。

「ただ、人間ってほら、理性だけで生きているわけじゃないから」

　全く以てほっとしている場合ではなかった。

「ま、ま、待て！　待てって！」

　ロイはそのままずるずると下がっていく。それを急いで追いかけるでもなく、まるでいたぶるようにして、一歩、また一歩とアヤメは近づいてきた。

「あ、アヤメさん、違うんです……！」

　その時、ハンナがロイとアヤメの間に入って手を広げる。

「そ、その、ロイくん、わたしを助けようとしてくれて……！」

　ハンナは、彼女なりの精一杯の大声で、こちらをそうかばってくれた。

　アヤメはそれを見て、じっと黙だまり込む。そして、

「――うん、知ってるよ」

　そう口にして、ふっと、纏う空気を和やわらげた。ハンナの頭に手をやる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あたしが本気で、ロイを殴なぐったりするわけないじゃない」

　しゃがみこむと、アヤメは今度こそ本当に、心から微笑みを浮かべた。

「あ、アヤメさん……」

「それにね、ハンナちゃん」

　にこにことしたままで、アヤメは言った。

「あたしのハンナちゃんに、故意であんなことしていたら、いちいち言い訳なんて聞かないで即そく締しめてるわよ」

「……お前、本当はまだ怒おこってるんじゃないのか？」

　その言葉に確かな本気を見て、ロイは身を引いた。

「第一冗談でも性質が悪いぞ！　本気で死を覚悟したわ！」

「あはは。そうね、やり過ぎちゃったところはあるかも。ごめんね」

　アヤメは手を合わせて、こちらに頭を下げてくる。

「ロイがうらやま……もとい、いけないハプニングに遭そう遇ぐうしているからさ、つい。それに……えっと」

　言いかけて、アヤメは口ごもった。

「なんだよ。まだあるのか？」

「いや、別に……その。なんでもないけどさ」

　そう答えてそっぽを向くが、アヤメの頬ほおは何な故ぜか朱に染まっている。

「なにかあるなら言えよ。いや、俺おれも不注意とは言え、ハンナに悪いことをしたとは思ってるけどよ」

「そ、そうじゃなくて。それは、もう良くて。どっちかというとそれよりロイがハンナちゃんと……」

「俺が？　ハンナと？　なに？」

「なんていうか。こ、こう……仲良いなーって」

「は？　今のが仲良く見えたのか？　いや、そうだとしても、仲良かったら駄だ目めなのか？」

　きょとんとして尋たずねたロイに、アヤメはなにも返してこない。

　その間にアヤメは頬だけでなく、耳まで真っ赤になっていった。

「お、おい、アヤメ？　お前、なにか変だぞ？」

「も、もういいっ！　今のなし！　気にしないで！　べ、別に、ロイのことなんてなんとも思ってないんだから！　はい、次の話題にいこう！」

　追つい及きゆうするも、アヤメはそう言って、一方的に話を終わらせてしまった。

「なんだよ……変な奴やつだな。まあ、いいけどよ」

　不自然な態度を訝いぶかしげに思いつつも、ロイは言った。

「ところで、ラルカ達はどうした？」

「あっちに様子を見に行ったよ。ロイの声が聞こえたからこっちに行くって伝えたから、多分、そろそろ帰って来ると思うけど」

　と言って間もなく、カノンが森の奥から姿を見せた。

「ロイ＝シュトラス！　ご無事でしたか！」

　喜びの感情を露あらわにしながら、彼女はこちらへと駆かけ寄よってくる。

「おお、これで全員揃そろったか。よかったのう」

　ラルカが椅い子すに乗って浮かびながら、現れる。その後ろにはナタリもいた。

「よかったじゃないだろ。あんな無む茶ちやな方法をとった癖くせに」

「しょ、しょうがないじゃろ。あれ以外、選せん択たく肢しがなかったんじゃ」

　うろたえるラルカ。ナタリが手を叩く。

「はいはい、喧けん嘩かはやめましょう。ロイさん、ついてますよ。サヴロスの迷めい宮きゆう、この森を抜ぬけてすぐです」

「本当か。よし、じゃあすぐに行こう」

　ロイが提案をすると、その場に居た全員がそれを承しよう諾だくした。




　ナタリの言う通り、森の中をしばらく進むと突然目の前が開け、それは現れた。

　草原地帯に、石いし畳だたみで広場のようなものが作られている。

　周囲を苔こけむした石像に囲まれ、中央には井い戸どのようなものがあった。

　そして、それらを越こえた先に堂々と、巨きよ大だいな建造物がその口を開けている。

　多くの柱によって支えられた神しん殿でんのようなそれは、年月の経過を感じさせるかのように古びた様相を呈ていしていた。

　しかしその威い容ようは未いまだ衰おとろえてはおらず、厳然たる佇たたずまいは物言わずしてこちらを圧あつ倒とうしている。

　木の洞うろのような入り口から先は暗闇に包まれており、今いる場所からは、内部がどれほど広いのかはようとして知れなかった。迷宮、と呼ばれるその言葉が持つ底の知れなさを、ロイは静けさの中で感じ取る。

「ん……あれは、なんだ？」

　入り口に向かって歩いていたロイは、ふと、足を止めた。

　建物の左右には、なにかの獣けものを象かたどったような像が置いてある。

　頭は二匹の鳥であり、胴どうは山や羊ぎ、生えた翼つばさは竜ドラゴン、尾おは蛇へびで出来ていた。

「あ、あれ……オルケニアの守護神だよ。【千せん鳴なき鳥ちよう】……だったかな」

　ハンナが手招きをするので、ロイがしゃがみこむと、彼女は耳元でそう言った。

「さよう。この地方の神話で、明けと宵よいを司つかさどると言われておる聖獣じゃ。名の通り、その双そう頭とうで夜明けと日にち没ぼつの時、合わせて千度鳴くと言われておる。初代国王がオルケニアを治めていた時、他国との戦乱が起こっての。窮地に陥おちいった時に、どこからともなく現れて王を勝利に導いたそうじゃ」

　ラルカが移動しながら頷く。ハンナの声が聞こえたということは、その長い耳は見た目の通り、聴ちよう覚かくに優すぐれているらしい。

「真実のところはどうか分からぬがな。一説では、初代国王が魔ま術じゆつ師しであったことから、合成獣キメラではないかとの話じゃが」

「見るからに手て強ごわそうですね。こんなものが存在していたのですか……」

　カノンが顔をしかめる。それを見て、ラルカが笑った。

「安心するんじゃ。オルケニアが滅ほろんだ今、もう存在してはおらんからな」

「なんだ、残念。面白そうな相手だと思ったのに」

　アヤメが気を落としたように言う。彼女が恐れる化け物などこの世にはいないだろう、とロイは心からそう思った。

「ところで、その【アルゴの遺産】っていうのは何階にあるの？」

「王の日記によれば、十階じゃ」

　アヤメの質問に、ラルカが答える。

「ただ、まずは八階を目指さねばならぬ。そこに、【アルゴの遺産】が眠ねむる宝物庫を開くための鍵を仕し舞まったと日記に書いておるからの」

「なんでそんなところにあるんだよ」

「わしに訊きかれても困る。大方、盗人を迷わせるためじゃろう。王自身は道を知っておるのじゃから、多少の面めん倒どうさは仕方ないと言ったところじゃろうな」

　ロイにそう言って、ラルカは続けた。

「八階で鍵を見つけ、九階に仕し掛かけられた試練を潜くぐり抜けた者だけが、【アルゴの遺産】を手に出来るようにしたと書いてある」

「ふうん。でも、なにかそれってちょっと変ですよね。いざ使おうって時に時間がかかり過ぎませんか？」アヤメが小首を傾かしげる。「まるで、永遠に封ふう印いんしようとしているみたい」

「……言われてみればそうじゃのう」

　考え込むように俯いたが、すぐにラルカは顔を上げた。

「ま、ここでうだうだと話していても仕方ない。いざ、迷宮に挑いどむとするかのう！」

「はい、分かりました、お師し匠しよう！　ついに念願の【アルゴの遺産】とご対面ですね！」

　ナタリが嬉しそうに言う。ラルカも「その通りじゃ！」と弟で子しに笑え顔がおを向けたが、ロイとしては、とてもではないがそんな風に楽しくはなれない。

　既すでに色々と揉もめ事ごとが起こっているというのに、これから更に、その渦か中ちゆうへと挑もうというのだ。一体なにが起こってしまうのか、まるで予想もつかなかった。

「それでは、出発じゃー！」

　ラルカが号令をかける。ロイはカノンと顔を見合わせて、ほぼ同時に、息をついた。

「でもお師匠、まず八階に下りるまでも大変ですよね」

「まあ、そうじゃの。一応、日記には進み方が載のっておるが、なにせ迷宮内は広い。進むのも一苦労じゃ」

　ラルカとナタリがそう会話をしていると、アヤメが手を上げた。

「はーい。あたしにいい考えがあります」

「うむ？　申してみよ」

　促うながしたラルカに、彼女はにやりと笑う。

「――発想の転てん換かん、ですよ」







第三章　少年、少女、闇へ潜る







　サヴロスの迷宮、その入り口から長い階段を下りると、そこは途方もない闇だった。

　外の気候は暑いくらいなのに、ここにはひやりとした空気が流れている。

　ロイは【輝玉イルミナル】の魔ま術じゆつを発動すると、それを放り投げた。

　瞬またたく間まに辺りは光に包まれ、昼間のような明るさを取とり戻もどす。

　古びた石畳の、広い廊ろう下かが真っ直ぐに続き、左右には独特の模様が描えがかれた壁があった。

「これは……オルケニアで使われていたトレア紋もん様ようですね。実物は初めて見ました」

　カノンが興味深そうに、壁を指でなぞり始める。真ま似ねしてロイも手で触れてみたが、ざらついたそれは、この迷宮に入り込んだ者を拒きよ絶ぜつするかのように硬かった。

　進んでいくロイ達の足音は大きく反はん響きようし、迷宮全体へと伝わっていく。

　外にいる時と違ちがい、鳥の声や風の音がまるでしないために、周囲には今まで味わったことのないほどの静せい寂じやくが漂っていた。

　耳が痛いほどの無音の世界の中にいると、ロイは、まるで自分達以外の人間が全すべていなくなってしまったかのような錯さつ覚かくを覚える。

　不意にローブの裾すそを掴つかまれ、そちらを見る。ハンナだった。無意識でやっていることなのか、彼女の視線はただ前方に向けられている。

　ロイはハンナの背中を、安心させるように軽く叩いた。彼女は驚おどろいたようにこちらへ顔を向けたが、やがてゆっくりと微笑んだ。

「ところでアヤメ、いい考えがあると言っておったが、どうするんじゃ？」

　ラルカに尋ねられ、アヤメは足を止めた。彼女はしばらく辺りを確認するように見まわしていたが、やがて頷く。

「うん、そろそろやろうかな。皆、ちょっと下がって」

　言われた通りに、ロイ達はアヤメを残して何歩か退いた。

　彼女はしゃがみこむと、何度か、その場で床ゆかを拳こぶしで叩く。それから横へと移動すると、また同じ動作を繰くり返かえした。

「あたしさぁ、ずっと不思議だったんだよね」

　呟つぶやいたアヤメにロイが「なにがだ？」と問うと、彼女は立ち上がる。

「小さい頃ころに読んだ本でさ。戦士とかが迷宮に潜るんだけど、律りち儀ぎに一階ずつ攻こう略りやくしていくのよね。すごい苦労してさ」

「それが、どうかしたのか」

「いや、なんであんな大変なことしてるんだろうって、どうにもよく分からなかった」

　アヤメは手を何度か開閉すると、腰こしを捻ひねった。

「だって、こうすれば簡単じゃない？」

　息を吸いこみ、ゆっくりとそれを止めた。その瞬しゆん間かん。

「――雛ひな菊ぎく流、天てん盤ばん落おとし！」

　アヤメの拳は、迷宮の床と衝しよう突とつしていた。

　弩――轟っ！

　建物全体を揺ゆるがすような、凄すさまじい地じ響ひびきが起こる。天てん井じようからぱらぱらと石くれが落ち、濛もう々もうと砂すな煙けむりが舞まい上がった。

　アヤメが息を吐はくと、砂煙は払われ、そこにあるものが姿を現した。

　穴だ。

　頑がん丈じような床にぽっかりと大きな穴が空き、今ある闇よりももっと濃こい暗黒を覗のぞかせていた。

「よし、いけた。これ多分、八階まで続いてるはずだよ。さ、行こう、行こう」

　気軽な調子でそう言って、アヤメは自分で開けた穴に足をかける。

「おぬし、発想の転換って……いやまあ、言うてもうたらそうじゃが……」

　ラルカは愕がく然ぜんとなったままで言う。ナタリに至っては理解の範はん疇ちゆうを越えたのか、その表情が固まってしまっている。

「……いや、まあ、これくらいするだろうとは思っていたけどな」

　大方の予想通りといったところか。ロイは穴を物もの珍めずらしそうに覗きこんでいるハンナの肩かたを抱き、輝玉を消してから、飛ひ翔しよう術を発動させた。アヤメはこれくらいなら、自力で降りられるだろう。

「ほとんど、いえ、まるきり反則技ですね……」

　カノンが改めてアヤメの凄すごさを痛感したように言う。

「ロイ、帰ったらアヤメが何者か、たっぷり聞かせてもらうぞ。必ずじゃ」

　ラルカがロイに迫せまってきた。

「言ったところでどうだかな……。俺だってちゃんと分かってるわけじゃないんだ」

　ロイは微かすかに笑って、首を振った。

「アヤメはアヤメだ。そう思っておけ。――そういうわけで、ここからが本番だぞ」

　そう告げて、床を蹴ける。

　ハンナの重みを感じながら、ロイは、穴の底へ向けて降りていった。

　まるで化け物の口へ自ら入っていくようだと、そんなことを考えながら。




　地の底まで続いているのかと思うほど深い穴だった。

　長い時間をかけて降り続け、ロイ達はようやく下へとたどり着く。

　ロイは飛翔術を解くと、代わりに再び魔術で光を灯ともした。

　明らかになったその場所は、一階と変わらず、長い廊下がただ延々と続いている。

「どこまで来たんだ？」

　ロイが問いかけると、アヤメは首をひねった。

「床の調子を確かめて、ちょうど七階分降りるように調整はしたけど……」

　とんでもないことを、さらりと口にしてくる。一体どこをどうすればそんな芸当が出来るのか、全く見当もつかないが、アヤメのやることだから仕方ないだろう。

（だいたい、それで片付けられるようになってきたな、俺も）

　これを信しん頼らいと呼ぶのか、あるいは諦あきらめと呼んだ方がいいのか、ロイにはわからなかった。

　ラルカはサヴロス王の日記を取り出してページを開くと、指先で文字を辿たどり始める。彼女は杖つえを振り、自分の分の明かりを灯すと、床を見ながら歩き始めた。

「お師匠、なにしてるんです？」

　そう訊いたナタリには答えず、ラルカはある地点でしゃがみこんだ。何度も、日記と床を見比べている。そして、

「おお。でかしたぞ、アヤメ！」

　ラルカは高い声を上げた。何事かと皆が集まる。

　苔こけ生むした石畳を指差して、ラルカが言った。

「これを見よ。なにかが彫ほられているのが分かるか」

　ロイはその場に膝ひざをつき、床を手で払う。そうすると、ぼやけていたものがはっきりと目の前に現れた。確かに、奇妙な形を成した文字のような、記号のようなものがそこにある。一階で壁にあったのとは別のものであるようだった。

「これは、オルケニア帝てい国こくにおいて、王族だけが使っていた暗号のようなものじゃ。見るものが見れば、何らかの意味を持っていることがわかる」

「なるほど……。ラルカ＝アルナス、あなたはこれを読み取れるのですか？」

　カノンが尋ねると、ラルカは首を振った。

「いや、分からん」

「意味ないだろそれ」

　なんの前まえ振ふりだったのか、とロイががっかりするとラルカは笑った。

「馬鹿者、話は最後まで聞かぬか。わしには分からぬが、サヴロス王の日記には解読法が載っておるんじゃ」

「えと……じゃあ、これが十階の扉とびらの鍵かぎを開く場所を、示している、ということですか？」

　ハンナがラルカの耳元で囁ささやく。くすぐったそうに身を竦すくませて、ラルカは答えた。

「その通りじゃ！　日記にはこう書かれておる。『この書を手に取るであろう我わが子孫に告げる。【アルゴの遺産】を手にしたくば、我が王家に伝わる密字を読み取り、その先にある鍵を手にいれよ。それが唯ゆい一いつ無む二にの道である』とな」

　密字とは、特定の人間だけに物事を伝える時に使う絵や文字のことだ。即すなわち、オルケニア王家の一族にだけ分かるこの模様を辿れば目的地に着くということだろう。

「これなら泥どろ棒ぼうには盗ぬすまれないね。頭いいなあ」

　アヤメが感心したように言った。

「そういうことじゃ。そしてこれがあるということは、ここが八階であることの証明なんじゃ。アヤメの判断は正しかった。拍はく手しゆじゃ！」

　ラルカが手を叩くと、皆がそれに続いた。アヤメは照てれ臭そうに頬を赤らめる。

「いやあ、大したことじゃないよ。誰だれにだってこれくらい出来るでしょ」

「全力をかけていうけど、出来ないからな」

　ロイがツッコミを入れると、誰もがうんうんと頷うなずいた。

「さて、それではここからが本番じゃ。皆みな、わしについてくるがよい。ここから先は未知の領域じゃ。迷ったら二度と出ることは叶かなわぬと思え」

　杖をかざすと、ラルカは先導して歩き始める。

　彼女が暗号を確認し、行き先を決め、ロイ達がそれに続いた。

　左に曲がり、右に曲がり、真っ直ぐ進んでは、ぐるりと回ってその奥おくへと進んでいく。段の高い場所を登らなければならないところもあれば、逆に崖がけのようなところを潜らねばならないところもあった。

　それらを協力しながら攻略していき、ロイ達は迷めい宮きゆう探たん索さくを続けて行く。

　どれくらいの時間を、そうしていただろうか。

　地図がないために自分たちが今、どこにいるのかわからず、太陽がないため今が昼なのか夜なのか、それともすでに朝を迎むかえているのかもわからなかった。

　薄うす闇やみの中にいると段々感覚が麻ま痺ひしていき、ひょっとすると生まれた頃からこうして歩きつづけているのではないかという錯覚に、時折襲おそわれる。

　頭を振って妙みような幻げん想そうを振り払い、周囲を警けい戒かいしながらロイは足を動かした。

「それにしても、妙に静かだよね。もっと色々あるかと思ったけど」

　訪おとずれた沈ちん黙もくを破るようにして、アヤメが声を出した。

「色々って、なんじゃ？」

　ラルカが問うのに、彼女は指を立てる。

「たとえばえーと、恐おそろしい魔ま物ものが出てくるとか、変な魔術が襲ってくるとか。あるいは罠わなに引っかかるとかさ。今のところ、別にないなーと」

「いいことじゃないかよ。このまま何事もなく着けることを祈いのるよ、俺は」

　ロイがそう言うと、アヤメは「それはそうなんだけどさぁ……」とやや不満そうな顔をした。

「やっぱりせっかく迷宮にきたんだから、そういうのも体験してみたいな、なんて、思っちゃったりなんかしちゃったりして？」

「物ぶつ騒そうなことを言わないでください。あなたのその、あえて危険に臨のぞもうとする考えは少々、どうかと思いますよ」

　カノンが呆あきれたような顔をする。

「別にそういうわけじゃないですけど、こうも何事もないと、逆に不安になってくるんですよ」

「確かにそうですねー。なーんか、そろそろ起こりそうな予感」

　ナタリが不ふ穏おんなことを告げた。

「やめんか。言葉には力がある。口に出したその時点で、なんらかの作用を世界にもたらすこともあるんじゃぞ」

　ラルカが振り返って、弟子を注意する。

「言こと霊だまね。この世界にもそういう考えがあるんだ。でもまあ、そんなの迷めい信しんですよ。言葉には人を動かす力はあるけど、現実をどうこうするようなものは」

　かち。

　アヤメが言いかけたところで、彼女の足元が、小さな音をたてた。

「……あ、アヤメ、さん？」

　ハンナが戸と惑まどうように小首をかしげる。アヤメは、一歩踏ふみ出そうとしたところで体を硬こう直ちよくさせていた。

「ろ、ロイ……」

　そのまま、壊こわれかけた操あやつり人にん形ぎようのようにぎこちない動きで、彼女がこちらを向く。

「――あたし、やっちゃったかも」

　アヤメは、泣き笑いのような表情で言った。

　途と端たん、低い音と共に地響きが迷宮全体を襲う。

　ロイを始めとした、全員がその場で振り返った。そして、

「お……お……」

　――天井まで届くほどの巨大な岩が、こちら目め掛がけて転がってくるのを、ロイははっきりと見た。

「お前なああああああああああ！」

　前を向くと、ロイは全力疾しつ走そうで逃とう亡ぼうを図はかる。

「いい加減にしろよ！　本当、いい加減にしろよ！」

「あ、あたしのせいじゃない！　偶ぐう然ぜんよ！　不幸な事故よ！」

　隣となりで同じように走りながら、アヤメが頭を抱かかえた。

「だ、だから言わんこっちゃないんじゃー！」

　飛翔術で移動しながら、ラルカが絶ぜつ叫きようする。

「あはは、言葉の持つ力って本当にあるんですねえ、お師匠」

　ナタリが逃にげながら、場にそぐわない、呑のん気きな態度でそう告げた。

「おぬしは一度、あの岩に踏み潰つぶされて正気を取り戻してこい！　この馬ば鹿か弟で子し！」

「ど、どうするんですか！　このまま走り続けるわけにもいきませんよ！」

　カノンが隠かくれる場所はないかと探すように、辺りを探さぐる。

　どういう仕掛けか分からないが、大岩は曲がり角を曲がっても壁かべにぶつかることなく、こちらを正確に追いかけてくる。ひょっとすると、何らかの魔術効果をもつ鉱石でも埋うめ込まれているのかもしれなかった。

「アヤメ、おぬしならあの岩を止められるのではないか!?」

　妙みよう案あんを思いついたようにラルカが話を振る。

「あ、そうか。突とつ然ぜんのことで慌あわててたよ。そうすればいいんだよね」

　アヤメが、足を止め、振り返った。岩に向けて、その拳を構える。

「――はあっ！」

　打だ撃げきした瞬間、激しい音を立てて、岩が木端こつぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「……ふぅ。一件落着」

　息をつくアヤメに、その場に居た全員が拍手する。

「さすがアヤメ。お前が居ればこの迷宮の罠も恐こわくないな」

　ロイが褒ほめると、アヤメは照れたように笑えみを浮うかべた。

「いや。こんなの簡単なことだし……」

　しかしその時、遠方で鈍にぶい音が鳴なり響ひびく。ロイは怪け訝げんな顔をした。

　すると、遠くの方からなにかが見え始める。

「あれはなんだ……？」

　呟いたロイの視界に、やがて、それははっきりと姿を現した。

　薄闇の向こうから迫るもの――こちらに向けて転がってくる、無数の岩の群れである。

「…………。まじですか」

　皆を代表して、アヤメがぽつりと漏もらした。

「に……逃げろ――ッ！」

　ロイが言って、再び前を向いて走り出す。他の皆も悲鳴を上げてこちらに続いた。

「わしが余計なことを思いついたから！　思いついたからじゃー！」

　ラルカは頭を抱えて先ほどの行いを悔くいる。

「き、きっと不測の事態に備えて二重に罠を仕掛けてたんだよ！　さすが一国の王様！　抜かりがないね！」

　アヤメが妙なところで感心した。

「こ、これは下手に罠に手出ししない方がいいですね！　なにが起こるか分かりません！」

　カノンが叫ぶように言う。その意見には、ロイも全面的に賛成であった。

　それからどこまでもついてくる岩をなんとか振り切ろうと、しばらく、ロイは皆と共に全力疾走する。だが人間、限界は存在するものであった。

「ま、まずい、そろそろ息切れで死にそうだ」

　普ふ段だん、運動をしていないロイは既に上う手まく呼吸が出来なくなってくる。喘あえぐようによろめくこちらを、アヤメが支えてくれた。

「だらしないなあ。今度から一いつ緒しよに、朝、走る？」

「……遠えん慮りよしとく」

　どれだけ過か酷こくな目に遭あわされるか、考えるだに恐ろしい。

「きゃあっ！」

　その時、悲鳴が聞こえてロイは振り返る。ハンナが床に躓つまずき、転んでいた。

「ハンナちゃん！」

　アヤメが素す早ばやく反応し、駆け戻った。彼女はハンナを抱だき起おこして、自らの背中に負う。

　だが、そうこうしている間に、凄まじい勢いで転がる大岩が二人を押おし潰さんとして迫りつつあった。

「アヤメ！　ハンナ！　くそ……こうなったら！」

　どうなるか分からないが、魔術で破は壊かいするしかない。ロイは手をかざした。が、

「皆、ここ！　抜け穴がある！」

　アヤメが指差す。そちらへ視線をやると、分かりにくいが壁が四角くくり抜かれているのが見えた。ちょうど、人が一人通れるほどの小さなものだ。

「よし、迷っている暇ひまはない！」

　ラルカが言って、そちらへ向かうとその身を躍おどらせた。そこに、ナタリが続く。

　カノンがロイを見て頷くと、彼女もまた滑すべり込むように穴の中へと消えた。

　アヤメがハンナを抱きながら、飛び込んだのを見て、ロイも急ぐ。

　転がるようにして入り込むと、自分の背後を、大岩が通り過ぎるのが分かった。

　床に手をつき、ロイは、大きく息をつく。

「か、間かん一いつ髪ぱつね……」

　再び魔術で明かりを灯すと、アヤメが汗あせを拭ぬぐうのが見えた。

「しかし、あんな罠が仕掛けられていて、王の子孫が探しにきたらどうするつもりだったんだよ」

　素そ朴ぼくな疑問をロイが呈すると、ラルカは椅子ごとふわりと浮かび上がりながら言った。

「恐らく、解除方法を記した書物もどこかにあるんじゃろう。わしは手に入れることが叶わんかったがな」

　そういうことか、と呟きながらロイは腰を上げた。

「ハンナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　様子を確かめると、ハンナはアヤメに抱きかかえられながら頷く。

「う、うん、ごめんね……迷めい惑わくかけて」

「なに言ってるの。ハンナちゃんが転ばなかったら、ここも見つけられてないんだよ」

　アヤメの言葉に、ロイも同意する。

「ああ。結果的には、お前のおかげで助かったんだ」

　それを聞いて、ハンナは「……うん、ありがとう」と俯うつむいた。

「それにしても、どこなんだ、ここは……」

　魔術で作った光を掲かかげて、ロイは周りの様子を確かめる。

　廊下ではなく、広い部屋の中にいるようだった。周りの壁にはなにか、絵のようなものが描かれている。剣つるぎをもった男が、巨大ななにかと戦っていた。その正体は、年月の経過により薄うすれて判然としない。

　目の前には扉のようなものがあるが、ぴったりと閉まっており、取っ手らしきものも存在しなかった。

「どうしよう。扉、ぶっ飛ばそうか？」

　アヤメが提案してくるが、ロイはそれを否定する。

「やめておいた方がいい。不用意なことをして、余計な手間を増やすのも嫌いやだからな」

「どうやら、道は間ま違ちがっておらぬようじゃな。ここにも行き先を示すものが彫ってあるぞ」

　ラルカが、天井近くにある記号を確かく認にんした。

「……おや、床になにかありますよ。なんでしょうねえ、これ」

　その横で、ナタリが座すわり込みながら、足元を手で摩する。

「馬ば鹿か者もの、不用意に触さわるでない！　先さき程ほどのことを忘れたか！」

　ラルカが叱しかると、ナタリがばつの悪そうな顔をした。

「だ、だってお師匠、ここでじっとしても仕方ないですし……」

「それはそうじゃが、そういう迂う闊かつな行動がなにを招くか――」

　二人が言い争っていると、不意に、床全体が青白い光を放った。

「ほ、ほら見たことか！　おぬしのせい！　全部、おぬしのせいじゃからな！」

「そんな子供みたいなこと言わないでいいじゃないですか！　ワタシ達たち、仲間ですよね！　でしたら一人の責任は、みんなの責任です！」

「じゃあわし、今から仲間一抜けする。やーい、おぬしのせいー」

「ほ、本当に子供ですか！」

「馬ば鹿かなやりとりしている場合か！　なにが起こってもいいように用意しろ！」

　ロイはそう注意して、身構えた。すると、どこからともなく声が響いてくる。

『探求者達よ……汝なんじらは我が血を引く子孫か、それとも不ふ埒らちな盗人か』

　アヤメが頭上を仰あおぎ、驚いたように言った。

「え、なにこれ。誰!?」

「恐らくはサヴロス王じゃ。自らの声を封ふうじ込める【箱言紡ボクスワーチ】という魔術がある。それを利用した魔術道具マジツクアイテムを使い、なにかをきっかけに発動するようにしておったのかもしれぬ」

　ラルカは椅子から下りると、扉の前に立った。サヴロスの声は続ける。

『汝らが正当なる後こう継けい者しやであれば、その証を掲げよ。そうすればおのずと宝への道は開けよう』

「証？　なんだ、それは」

　ロイが尋ねるも、ラルカは眉み間けんに皺しわを寄せるだけだった。

「わからぬ。恐らくはオルケニアの子孫であることを示すなにかなのじゃろうが……もっておらぬからのう」

　で、あればどうすればいいのか。皆かい目もく、見当もつかなかった。と、そこへ、

『もし汝らがこの迷宮に忍しのび込んだ不心得者であるのならば、後こう悔かいするが良い。その命、ここで尽つきるものと思え』

「な、なにか不穏なことを言っておられますよ。なにが起こるんですか？」

　カノンが怯おびえたように辺りを警戒する。しばらくそのまま、なにも起こらなかったが、

『……。証を掲げぬのならば、汝らを盗人であると判断する。これより侵入者しんにゆうしやの処しよ刑けいを執とり行おこなう』

　突然に、そう宣告された。

　部屋中になにかを引きずるような大きな音が鳴り響き、ロイ達の目の前で扉がゆっくりと左右に開いて行く。

「おお、やりましたね、お師匠。これで先に進めますよ！」

「……そう都合よく事が運べばいいがの」

　能天気な弟子に、ラルカはため息をついた。

　そんな彼かの女じよの不安は的中し、扉の奥から、なにかが現れる気配がする。

　始めに聞こえてきたのは、なにか重い物が引きずられているような音だった。

　それは少しずつ、少しずつではあるが、確実にこちらへと近づいてくる。

　やがて、魔術で出来た光の下、その巨きよ体たいが露わになった。

　身みの丈たけは育ち切った樹木ほどもあり、横よこ幅はばは部屋を半ば占せん領りようしてしまうほどに大きい。

　その体は譬たとえるならば、半はん透とう明めいの泥どろのようなもの、とでも言おうか。液体でも個体でもないそれには手足はおろか、目や口さえ見当たらず、おおよそ生物とは思えなかった。

　しかし確かに意志があるかのようにその体は蠢しゆん動どうし、這はうようにして移動を続けている。

「な、なにこれ、気持ち悪い……！」

　さすがのアヤメも生理的な嫌けん悪お感を禁じ得なかったのか、ややたじろぐようにして身を引いた。

「【液体生物スライム】じゃ。しかし、これほど巨大なものは見たことがない……！」

　ラルカが杖を振ふり、そう声を発する。

「恐らくは、何なん匹びきもの液体生物スライムを掛かけ合あわせて作られたものなのでしょう。それにしてもこれは、手強そうですね……」

　カノンが、グリムワードを取り出した。

「これだけの奴やつが、前ぜん人じん未み踏とうの迷宮にどうやって今まで……？」

　ロイの抱いた疑念に、ラルカが答える。

「合成獣キメラはその命の繋つながりに魔術を使っておるから、空気中に漂ただよう魔ま力りよくを吸収して生きることが出来る。それでもわずかに食料を口にする必要はあるが、それも答えは簡単じゃ。――他の魔物を喰くらってきたんじゃろう」

　ぞっとする話だった。今度は自分たちがこの液体生物スライムの餌えさになる可能性もあるわけだ。

「話を聞いてくれる……風には見えないね」

　アヤメが構えをとったままで、吐と息いきする。

「残念ながらそうじゃろう。こやつになにかを考える脳みそはない。ただひたすら、目の前にあるものを襲うだけじゃ」

「やるしかない、っていうことですね、お師匠」

　ナタリがその目を、好戦的に輝かがやかせる。ハンナもまた、決意を込めるように深く頷いた。

「うむ。逃げ場はない。皆みな々みな、ここをなんとしても潜り抜ぬけるぞ！」

　ラルカの言葉に、その場にいた全員が声を上げる。そして、

「それじゃまずは、あたしがッ！」

　アヤメが、いち早く魔物に向けて突とつ貫かんした。

「お、おい、待て、アヤメ！」

　ロイは慌てて止めるが、走り出したアヤメに声は届かない。彼女はそのまま、巨きよ大だい液体生物スライムに向けて、その拳を振り上げた。

「喰らえっ！」

　攻こう撃げきは、見事に魔物の体を屠ほふる。――だが。

「あ、あれ!?」

　アヤメの手はそのまま、水の中へ突っ込んだかのように、液体生物スライムの体へと沈しずんでしまった。彼女は急いで自らの腕うでを引っこ抜こうとするが、今度は強い抵てい抗こうにあっているのか、中々思うようにいかない。

「液体生物スライムには物理攻撃が効かないんだよ！　おまけに一度、内部に取り込まれたものはそいつが許さない限り、絶対に解放されない！」

　ロイの言葉に、アヤメは「そんなの聞いてないよー！」と嘆なげいた。

　その時、液体生物スライムが大きく震ふるえた。すると、その体の一部が縄なわのように細くなり、するすると伸のび始める。

「いかん、奴が餌をとる時の触しよく手しゆじゃ！　皆の者、離はなれよ！」

　ラルカの警告と同時、思わぬ俊しゆん敏びんさで液体生物スライムの触手がこちらへと向かってくる。

　慌てて踵を返そうとしたロイ達だったが、間に合わず、ハンナとカノンの足に触手が纏まとわりついた。彼女たちはそのまま、天井近くまで吊つり上げられてしまう。

「ろ、ロイくん……！」

　ハンナがこちらに手を伸ばしてくるが、到とう底てい、届く高さではない。

　カノンが逆さまになった状態で魔術を放とうとするが、他の触手はそれを察知したように伸び、彼女の口を塞ふさぐと、その体を縛しばり付つけた。

　その時。

「ひぁっ！　ちょ、ちょっと！　どこ触ってるのよ！」

　アヤメが悲鳴を上げる。身動き出来ないことをいいことに、液体生物スライムの触手がアヤメを持ち上げ、服の間から入り込んでその体を這いまわっていた。いや、彼女だけではない。ハンナやカノンもまた、同じようにして被ひ害がいに遭っている。

「ん……んーっ！」

　口を塞がれた状態でなにも出来ず、カノンはぎゅっと目を瞑つぶり、その仕打ちに耐たえていた。ハンナは恐きよう怖ふで声が出ないのか、青ざめた顔のまま硬直し、ただされるがままになっている。

「くっ……ちょ……い、いやぁ！　お、お願い、ロイ、なんとかして！」

　アヤメが頬ほおを赤らめ、息を荒あらげながら、助けを求めてくる。彼女がこれほどか弱い声を出したのは初めてのことだった。それだけ、今が危あやうい状じよう況きようだということだ。

「不味まずいぞ、ロイ。あれは奴が獲え物ものを喰らう前にする味見のようなものじゃ。あのままでは三人とも、体に取り込まれて溶とかされる」

　ラルカの台詞せりふに、ロイは戦せん慄りつした。そんなことをさせるわけにはいかない。

「待ってろ、今、なんとかする！」

　アヤメ達に呼びかけつつ、ロイは考えた。一体、どうすればいいのか。液体生物スライムには氷の魔術が効果的だということは知っているが、あれだけの大きさだ。生半可なものでは通じないだろう。となれば、

（あれしかない。……ただ、問題がある）

　もしかすれば、攻撃を与あたえる前にこちらがやられてしまうかもしれなかった。

　しかし、そこまで考えてから、ロイは首を横に振る。

「……迷ってはいられないか」

　事態は切せつ迫ぱくしている。どんな手であろうと、選ぶのに躊躇ためらってはいられない。

「ラルカ、頼たのみがある。あの液体生物スライムの動きを止められるか？」

「ん？　構わんが、どうするつもりじゃ？」

　こちらを向いて、首を傾かしげたラルカに、ロイは静かに言った。

「【冬花葬スノウセイト】をやる。あいつを倒たおすにはそれしかない」

　ラルカは目を見開く。だが、彼女は視線を前にやってから、呟いた。

「……そうじゃな。それしかない。じゃが、危険じゃぞ」

「やるしかないなら、やるだけだ。……頼んだぞ」

　ロイの言葉に、わずかな間をおいてから、ラルカは頷く。

「分かった。それでは、まずはわしに任せよ。――ナタリ！　背を貸せ！」

　ラルカがそう呼びかけると、ナタリがこちらを振り返った。彼女は先ほどから液体生物スライムに魔術を放っていたのだが、やはりその巨体にはあまり効果は見られなかった。

　歩み寄ってきた弟で子しの背に乗ると、ラルカは言う。

「あやつを倒すための準備じゃ。例のあれをやるぞ。いいな？」

「お？　おお、なんだか分かりませんが、了りよう解かいしました！」

　ナタリは、返事をしてからその場で、高らかに吠ほえた。その体が、獣けものへと変わっていく。

「うむ。――それでは、参るぞ！」

　ラルカの呼びかけに、ナタリは疾しつ風ぷうのごとくしてその場から走り始めた。

　液体生物スライムからの触しよく手しゆ攻こう撃げきを掻かい潜くぐりながら、部屋中を駆かけ巡めぐり、ラルカはなぜか壁に触ふれていく。その度にナタリがそこを拳で砕いていった。

　何度となくそれを繰り返し、やがて、部屋中に瓦が礫れきが積み上がった頃。ようやく、ナタリはその動きを止めた。

「さあ、とくと見よ、わしの魔術を！」

　ラルカが杖を掲げ、こう声を張り上げる。

「その存在、我が手により掌しよう握あくせり！」

　青白い光が四方に散った。それらは、先ほどナタリによって作られた瓦礫の山へと吸い込まれて行く。

「当たれ！」

　ラルカがそう言った瞬間。

　瓦礫が一いつ斉せいに浮かび上がり――それらは、超ちよう高こう速そくで液体生物スライムに殺さつ到とうした。

　その身は易やす々やすと瓦礫を飲み込んでいき、魔ま術じゆつを無効化する。

　――しかし、次から次にやってくるために、少しずつ体の中がそれで埋め尽くされていった。やがて、その全身は瓦礫だらけとなり、液体生物スライムの姿そのものが見えなくなってしまう。

　そして、その重みに限界を迎えたのか、魔物の動きはぴたりと止まってしまった。

「今じゃ！　急げ、ロイ！」

　ラルカの鋭するどい声が飛び、ロイは頷いた。魔物に向かって全力疾走する。

　だが、半ばまできたところで早くも液体生物スライムの体が震え始めた。

　やがて、ロイの目の前で瓦礫が全すべて弾はじけ飛とぶ。

「ぬぅ！　もう持たんようになったか！」

　ラルカが再び魔術を放とうとするが、もう間に合いそうにはなかった。それでもロイは、依い然ぜんとして走ることを止めない。

「ロイ、逃げて！」

　アヤメの声が聞こえてくる。しかし、ここで止まることはできなかった。魔物の方も警戒しているだろうから、同じ手が通じるとは限らないのだ。

　液体生物スライムがロイの接近に気付いて、その触手を伸ばしてきた。捕つかまれば最後だ。

「【炎弾光フレイブリツド】！」

　ロイは魔術を放ち、火の球を撃うち出すと触手を焼いた。独特の異い臭しゆうを放ちながら、触手は後退する。

　目の前に、液体生物スライムの体が迫ってきた。その身から放たれる無数の触手が、一斉にロイへと襲い掛かってくる。

　その寸前を見極め、ロイは跳ちよう躍やくした。すぐ下の地面が触手によって打ち砕かれる。

「喰らええええええ！」

　叫びを上げながら、ロイは手を液体生物スライムへと伸ばした。その身に当たった掌てのひらに、硬かたいような柔やわらかいような、筆舌し難い感かん触しよくが伝わる。

「【冬花葬スノウセイト】！」

　ロイが力強く唱えると、液体生物スライムがびくんと竦んだ。

　――刹那、魔物の全身が激しい音を立てて凍りついていく。

　そして瞬またたく間まに、蠢いていた液体生物スライムの全身は、氷の彫像と化したのだった。

「ついでだ！　こいつももってけ――【疾竜砲ドラグヴアング】！」

　止めとばかりに魔術を発動する。獣が咆ほう哮こうするような音を立て、巨大な衝しよう撃げき波はが放たれた。液体生物スライムの体が、粉微み塵じんに吹ふき飛ぶ。

　後には、煌めくような氷の結晶が、まるで雪のようにして周囲に降り注いだ。

「……よし、終わった！」

　ロイはその場に膝をつき、盛大に息をついた。

「す、すごいよ、ロイ！　ありがとう！　今の、どうやったの!?」

　着地したアヤメが、ハンナを受け止めてから、興奮気味にこちらに近寄ってくる。

「【冬花葬スノウセイト】って言ってな。相手をたちまち凍りつかせる魔術だ。威い力りよくは凄いんだが欠点があって、使うには手を対象者の体に触れさせなきゃならない」

「そうなんだ……。もう、どうなることかと思ったよ。上手くいってよかった」

　心底から安心したように、アヤメは微笑ほほえんだ。

「心配させて悪かったな。あれだけ大きな体をしたやつを、反はん撃げきの暇を与えないよう一発で仕留めるにはこれしかなかったんだ」

　ロイがそう言うと、傍そばまできたカノンが息をついた。

「ええ、分かっています。しかし、生きた心地がしませんでしたよ」
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「う、うん。どきどきした。でも、ありがとう、ロイくん……」

　アヤメに下ろされたハンナがお礼を言ってくるのに、ロイもまた口元を緩ゆるめた。

「全く、見事なものじゃ。下手をすればお主も犠牲になっておったぞ」

　背後で、ラルカの声がした。

　腰こしを上げ、振り返ったロイの目に、未いまだナタリの背に負ぶわれているラルカの姿がある。

「お前のおかげだよ。しかし、驚おどろいた。【存在掌握ルカード・シエル】にはああいう使い方もあるんだな」

「ふふふ。便利な術じゃろう？」

　全くだ、とロイは恐ろしささえ覚える。液体生物スライム相手だから直接的な傷は与えられなかったが、これが通常の人間や魔物であればどうなっていただろうか。無機物にでも有用なのだから、その使い方はかなり幅広いと言えた。やりようによっては、こちらの【物質転移アドヴエントゲート】よりも強くなる可能性もある。

「これ以上はもう、出てこないみたいですね」

　ラルカを背せ負おったままで、ナタリが開いた扉の向こうを見て言った。魔術道具マジツクアイテムの効果が終わったのかもしれない。

「よく潜り抜けられましたね……一時はもうダメかと思いました。ロイ＝シュトラスのおかげですね」

　カノンが胸を撫で下ろしたかのように、顔を弛し緩かんさせる。

「と、扉、閉まらないね……行っていいのかな」

　ハンナがこちらを振り返って、尋ねてきた。ロイは顎あごに手を当てる。

「……まあ、なにもないみたいだからな。いいんじゃないか」

　確証があるわけではないが、ここでこうしていてもなにも発展しない。

　ロイは皆に了解をとってから、更さらに奥へと向かうことにした。

　扉を潜くぐった先は、多少の狭さはあるものの、先ほどと同じ造りの部屋である。

　ただし先に扉はなく、代わりにあったのは天てん井じよう近くまで聳え立つ石像だった。

　迷めい宮きゆうの入り口にあったものをそのまま大きくしたようなそれは、自身を抱きしめるようにして両腕を組み合わせている。

「恐らくは、サヴロス王を守る騎き士しを象かたどった物でしょうね。同時に、この迷宮の番人を意味しているのでしょう」

　カノンが、自身の見解を述べた。

「それはいいのじゃが、ここからはどう行けばいいんじゃろうのう」

　顎に手を当てて、ラルカが思案に暮れる。

　その時、聞き覚えのある声がいずこからか響き渡わたった。

『侵入者よ。力の試練を乗り越こえたこと、称しよう賛さんに値あたいする』

　先ほど、こちらに語りかけてきたものと同じだ。

『汝ら、資格無き者であるとしても、その存在に敬意を払おう。よってここに、特別な計らいを設ける。汝らが欲するのであれば、宝物庫への扉を開くことをここに約束する』

「お、なんか景気のいいこと言い出しましたよ」

　ナタリが意外そうにそう口にすると、ラルカが首を横に振った。

「恐らく、救護措置じゃろう。もし子孫がなにかの事情で、身分を証明するものを持たずここへ来た場合に備えておったのかもしれん」

「もしもの時のことも考えていたってわけね」

　アヤメが石像へと近づく。

「それで？　どうやって奥へ進めばいいの？」

『我が発する問いに答えよ。正しき解を導き出した者のみに、宝への道は開ける』

　声は彼女へとそう返した。

『解を持つ者は騎士の石像へと触れ、汝の心に従いてそれを口にするが良い。機会は三度用意されている。よく吟味して答えよ』

「……今度は謎かけで試そうってわけか。いいぜ、言ってみろよ」

　ロイが促うながす。すると、声はそれを待っていたかのようにこう言ってきた。

『……汝らに問う。王たる者、光溢れそれ国々を照らすべきなり。それ遍くして大地を照らすならば人々崇め、栄えること、然り。されどその背において暗きものあり、光なき世界にて王、その手を広げんとすれば闇やみまた大きくなるものなり。されどそれとて光ある証左なればこそ、必要だと知るべし。――さて、其々たる守護神とはなにか？』

「…………は？」

　アヤメが、世界中の不思議をいっぺんにぶつけられたような顔をした。

「ごめん、答えどころか、問題の意味も分からないんだけど……」

　ロイは、腕を組んで言う。

「普ふ通つうに考えても駄だ目めだ。こういうのは、わざと分かりにくく言ってるものだからな」

「光と闇がなにを表しておるか、じゃな……」

　ラルカが首をひねって唸うなった。

「あ、ワタシ、こういうの苦手なんです。頭いい人達にお任せしました」

　ナタリは早々に放ほうり投なげて、その場に座り込む。

「考えもせずにそういう態度をとりますか……諦あきらめがいいと言えば聞こえはいいですが」

　そんなナタリを、カノンは呆れたように見やった。

「闇……光……光があると、闇が出来る……ということだよね。なにかがないと、なにかが出来ない。そういう、相互関係にあるもの……ということなのかな」

　ハンナが、考えを巡らせるように独り言を口にする。

「比喩表現だとすれば、それぞれ近しいものを上げればいいわけか。光と言えば、なにを思い出す？」

　ロイは頭の中に、様々な単語を浮かび上がらせた。しかし、いずれも問題の答えに近いとは思えない。

「光……光と言えば、眩しいものだよね。眩しいといえば、電気とか……あ、でも、この世界にそれはないんだっけ。だとすれば、なにかそれ以外で連想できるもの――」

　その時、呟つぶやいていたアヤメが「あっ！」と大きく声を上げた。

「分かった！」

「なんじゃと!?」

　予想以上の早さにラルカが目をしばたたかせる。ロイもまた、驚いて呆気あつけにとられた。

「これ、絶対に正解だよ！　よし、答えてくる！」

　自信満々の様子で、アヤメは石像へ向けて歩いて行った。

「お、おい、待て、アヤメ。せめてなにを思いついたか俺おれたちに言ってからにしろって」

「大だい丈じよう夫ぶだって。皆、難しく考え過ぎなんだよ。こういうのは、閃きが物を言うんだから」

　彼女は得意げにそう言うと、手で石像に触れる。すると、石像の目が怪あやしく光った。

『解を述べよ。真実であれば道を示そう』

　先ほどの声が言う。どういう仕し掛かけか分からないが、正しい答えを口にすればそれに石像が反応し、なにかが起こるのかもしれない。

「よーし、それじゃあ、言うよ」

「ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけ待て、アヤメ。間違えたらなにが起こるか分からないんだぞ!?」

　ロイがそう呼びかけると、彼女はこちらを向いて口元を緩めた。

「平気だよ。あたしだって、たまには頭の方でも役に立つんだから」

　その、いつになく揺らぎない様子に、ロイは止めようと伸ばしていた手を下げる。

「……本当に正解が分かったのか？」

　アヤメのことだから、生半可な考えでは動かないだろう。もしかすれば、なにかしらの確信があるのかもしれなかった。

「ろ、ロイくん……アヤメさんのこと、信じてみようよ」

　ハンナがこちらに向かって、言ってくる。それを見て、ロイは息をついた。

「……そうだな。機会は三度あるんだし、一度くらいはいいか」

　二人の台詞に、アヤメは嬉しそうな表情を作る。

　そして彼女は前を向き、口を開いた。

「さっきの問いの答え、それはね――」

　これが間違いでなど、あるはずない。そんな風に思わせる程ほど、頼たよりがいのある声で。

　彼女は、堂々と言い放つ。

「――ハゲ！」

「…………」

　ロイは沈ちん黙もくする。迷宮内に、アヤメの答えが響き渡って行った。

　ハゲ……ハゲ……ハゲ……ハゲ……。

「ハゲ？」

　やや間を空けて、ラルカが首を傾げた。

　ナタリが、カノンが、ハンナが、同じようにして頭を傾ける。

『……ハゲ？』

　その瞬しゆん間かん、石像の目に宿る光が強さを増した。声は、朗々とアヤメに応える。

『――否！』

「えええええ!?」

「いや、当たり前だろうが！」

　そんな馬鹿な、と言わんばかりの派手なポーズをとるアヤメにロイは言った。

「なんだよハゲって！　ハゲって！　お前よくそんな答えで、あんな格好よく出て行けたな!?　ちょっと決めてくる、みたいな感じで歩いていけたよな!?」

「だだ、だって！　だって、だって、ハゲでしょ!?」

　アヤメが両手をぶんぶん振って尚なおも言ってくる。

「光差すでしょ、そうしたら頭に反射して、更に光が出来て、その分影かげが増えるじゃない！」

「どういう理り屈くつだ！　お前は今すぐ、頭髪が薄い人に謝れ！」

「べ、別に馬鹿にしたわけじゃないよ！　それは、ほら、自然の摂理っていうか！」

「ああああ、もう！　やっぱりお前、頭脳労働の時は隅っこで休んでてくれ！」

　心から、ロイはそう願った。

「ひ、ひどい！　たまにはあたしだって出来るかなって、そう思ったのに！」

　アヤメはそう嘆きながら、石像に振り返る。

「ねえ、ハゲでしょ!?」

『否』

「なんでそう、意地になるのよ！　あ、一発で答えられて悔くやしいんでしょう!?」

『否』

「も、もう！　通してくれてもいいのに！　意地悪！」

　ロイはアヤメの首根っこを掴むと、強制的にずるずると退散させた。

「はいはい、そろそろやめておこうか。こっちが恥ずかしくなってくるから」

「だ、だって、だってぇ！　当たってると思ったのにぃ！」

　じたばたと暴れながらも、彼女はラルカ達のところまで戻もどってくる。

「納なつ得とくいかない……！」

　手を離すと、アヤメはその場にどっかと座りこみ、頬を膨ふくらませた。

「お前な……挑戦する機会が三度あったからいいものの」

　ロイが腰に手を当て、ため息をつくと、彼女はようやく口を尖とがらせながらも頭を下げた。

「……ごめんなさい」

「まあ、間違えてしまったのは仕方ないではありませんか。彼女は彼女なりに、私達の役に立とうとしたのでしょう」

　カノンが庇うと、アヤメは目を潤ませ、「せ、先せん輩ぱい！　ありがとう！」と抱きついた。

「それにしてもハゲはないですよ、アヤメさん。もっと他に色々あるはずなのに」

　そう言って、にやにやと笑っていたナタリは、後ろから杖つえで叩たたかれた。

「いたっ！」

「馬鹿者。なにもせずに後ろにいただけのおぬしが、アヤメを笑えるか。挑戦者を嘲るのは、同じ土台に立ってからにせえ」

　ラルカが、頭を押さえて蹲る弟子を横目に、ロイの傍に浮かぶ。

「して、どうするのじゃ、ロイ。なにか有用な答えは見つかったかの」

「そう言われてもな……」

　ロイは乱雑に頭を掻いた。ぼんやりしたものはあるが、明確な形が出来上がらない。なにかきっかけでもあればいいのだが、と思索していく。

「むう……しかしそれにしても、アヤメの答えはさすがにわしも予想だにせんかったな。確かに光が当たれば影は出来るが」

　そう言って、少し笑うラルカ。それに同意しようとロイは口を開きかけたが、

「……待てよ」

　そこで、なにか糸口を掴つかんだ気がした。ともすればするりとほどけてしまいそうなそれを、必死で手繰り寄せ、正体を探さぐる。

　――皆、難しく考え過ぎなんだよ

　アヤメの言葉が蘇った。そうか、とロイは顔を上げる。その通りだ。

「……そのままで捉えれば良かったんだ。光が溢れれば、闇もまた溢れる」

「分かったのか、ロイ？」

　ラルカに向かって、ロイは頷うなずいた。

「ああ、だが、数少ない機会だ。実行していいものかどうか……」

　迷っていると、アヤメから声がかかる。

「なに言ってるの。ロイならきっと間違いはないよ。あたしが保証する」

　振り返ったロイの目に、彼女の魅み力りよく的な笑え顔がおが映った。

「今までどんな困難な状況でも、ロイがなんとかしてくれた。だったら、あたしはそれを信じるよ」

「……アヤメ」

　その、こちらへ全幅の信しん頼らいを置いた彼女の姿にロイは眩しいものを覚える。だが、

「じゃあ、なんでさっき自分で答えようとしたんだ？」

「うっ……た、たまには自分で行動するのもいいかなと思って。ご、ごめんってば」

　たじろぐアヤメを、ロイは笑った。他の皆を見ると、彼女たちもまた、それぞれこちらを支持するような素振りを見せる。

「……皆、ありがとう。じゃあ、行ってくる」

　四人からの期待を背に、ロイは石像へと歩き始めた。

　石像に手を触れる。見上げると、物言わぬ騎士がこちらを威圧するように佇んでいた。

「……答えは」

　だが、それに臆することもなく。ロイははっきりと、その言葉を口にした。

「答えは、【太陽と月】だ！」

　しばらくの間があった。ロイは喉を鳴らす。他の者もみな、固唾を呑のんで見守っている気配があった。

　……やがて。

『汝――見事。その解、正しき道を指し示すものなり！』

　声は、雄お々おしくそう告げてきた。

「やったぁ――ッ！　さすがロイ！」

　アヤメが喜び、こちらに抱だきついてくる。それでバランスを崩して、ロイはその場に尻しり餅もちをついた。

「お、おい、アヤメ！」

「やっぱり、最初からあなたに任せておけばよかった。馬鹿だね、あたし！」

　下手をすれば鼻先が触れてしまうのではないかと思う程の距きよ離りで、アヤメが微笑む。

「い、いや、そんなことはない。お前も頑張ってた。……というか、悪い、動けない」

「……あっ！　し、しまった、つい！」

　ロイの言葉を受けて、アヤメは飛び跳ねるように離れた。その顔ははっきりと赤らんでいる。それを見て、遅れてこちらも鼓動が脈打ってくるのを感じた。

「ろ、ロイくん、すごいね……。でも、どうして分かったの？」

　体を起こしたところで、ハンナが駆け寄ってくる。

「別に大したことじゃない。王の放つ光、そこから出来る闇、問いかけはどちらも必要だって言っていた。つまりこの国を象徴するもののことなんだよ。この迷宮に入る前ラルカが言ってただろ。オルケニアを守っていた聖獣、千鳴鳥は明けと宵よいを司つかさどるって。それで国中を遍く照らすものといったら、太陽と月だ」

「そ、そうか。言われてみれば、単純な問いかけでしたね」

　カノンが、納得したように手を打った。

「アヤメの言ったことで結局、答えが導き出せた。……回り回ればあいつのおかげだな」

　ロイは、ナタリと手を合わせて嬉うれしそうに踊っているアヤメを見て片口を上げた。

『見事なり資格無き者よ。汝らを勝利者と認め、ここに宝の鍵かぎへと続く扉とびらを開こう』

　声が厳かにそう告げる。やがて、低い地鳴りが始まった。

　ロイ達たちの前で石像に真っ二つの切れ目が走ると、それらはゆっくり、左右に開いていく。

　やがて、完全に分かたれたその中央に、新たな入り口が見えた。

「よし、皆、後少しの辛抱じゃ！　【アルゴの遺産】は近いぞ！」

　ラルカが、勢いよく杖を振り上げる。そこで声が言った。

『汝ら、宝の鍵を手に入れるため、この先へ進むが良い。ただし、入ることが叶うのは二人だけである』

「え？　どうして？」

　アヤメがきょとんとする。

『この条件を呑めず、禁を破った場合、鍵は永久に消え去ると思え』

　彼女の疑問に対する説明はなく、声はただ淡々とそう続けた。更に、それが最後の言葉であったとばかりに黙だまり込み、二度と話さなくなる。こちらの言うことに大人しく従え、ということなのだろう。

「……仕方ないな。二人を選別するか。一人目はこの件の当事者であるラルカだな」

　ロイはそう指名すると、彼女は頷いた。

「で、二人目は……」

「ロイでいいんじゃない？　正解したんだし」

　誰だれにしようかと思っていたところで、アヤメがそう発言する。他の者も皆、それを首しゆ肯こうした。

「そうだな。じゃあ、俺にするか」

　特に異論はなかったので、ロイはラルカと連れ立って鍵を手に入れに行くこととした。

　二つになった石造の間を通り抜け、ロイ達は小さな部屋へと入る。

　そこに、台座の上に載った金塗りの箱があった。飾り気はなく、鍵もかけられていない。

　ロイはラルカと顔を見合わせて、互たがいに顎を引いた。

　ラルカが率そつ先せんして、箱の蓋を開けようとする。見た目に反して軽かったのかあっさりと外れたそれは、地面に落ちて軽い音を立てた。

　中にはぽつんと、古びた印章が置いてある。手にとって眺ながめていたラルカが言った。

「オルケニア帝てい国こくの家紋が彫ほられておる。これが【アルゴの遺産】が置いてある宝物庫を開くための鍵代わりなのじゃろう」

「よし、じゃあ戻るか」

　そう返して、ロイは踵を返した。アヤメ達の元へ帰ろうとする。

　――だが、その時。突とつ然ぜん、奇き妙みような音が鳴り始めた。

「な、なんだ、これは……」

　甲高く、耳障りなそれは、なぜかこちらの不安を煽ってくる。

　嫌いやな予感がしたロイは、走って元の部屋へと戻ろうとした。

　だがその入り口までたどり着いたところで、立ち止まる。沈黙していたはずのあの声が、また聞こえてきたからだ。

『資格無き者達に告げる。選ばれし者達が鍵を手に入れた。その時点で、残った者達に罰ばつを与える』

「ど、どういうことです!?　問題には正解したじゃないですか！」

　ナタリは反論するが、声はにべもなくこう告げた。

『答えを誤った者がいる。それを罰せねばならない』

「そんな……！　あたしのせい!?」

　アヤメが焦あせりの表情を作る。その彼かの女じよの足もとにある床ゆかが、また青白く光った。

　いや、それだけではない。石像のあった部屋全体が、同じ色を発している。

「ちょ、ちょっと、これ、なに!?」

　動どう揺ようするアヤメ。カノンが辺りを見まわして、口を開く。

「気をつけて！　明らかに、魔術の反応です！　アヤメ、今すぐこの部屋から逃にげ――」

　だが、その瞬間。彼女の体が、忽然とその場から消え失せた。

「せ、先輩!?　どこですか!?」

　アヤメは慌あわてたように視線を巡らせる。だが、カノンの姿はもうどこにもなかった。

「どうなってるんですか、これ、なんですか!?　お師し匠しようー！」

　ナタリはそう声を上げ、ラルカのところまで行こうとする。だが、手を伸ばしたその最中、彼女もまたいなくなった。その体が粒子のようになって、空中へと散ってしまう。

「ナタリ！……くっ、ふざけおって！」

　ラルカが悔しそうに唇くちびるを噛んだ。

「なにが罰じゃ！　どうせ最初に答えても、こうするつもりだったんじゃな!?　これは子孫への救護措置などではない。初めから、こちらを油断させて誘い込むためのものだったんじゃ！」

「アヤメ！　ハンナ！」

　ロイはそう言って、部屋に飛びこもうとした。だが、背後からラルカに肩かたを掴まれる。

「待て！　迂う闊かつに足を踏ふみ込めば、おぬしも同じ目に遭うぞ！」

「そんなこと言ってる場合かよ！」

　ラルカの手を振ふり払おうとするロイだったが、彼女は必死でそれに抗おうとする。

「分からぬか！　残る者がいなければ救う手だても見つからぬであろう！」

「それはそうだが……！」

　それでも、ここでじっとしてなどいられない。ロイは前を向いた。

「ロイ……！」

　アヤメが、助けを求めるようにこちらへ駆け寄ってくる。ロイはラルカを突き飛ばすようにして走り出すと、手を伸ばした。

　――だが、アヤメの手を掴むその寸前、彼女の姿は消失する。

「アヤメ――ッ！」

　ロイは、喉奥から声を絞り出した。だが、嘆いてなどいられない。残ったハンナを助けなければ。そのまま、部屋に入ろうとする。だが、

「来ちゃダメ！」

　いつになく、激しい声に思わず足を止める。ハンナはその目に涙を浮うかべながら言った。

「来ちゃダメだよ、ロイくん……！　わ、わたしは、平気だから……！」

　言葉とは裏腹に、その体は恐怖に慄おののくがごとく、震ふるえている。無理をしているのは、明らかだった。

「……馬ば鹿か野郎！」

　その姿を見た途と端たん、なにもかもが吹き飛んだ。頭の中は、ただハンナを助けなければという考えで一いつ杯ぱいになる。

　ロイは部屋に駆け込むと、急いでハンナのところまで向かい、彼女の手を引く。

「ラルカ！　頼んだ！」

　その小さな体を放り投げると、ラルカは無事に受け止めた。

「ろ、ロイくん、どうして……！」

　訴えかけてくるハンナ。青白い光に包まれながら、ロイは口元を緩めた。

「言っただろうが。死ぬな。どんなことがあっても、自分の命を優先してくれってな」

　下半身の感覚が、なくなった。ロイは己おのれの体を見下ろす。腰から下が、まるで溶けるようにして失せている。

「……は、はは」

　乾いた笑いが起こった。自分がいつ死ぬかなどと、考えたこともなかったが。

「――意外と、来るときはあっさり来るもんだな」

　ロイの視界が、暗く染まる。

「ロイく――んッッ！」

　ハンナの絶ぜつ叫きようが、世界からいなくなる寸前、自分の耳に力強くこだました。
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　ロイ達の世界において、死した肉体より離はなれた魂たましいは、長い階段を降り、いずれ冥界へとたどり着くと言われていた。

　全ての人間はそこで生前の行いを裁定され、善なる者は至上の快楽を約束された、楽園へと導かれる。

　そして悪しき者は、そのことを罰せられ、更なる地ちの獄ごくへと落とされてしまうのだった。

　そこは凍てつくような寒さと、どこまでも広がる暗黒に支配され、亡者達が蠢いていると伝えられている。

　気が付いた時、ロイは自分が一足飛びに、その地獄へと来てしまったのだと思った。己へ吹き付ける風はそれほどまでに冷たく、周囲にあるのは淀んだ深い闇だけだったからだ。

　しかし、ロイはやがて、自分がまだ生きていることを自覚する。手は自在に動き、消えたはずの下半身も無事だった。魂だけとなった場合、あらゆる束そく縛ばくから解き放たれ、羽のような軽さを得ると聞いていたが、それもない。依然として重い自らの体は、しっかと硬い床を踏みしめている。

「……どうなってるんだ？」

　ロイは手を振って、魔術の光を灯ともした。辺りの景色がはっきりと見え始める。見覚えのある紋もん様ようを刻んだ廊ろう下かが、真まっ直すぐに続いていた。

　間ま違ちがいない。ここは地獄などではなく、先ほどと同じ、サヴロスの迷宮だ。

　確かく認にんしてみたが、痛みや服装の乱れもなかった。不思議だ。まるで、試練を受けた場所からここまで瞬間的に連れてこられたように思える。

「いや……あるいは、そうなのか？」

　ロイは顎に手を当て、考え込んだ。

　ある場所からある場所へ人間を移動させる。そんなことは、少なくとも今の段階では不可能な術だ。

　しかし、ロイは知っている。自分自身が、物質転移を応用して同じようなことをやっていることを。

　ロイのように異世界召喚しようかんまでは無理だとしても、物質転移の魔術自体は、過去にも使いこなした者が何人かいたらしい。

　となればそれを参考に、任意の者を特定の場所へ強制的に転移させる、そんな効果を持つ魔術道具マジツクアイテムが開発されていたとしてもおかしくはなかった。巨きよ大だいな権力を持っていたサヴロス王ならば、それを手に入れることも出来ただろう。

「となれば、皆もどこかにはいるということか……」

　とりあえず、命を奪うばうような罠わなではなかったらしい、と分かってロイは胸を撫で下ろした。しかし、視線を巡めぐらせてはみたものの、近くに誰かがいる気配はない。

「アヤメー！　カノン先輩ー！　ナタリー！」

　自分と同じように消えた三人を呼んでみるが、応えはなかった。

「……どうするか」

　しばらくその場で逡しゆん巡じゆんしたが、やがて、ロイは首を横に振った。答えなど出るはずもない。ここがどこで、皆がどこにいるのかさえも不明なのだ。

　とりあえず進むしかない。そう考えて、歩き出した。

　静せい寂じやくの中、自分の靴音だけが、やけに大きく響ひびく。

（ハンナはラルカと一いつ緒しよに居たし、カノン先輩もナタリも魔ま術じゆつ師しだ。アヤメに関しては俺なんかよりよっぽど実力者だし……大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うが）

　それでも、会ってみないことには、一抹の不安が拭えなかった。無事でいてくれと思いながら、独り、迷宮内を探たん索さくする。

　何度か角を曲がり、行き止まりになると引き返してから、別の道を選せん択たくした。

　先ほどのように案内役がいないため、闇雲に歩いていると、段々方向感覚が狂っていくような気さえする。

　進んでいるのか、それとも戻っているのか、あるいは同じところをただぐるぐると回っているのか――そんなことすらも、分からなくなってきた。

「……さすがにこのままじゃ不味まずいな」

　いずれ精根尽きて倒たおれてしまうか、あるいは頭がおかしくなってしまいそうだ。

　ロイは足を止め、なんとかして対策を考え出そうとした。

　だがその時、前方で小さな音がする。

　誰か来たのか、と顔を向けたロイはしかし、そこで硬こう直ちよくした。

　背丈は成人男性くらいだろうか。粗末な鉄製の鎧を身に着けており、両手には古びた剣つるぎと盾が握にぎられていた。

　しかし、人間ではない。

　本来ならば顔があるはずのそこにあるのは、蜥蜴の頭。濁った黄色い目でこちらを見つめ、時折、短い息と共に赤い舌を出した。

　露出した肌はだにはびっしりとした鱗が生えており、それはぬめりのある薄うすい膜まくで覆われている。

　【蜥蜴男リザードマン】。人間並みの知恵を持ち、卓越した剣術を得意とする魔ま物ものである。

　その外見から分かる通り、蛇へびと蜥蜴、それに醜悪鬼ゴブリンを掛かけ合あわせて生み出された合成獣キメラだ。他と違ちがい、比較的グリムワードの消費量が少なく作りだせるために、兵力として抱かかえ込んでいる国も多いと聞いたことがあった。

　蜥蜴男リザードマンはロイの姿を見ると、その顔を歪め、こちらに駆かけ寄ってくる。直後、大股で踏み込むと、天井近くまで振り上げた剣を勢いよく降ろしてきた。

「っと！」

　横手に転がったロイの首筋近くを、鋭するどい金属が掠っていった。髪かみの毛が数本、宙に舞う。

　素す早ばやく体勢を整えようとするが、相手はその隙すきにこちらの懐ふところへと飛び込んでくる。下方から跳ね上がった剣先が、ロイの顔面目め掛がけて飛んできた。

　咄とつ嗟さに後方へと跳ちよう躍やくしたおかげで、かろうじて傷を負わずに済む。だがそれだけで終わるはずもなかった。蜥蜴男リザードマンは更に前に出てくると同時、次々と攻こう撃げきを繰り出してくる。

「この、蜥蜴野郎！」

　いい加減に腹が立ってきて、ロイは手を翳すと、雷かみなりの魔ま術じゆつを飛ばした。全身を焼かれた蜥蜴男リザードマンは、そのまま前に倒れ込む。

「ったく、身の程知らずが」

　ロイは鼻を鳴らして、魔物を罵倒する。

　――だが、その勝利の余韻も長くは続かなかった。

　再び灯した明かりの中、廊下の奥より、蜥蜴男リザードマンが何なん匹びきも連れ立ってやってきたからだ。

「……鬱陶しいな、おい」

　毒づきながらも、ロイは再び魔術を使おうと準備を始めた。――しかしその時。

「【極炎ランツエ・矢槍エクスード】！」

　突然、目の前が火の海に包まれる。蜥蜴男リザードマンたちは悶え苦しみながら、炎に巻かれ、ばたばたと倒れていった。

　聞き覚えのあるその声と、魔術に、ロイは目をしばたたかせた。

　やがて、炎は消え去る。その向こうに、彼女は立っていた。

「ロイ＝シュトラス！」

　カノンが、笑顔でこちらに走ってくる。

「ああ、良かった。もしかしたら、私独りが生き残ってしまったのではないかと……。本当に、再会出来てなによりです」

「いや、こちらこそ。カノン先輩は、どこに？」

「ここから少し離れた場所です。突然、わけのわからないところに出て途と方ほうに暮れていたら、あなたの声が聞こえたので……。時に、他の皆はどうしたのです？」

「それが、分からないんですよ。俺も一人で放り出されたもので……」

「……そうですか」

　カノンが落ち込んだような声を出したが、すぐに首を振って笑えみを浮かべる。

「とにかく、あなたの所在が確認できてほっとしましたよ。この調子なら、アヤメ達ともすぐに会えるでしょう」

「そうですね。……とりあえず、ここからは二人で行きましょう」

　ロイが言うと、彼女は、深く頷いた。




　だが、予想に反してそれからどれほど探しても、他の仲間達は見つからなかった。

　それどころか、階層の出口さえ見つからず、どこまでも続く迷路をロイとカノンは延々と歩き続ける。

　道中では多くの魔物が現れ、数々の罠に引っかかった。

　ロイとカノンはその度に協力して潜り抜け、順調に探索を続けていく。

　やはり二人になったというのは、戦力的にも気分的にも独りの時より段だん違ちがいであり、心強いものがあった。

　……しかし、それも、最初の内だけ。

　やがて、どちらにも目に見えて疲れが出始めた。

　しっかりと踏み出していた足は引きずるようになり、全身が気怠さに包まれ、意識が朦朧としてきた。

　最初こそ、元気よくこちらに話しかけてきていたカノンだったが、やがてそれも途切れるようになり、遂ついには一いつ切さい喋らなくなる。

　彼女は今、生気の失せた顔で、ただ虚ろに前を見つめ、なにかに操あやつられるようにふらつきながら進み続けているだけだった。

「……先輩。そろそろ休憩しませんか」

　限界だろう。そう判断して、ロイは提案した。前に居たカノンが、こちらを振り返る。

「しかし……アヤメ達が……」

「その前に俺達が倒れたら、元も子もありませんよ。いざという時に備えて、体を休めておくのも大事です」

　魔術では、肉体的な外傷はともかく、疲労や摩耗した精神までは癒すことが出来ない。そればかりは、原始的な方法に頼るしかないのだ。

　ロイは地面に手をつくと、口の中で呟き、魔術を展開させた。

「……よし。今、周囲に結界を張りました。魔物の侵入があれば分かります」

　これでひと心地がつける、とロイはその場に胡坐を掻かく。

　カノンは、しばらく立ち尽くしていたが、やがて長く息をついた。

「……あなたの言う通りですね」

　彼女もまたロイの前に座すわると、膝ひざを抱え、壁かべに背を預けた。囁ささやくように、言う。

「私達は、今、どこにいるのでしょうね……」

「さあ。なにせ、地図がありませんからね。面めん倒どうなことになりましたよ」

　ロイは腰こしに提げた鞄かばんから、携帯用の小さなパンと干し肉を取り出した。それを半分に千切って、カノンに渡わたす。彼女は礼を言ってからそれを受け取ったものの、口に入れようとはしない。

「食べないんですか？」

「……食欲がないんです」

　ロイはパンを一口、噛んで飲み込んでから言った。

「気持ちは分かりますが、嫌でも腹に入れておかないと、持たないですよ。これからどれだけ時間がかかるか分かりませんし」

「……時間、ですか」

　カノンは俯き、か細い声で告げる。

「本当に、出口などあるのでしょうか……」

「そりゃ、あるでしょう。風も吹いてますしね」

　風があるということは、それが流れ込んでくるところがあるということだ。即すなわちそれは、下か上へと続く道があるということである。

「しかし、ここがもし、侵入者しんにゆうしやを閉じ込めるために用意された場所だったらどうします？　迷めい宮きゆう内を探索する人間の息の根を止めるため、そのような期待だけをさせておいて、じわじわと疲弊させるように造られているとしたら……？」

「……その発想はありませんでしたね」

　言われてみれば、可能性はある。そうなると、少々問題だった。

「いっそ、アヤメみたいに魔術で天てん井じようか壁を壊こわしていきますか？」

　冗じよう談だんめかしてそう口にしてみたが、カノンは力なく首を横に振るだけだ。

「あなたと会う前、試してみましたが、ダメでした。恐おそらく、この迷宮自体に魔術に対するなんらかの防衛策が施ほどこされているのでしょう」

「……ま、それはそうか」

　これだけ色々なことを仕掛けておいて、そこに抜かりがあるとは思えない。アヤメの存在が、想定外過ぎただけだ。

「大体、アヤメ達は本当にこの階層にいるのでしょうか。たまたま私とあなたがここに飛ばされただけで、彼女達は違うところにいるのでは？」

「ああ、それもそうだ。先輩、さっきから嫌なことを思いつきますね」

　そう言って笑ったロイを、カノンは怒おこったように睨みつけてくる。

「これだけ迷っていれば、最悪な結果の一つや二つ、浮かんでもきます」

　しかしその感情が、八つ当たりだと自分でも思ったのだろう。彼女は表情を和らげ、しかし代わりに、大きなため息をついた。

「……どうしよう。このまま、外に出ることが出来なかったら」

　己の体を抱きしめ、不安を無む理り矢や理り消したいかのように、カノンはぎゅっと目を瞑る。

「食糧もそれほど多いわけではありませんし、水もいずれなくなるでしょう。そうなれば後は、飢えを待つだけです」

「確かに……その可能性もないわけではないですが。ただ、今はまだ、そこまで最悪なことを考えなくても大丈夫だと思いますよ。……先輩、大丈夫ですか？」

　やけに先ほどから後ろ向きの言葉ばかりを口にするカノンを、ロイは気き遣づかった。

　それに対して、カノンはしばらく無言で居た。だがやがて、ぽつりと漏もらす。

「……見たんです」

「見た？　なにを」

「あなたと再会する前に、廊下に転がっていました。――ここで迷って命が潰えた人間の、骨です」

　思わず、ロイは喉を鳴らした。迷宮内を吹ふき抜ける風が、己の肌を粟立たせる。

「それはまた……災難でしたね」

「一つや二つではありません。幾いくつも、幾つもありました。あれが、未来の私達でないという保証がどこにあります？　そんなわけはない。自分は大丈夫だ。そう言い聞かせて今まできました。ですが……ですが――」

　最後まで口にすることが出来ず、カノンは項垂れた。爆ばく発はつしそうななにかを必死で堪えるように、彼女の体は震えている。

　その姿は、いつものカノンとは違い、随ずい分ぶんと小さく見えた。

「……意外でしたね」

　思わず、ロイはそう言っていた。

「なにが……ですか？」

「ああ、いや。その……先輩って、成績優ゆう秀しゆうだし、生徒会長をやってるし、人望もあるし。なにからなにまで、完かん璧ぺきじゃないですか」

「……二つ名を持っているあなたに言われると、嫌味に聞こえますが」

　それもそうだと、ロイは苦く笑しようする。

「まあ、魔術に関しては俺おれがいくらか勝ってるかもしれませんが。それ以外は先輩に敵いませんよ。だから、予想と違ってたなと。こういう時でも、先輩はこう、堂々としているのかと思いました」

「そんなの……買いかぶりです」

　立てた膝に顔を伏せながら、カノンは言った。

「あなたこそ、どうしてそんなに平気なんですか。恐こわくはないんですか？　二度と地上に戻れないかもしれませんよ」

「恐いですよ、そりゃ」

　ロイはあっさりと答える。

「なんの手立てもありませんし、絶望しようと思えば幾らでも出来ます。実際、今だってちょっと油断したら暗くなりそうですしね」

「では、なぜそうしないのです？」

「しても意味がないからですよ。それで生まれるものもないからです」

　そう言って、ロイは肩を竦すくめた。

「だったら、前に進むべきです。そっちの方が、建設的だ」

　カノンが、顔を上げる。生気のない目をしながら、彼女はぼそりと言った。

「……よくそんな考えが出来ますね。やはり、あなたは私とは違う」

「そんなことないですよ」

　と、答えながら、ロイはふとアヤメのことを思い出していた。果たして彼女と出会う以前の自分であったなら、この状じよう況きようで今のような考えが出来ただろうか、と。意識していなかったが、やはりいつのまにか彼女の考え方が自分にも浸透してきたようだった。しかしそれに不愉快さは全く感じない。寧ろ、喜ばしいことのようにさえロイには思えた。

「……いえ、やはりそうです。だから、私は、あなたをすごいと思ったんですから」

　カノンの言葉に、ロイはきょとん、とする。彼女がなにを話そうとしているのか、分からなかったからだ。

　そんな自分を見ていた彼女は、再び視線を落とした。やがて、ぽつりと呟つぶやく。

「少し、昔話をしてもいいですか？」

「……？　ええ、いいですけど」

　意図が読めなかったが、それでカノンの気が紛れるのであれば、それでいいとロイは思った。すると彼女は頷いて、口を開く。

「私の家系は、代々、優秀な魔術師を輩出しているのですが」

「へえ、それは珍めずらしいですね」

　ロイは、目を丸くした。魔ま力りよくが人に宿る仕組みは、未いまだもって解明されていない。両親が普ふ通つうの人間でも、その子どもが魔術師の資格を持つことはよくあるし、その逆もまた然りだ。つまり、魔術師の血を引いているからと言って、その子孫が魔力を持つとは限らないのである。その中において、魔術師を輩出する家系というのは極きわめて稀な例であった。

「ええ。ですから、私たちの家系はそれを誇りにし、日々、己を高める努力を欠かしませんでした。私も同様、父親や母からお前は偉い大だいな魔術師となるのだと、幼い頃ころから厳しく教育されてきたものです」

「いいですね。俺とは大違いだ」

　ロイの脳のう裏りに、自らの両親のことが過よぎる。己は何もせず、息子が生み出す膨大な利益だけを貪るように求めた、あの二人。

「……私は両親を、自らの血を気高いものだと思い、崇敬すらしていました。やがて学院へと入った時も、私は他の者よりも頭一つ分、抜き出た実力を持ち、それをいいことに皆をどこか軽んじていた気がします」

　カノンはそこで、嘆たん息そくした。

「私に勝てる者などいない。なぜなら私は選ばれた存在だから。少し前まで、そんな恥ずかしいことを本気で考えていました」

　ですが、と、そこで彼女はこちらを見てくる。

「ある日、私は初めて魔術において、人に負けました。それがあなた、ロイ＝シュトラスだったのです」

　自らの力があればなんでも出来ると思い込んでいたカノンにとって、それは耐え切れないほどの屈辱であったそうだ。

「悔しくて、悔しくて、その日は眠れませんでした。しっかりと努力し、他人に負けぬよう頑張り続けた私が、あっさりと敗れたのですから。しかも授業にも出ず、他人とも触れ合わず、ずっと部屋に引きこもっていたあなたに」

「……そりゃ、どうも」

　なんと言っていいか分からず、ロイはそう短く返事した。

「もちろん、あなたを更生させようと思っていたということもあります。しかし、それ以上に私は、あなたになんとしても勝たなければと思いました。誰かに負けるということが、これほどに辛つらいことであったのかと、そう身を苛まれながら」

　しかし、それでもカノンは一度たりとて、ロイに勝つことは出来なかった。何度挑んでも返り討ちにされ、その度に、どうしようもない憤りがこみ上げたのだという。

「……ですがその心は、ある日、がらりと変わってしまいました。何度目かにあなたに負けた時、私はあまりに自分が歯がゆくて、つい口に出して言ってしまったのです。――どうして、あなたに勝てないのか、と」

　その時、ロイは、こう言ってきたと彼女は語った。

「『どうして、俺に勝つ必要があるんです？』――と。私は、答えました。敗北者のままでいるのは嫌だ、と。そうすると、あなたはこう続けたのです」

　――俺に勝てないからって、カノン先せん輩ぱいが負けたことにはなりませんよ

　ロイは、視線を天井に上げた。しばらく考える。

「……そんなこと言いましたっけ？　俺」

「言いました！　覚えておいてください！」

　そう、叱しかるような言葉を口にしたものの、カノンはそこでくすりと笑った。しばらくぶりに見る、彼女の笑え顔がおだった。

「……そこで分かったんです。ああ、この人の目に、私など映っていない。いや、それどころか、他の誰も映ってなどいないのだと」

　カノンは口元を緩ゆるめたままで言った。

「あなたが見ているのは、あなただけ。自分が興味のあることだけ。それ以外はどうでもいい。……思えば、誰に勝つか負けるか、優すぐれているか優れていないかなど、少なくとも魔術においては意味のないことなのです。この分野は、己がどれだけ己を高めるかを追求するものなのですから」

「まあ、それはそう思いますが。それのどこがすごいんです？」

「分かっていないから、あなたはすごいのですよ」

　彼女はそう言って、ロイの瞳ひとみを覗のぞきこんでくる。

「誰だって、それを理解していながらも、どうしても他者と自分を比べてしまう。あの人より自分はやれているか。あの人より上う手まく生きているだろうか、と。しかしあなたは、そうではなかった。自分が他人より劣っているか否かなど、どうでもいいことのように生きていたのです」

　真しん摯しにこちらと向き合いながら、カノンは告げてきた。

「ロイ＝シュトラス。……その時から、あなたは私の目標です。あなたのようにありたい。そう思って、生き方を変えたんです」

「……いや、それこそさっきの先輩の言葉を借りるなら、買いかぶりですよ」

　ロイは腕うでを組む。

「俺は単に、魔術しかやれなかった。だから必死だった。それで、他人なんて構っている余よ裕ゆうがなかった。それだけです」

「それしかないから、必死になれるというのは、一つの才能ですよ」

「……いや、一理ありますけどね」

「ええ。あなたのその、一途さは見習わなければなりません」

「褒ほめてもらえるのは、ありがたいんですが」

　少しだけ間違っている。ロイはそう思った。

「先輩、俺は他人を気にしなかったわけじゃないですよ。寧ろ気にし過ぎて、どうでもいいと思い込んで耐えるしかなかったんです」

「……どういうことです？」

「俺はね、他人より優れるのが恐かった。そうすることで、誰かが離れていくのが恐くて仕方がなかった。だから、誰とも会わずに部屋にずっと引きこもっていたんです」

　カノンは目をしばたたかせた。想像もしていなかった言葉なのかもしれない。

「だから俺も、そんな大した人間じゃないんです。さっきみたいな考えが出来たのも、あいつのおかげだし。……アヤメがいなければ、俺は前のまま、どうしようもない奴やつで生き続けていたかもしれない」

　手を広げ、ロイはそれを見つめた。

「あいつが俺を変えてくれた。だから……あいつこそ、凄いんですよ」

　その様子を眺めていたカノンが、ぽつりと漏らす。

「……羨うらやましいですね。私も、アヤメのように、あなたの隣となりに立てる人間になりたかった」

「……え？」

　目をしばたたかせたロイに、彼女は頬ほおを赤らめた。自分でも意識せずに口に出していたのかもしれない。

「あ……あの、別に……変な意味は……」

　と、言いかけたカノンであったが、そこで言葉を途切れさせた。なにかを考えるようにわずかに下を向いて、沈ちん黙もくする。

　だがしばらくすると、真しん剣けんな顔で、カノンはこう問うてきた。

「……一つだけ訊きいていいですか？　ロイ＝シュトラス」

「なんでしょう？」

　深呼吸を一つ。その後、カノンは思い切ったように、続けた。

「あなた――アヤメのことが、好きなのではありませんか？」

　心臓が、飛び出るかと思った。

　ロイは思わず立ち上がると、壁に背をつけ、胸に手を当てる。

「な、なにを突然!?」

「いえ。その、なんとなく……べ、別に、だからどうというわけではありませんよ。その、恋愛は自由ですし。あなたがそうであるなら、私は……えと」

　自分で言っておいて、カノンはあたふたとする。

　ロイは、焦りながらもどうにか言葉を紡いだ。

「あ、アヤメは別に……なんていうか。相棒、ですし。そう、相棒ですよ。だからそういう感情とかはありません」

「……本当ですか？」

　じっと、こちらを見据えながら、カノンは尋ねてくる。その、いつになく迫せまる様子にロイは妙みような気分になってきた。

「いや、はい、そうですが……それがなにか？」

「いえ。……では、私がこれから言うことも許されるということですね？」

　すっくと立ち上がると、カノンは少しずつ、こちらへ歩み寄ってくる。

「い、言うって、なにを？」

　カノンは近くまでくると、ロイの手を、そっと握った。その顔は、耳たぶまで真っ赤に染まっている。

「も、もう私たちは助からないかもしれません。でしたら、わだかまりを抱いだいたままではいけないと思うのです」

　カノンの手の柔やわらかさ、その温かさに、ロイは妙に緊きん張ちようしてくるのを感じた。

「わ、私は、私は……」

「……は、はい」

　なんだ、この展開は。ロイは混乱する。

　そして次の瞬しゆん間かん。カノンは、全すべての力を振り絞るようにして、大声を出した。

「わ、私は――ロイ＝シュトラス、あなたのことが好きです！　付き合って下さい！」

「……へ？」

　なにが起こったのか分からず、ロイは間抜けな声を出してしまう。

　カノンは顔を真っ赤にしたまま、真剣な眼まな差ざしで、こちらを見つめていた。

「先輩……それって……」

「……あなたを異性として愛しています。そう、言いました」

　そこでこちらと視線が合わさっているのが耐え切れなくなったように、カノンは目を逸そらす。

　そんな彼かの女じよを前にして、ロイの頭の中で様々な言葉が巡った。しかしそのどれもが、口に出したところでひどく不自然で、ただその場を取り繕うだけのもののように思える。

　だから、ロイは一言だけ口にした。

「……ありがとう、ございます」

　カノンはなにも答えず、ただ、小さく頷うなずいた。

（先輩が……俺のことを……？）

　未だ受け入れきれず、ロイは呆然とする。

　かつて、初めて付き合った女の子のことを思い出した。しかし、カノンが彼女のような人間でないことは、今までの付き合いで分かっている。だからこそ、信じられずにいた。

　それでも、カノンの言葉は嘘うそではない。それは確かだ。

　だからこそ、彼女の告白に応えなければならない。そう思って、ロイは口を開いた。

「先輩……俺……」

　だが。ロイはそこで言葉を詰まらせる。カノンを嫌きらいなわけではない。もし、少し前であったなら、その想いを受け止めていたかもしれなかった。

　――それでも。

「先輩。……すみません。でも、先輩とは、付き合えません」

　ロイは、やがて、そう言った。
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「そう……ですか」

　カノンが俯うつむいて、呟く。その声が沈しずんでいるように思えて、ロイは再び口を開いた。

「先輩は、魅力みりよく的な人だと思います。俺には勿もつ体たいないくらいです」

「……気を遣わなくてもいいですよ」

　こちらを見上げて微笑むカノンに、ロイは静かに首を横に振ふる。

「お世辞じゃありません。……ただ、今の俺にはやるべきことがあります。アヤメを元の世界に帰す。そのことで今、頭が一杯なんです。だからそれ以外のことは……考えられません」

　それに、と、ロイは胸中で呟いた。

（先輩に告白された時、アヤメの顔が頭に浮かんだ）

　その瞬間、胸が締しめ付けられるようになって、なにも言えなくなったのだ。

　そのまま彼女の存在が、自分の中で大きくなっていき、どうすることも出来なくなった。

　だから、ロイはカノンの申し出を断ることを選んだ。わけもなく、そうすべきだ、と強く思ったのだ。

「……ふふ」

　カノンが、小さく笑った。

「やるべきことがある、ですか……」

　目を細め、カノンは握ったロイの手を持ち上げる。

「分かりました。そういうことにしておいてあげましょう」

「……え？　ど、どういうことですか？」

「さあ。自分で考えることです。私はそこまで甘くありませんよ」

　意味ありげに笑みを深めて、カノンは言った。

「いや……その、すみません、先輩。なにか情けない奴で」

「構いません。そういう人を好きになったのは、私なのですから」

　改めてそう口にされると、どうにも照れくさい。ロイはどういう顔をしていいのか分からずに、戸惑った。と――その時。

「ロイ――ッ！」

　近くの壁が吹き飛んだ。濛もう々もうと煙けむりが吹き上がり、空いた穴から何者かが姿を現す。

「居た！　ロイ、生きてたー！」

　アヤメだった。彼女は満面の笑みと共に、こちらへと駆け寄ってくる。

「よかったー！　やっぱりここだった！」

「あ、アヤメ!?　どうしてここが分かった!?」

　呼びかけた声が聞こえたのだとしても、かなり移動しているはずだ。

「ああ、ロイの匂においを辿ったもので」

「本当に尋常じゃないな、お前!?」

「いや、あたしじゃないって」

　首を横に振ったアヤメの後ろから、ナタリが顔を見せた。彼女はこちらへ向けて、手を上げる。

「はーい。ワタシですー。狗耳族ワグナー・トロウは、鼻が利くんですよぅ」

「……そういうことか。いや、なににしてもよかった」

「うん、本当だよ。一時はどうなることかと思った。それに先輩も！　一緒に居たんですね。良かった……です？」

　それまでにこにこしていたアヤメは、ある一点に目を留めて、その表情を消した。

　ロイが、カノンと手を取り合っているのが見えたのだろう。

「――あ！　い、いえ、アヤメ、これは違うのですよ！」

　慌あわてて手を離はなして、カノンは必死な様子で否定した。

「あ、ああ、違うぞ、アヤメ。ちょっとなんていうか、色々あってな」

「……うん、分かった」

　アヤメは踵きびすを返し、何事もなかったかのように歩き始める。

　しかしその態度は、明らかに先ほどとは違っていた。

「……おい、アヤメ？　どうした」

「ん、別になんでもないよ」

　とは言っているものの、彼女は決してこちらを振り返りはしない。ここへ来る前にあった、ハンナとの時とは異質の空気をロイは感じ取った。

「……もしかして、本気で怒ってるのか？」

　アヤメが足を止める。彼女はそのまま、背中越ごしに答えた。

「別に、怒ってないよ？　怒る必要ないでしょ」

「い、いや、そうだけどよ」

「さっき、ハンナちゃんやラルカさんとも会ってね。向こうで待ってもらってるんだ。ここ、九階だって。もうすぐ【アルゴの遺産】が手に入るよ。やったね」

　そうだな、と答えようとしたロイだったが、上手く声が出てこない。

　アヤメの反応の意味が分からなかったからだ。一体、自分がなにをしたというのか。

　仮にカノンのことがあるとしても、ここまでされるようなことだろうか。

「おい、アヤメ。もしさっきのことだったら、別に……」

　そう言おうとしたロイだったが、アヤメは聞きたくないというように、その足を速めてしまう。さすがにそれは見過ごせず、ロイはアヤメの手を掴つかんだ。

「おい、一体どうしたっていうんだよ！」

「……別に」

「いや、明らかに怒ってるだろ!?　だからなんでもなかったんだって！」

「別になにかあってもいいじゃん。あたし、関係ないでしょ」

「いや、お前な。そうやってむくれてるのを誤ご魔ま化かしてると機き嫌げんとるのが難しくなるから、怒ってるなら怒ってるって言ってくれよ！」

「別に機嫌なんてとらなくていいよ！」

　しまった、失言だった。そう思った時にはもう遅い。アヤメは目一いつ杯ぱいに頬を膨ふくらませて、こちらに向き直った。

「先輩と仲良くなったのなら、それでいいじゃない。あたしなんて放っておけばいいよ」

「そういう言い方はないだろ。俺はお前のこと、心配して……」

「心配なら、あたしだってしてたよ！」

　いきなり大声を出されて、ロイは圧あつ倒とうされる。いや、それだけではない。

　アヤメは、その瞳を潤ませていた。

「こ、この階層広くて、全然ロイと会えないし、どうなってるんだろうって思ってたんだよ！　やっと無事だって分かって、それであたし……それで……」

「……。いや、悪い」

　別に、謝らなくてもいい場面であることは分かっている。こちらに非があるわけではないからだ。しかしそれでも、ロイはそう言った。そうすべきだと、思ったからだ。

「…………。ううん」

　しばらくしてから、アヤメは俯いて、首を横に振った。

「あたしも、ごめん。わけのわからないこと言った」

　目元をぬぐいながら、アヤメは自分の感情を誤魔化すように、笑みを作る。

「な、なんか、ロイと先輩のこと見たら、変な感じになっちゃって。……ごめんね」

「……いや、お前も色々と大変で、混乱してたんだろ。な、気にするな」

　ロイは、そう言ってアヤメの頭を撫でた。子ども扱あつかいするなと怒られるかと思ったが、そうはならない。彼女は、うん、と小さく頷くだけだった。

「じゃ、さっさと行こうぜ。それで、こんな面倒なところとはおさらばだ」

「……うん、そうだね」

　そう言って上げたアヤメの顔は、ほんのりと桜色に染まっている。彼女はロイの手をとった。

「こっちだよ。行こう、ロイ！　先輩達もついてきて！」

　先導されるまま、ロイはついていく。が、その時、体がふらついてアヤメに寄りかかってしまった。

「わ。どうしたの？」

「……あ、悪い。いや、なんかお前と会ったら力が抜けたみたいだ」

　無意識的に、どこか気を張っていたのかもしれない。それが、アヤメと再会できたことで安心し、一気に疲れが襲おそってきたのだろう。

「なにそれ。あたし、そんな間抜けな顔してる？」

「まあ、少なくとも、凛々しくはないだろ」

「……殴るよ」

　軽く睨まれて、ロイは笑った。どうにか、体を起こす。アヤメはもう一度、ロイの手を握にぎった。そして、こちらを見つめながら、少し照れくさそうに言う。

「……もう、二度と離れちゃダメだよ」

　一拍置いて、ロイは、微笑ほほえんだ。

「――ああ」

　背後から、カノンの声が聞こえてくる。

「……やはり、彼女には敵いませんか」

　それは、諦観と、羨望を含ふくんでいるかのようだった。
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第四章　少年、宝と出会う。……そして。







　雄々しき男を描いた、肖像である。

　手に携えた剣つるぎを大地に突き立て、堂々と佇む様は、大いなる威厳に満ちていた。

　彼かれには二人の騎き士しがかしずき、その頭を深く垂れている。

「見よ。これがオルケニア帝てい国こく最後の王、サヴロス＝ヴォン＝オルケニアじゃ」

　眼前に聳える巨きよ大だいな壁を見上げ、ラルカがそう告げた。

「文武に優れ、その手腕で小国に過ぎなかったオルケニアを、瞬またたく間まに大陸中を支配する規模へと成長させおった。人望厚く、勇気にも溢れ、戦では多くの兵を率い、常に前線に立って戦っていたと伝えられておる」

「……それはいいんだけどよ」

　ロイは困こん惑わく気味に、自分の隣を見下ろす。

「お前、そろそろ落ち着いたらどうだ？」

　そこには、自分のローブの裾すそを握り、しゃっくりを上げるハンナの姿がある。

「ご、ごめんなさい、でも、でも、ロイくん……ロイくんが……」

　彼女は後から後から流れる涙をどうにか止めようと、先ほどから努力しているようだが、まったく効果が見られなかった。

「だから、俺は生きてるって言っただろ？」

　ハンナは、ロイの言葉にこくりと頷く。それでも、彼女は未だ泣き続けていた。

　再会してから、ずっとこの調子だ。あの時、ロイが自分を助けて犠牲になったことを、ハンナはずっと後こう悔かいしていたらしい。自分のせいだと責め続けていたと、共にあったラルカは話してくれた。

「で、でも、わたし……わたしが……」

「いや、もう、いいって。お前がずっとそうやっている方が、俺は困る」

　ロイは、そう言って背中を摩ってやる。するとハンナは、鼻を啜りあげながら答えた。

「わ、わたしなんかが、無理してついてきたから……ごめんなさい」

「あー、もう！　謝らなくていいって！　頼たのむから、いつものお前に戻もどってくれよ！」

　どうすればいいのか。ロイは頭を掻きむしった。

「そうだよ、ハンナちゃん。反省するのはいいことだけど、いつまでもそれを引きずってちゃダメ」

　アヤメがその場に膝ひざをつき、ハンナの頭をゆっくりと撫なでる。

「皆、無事だったんだから。それを素す直なおに喜びましょ。それに相手はロイだよ？　これから先も、なにがあったって、そう簡単に死んだりしないって」

「そりゃどういう意味だ。お前と一いつ緒しよにするな」

　心外だとロイは腕を組む。

「あ、あたしだって死ぬ時は死ぬよ！……あ、いや、そうじゃなくて。死なないけども。死なないけども、その、死ぬ時は死ぬから……ええと、あれ!?」

　言っている途と中ちゆうでわけがわからなくなってきたのか、アヤメは首を傾かしげる。それを見て、ナタリが肩かたを叩たたく。

「アヤメさんも、冷静になってくださいよ。まあ、先ほどよりはいくらかマシになったみたいですけど」

「先ほど？　なにがあったのですか？」

　カノンが目をしばたたかせると、ナタリは自らの口に手を当て、含み笑いを漏らした。

「いや、それがね、聞いて下さいよ。アヤメさんったら、ワタシと同行してる時、ことあるごとに『ねえ、皆やロイは大だい丈じよう夫ぶだと思う？』って訊いてきたんですよ。こっちに縋るみたいな目で、可愛かったんですよー」

「ちょ……！　ナタリさん、それ皆には言わないでって言ったでしょ！」

　顔を赤くして、アヤメが抗こう議ぎする。

「ああ、ごめんなさい、忘れてました。でも、ワタシ気になったんですよねー。どうして、ロイさんと皆さんを別にしたんですか？」

「そ、それは……別に……意味なんかないよ」

　ナタリから目を逸らすと、アヤメはごにょごにょと呟いた。

「そうですか？　いやあ、ワタシはなんだか、皆も心配だけど、ロイさんはその中でも特別に安否が気にかかると――」

「わー！　わーわー！　わー！」

　アヤメは飛びかかると同時、ナタリの口をその手で塞いだ。

「もがががごもががも！」

「な、なんでもない！　ロイ、なんでもないからね!?」

　こちらを見て、必死に言ってくる彼女に、ロイは戸惑いながらも顎あごを引く。

「アヤメさん……可か愛わいい」

　ハンナが、ぽつりと言った。その顔には、わずかではあるが笑えみが戻っている。

「……やれやれ。やっと元に戻ったか」

　なんだか、ナタリが妙に気になることを言った気もするが、今は措いておこう。ロイは取っ組み合いをしているアヤメやナタリを見ながら、そう思った。

「おぬしら……若いのう」

　ラルカが深くため息をつく。

「青春をしておるところ悪いんじゃがのう。本題に入っても構わんか？」

「あ、ご、ごめんなさい！　ええと……それで、どうするんです？」

　アヤメが頭を下げて、問いかけた。ラルカは「うむ」と相あい槌づちを打って、杖つえで前を指す。

「今、わしらがおるのが九階、その最奥じゃ。サヴロス王の日記によれば、八階で手に入れたこの鍵かぎを用いて、宝への真の扉とびらは開くとある」

　彼女は懐ふところから、先ほど見つけた印章を取り出した。

「これを、この絵の中央に嵌めこめばいいんじゃろう。ほら、あれが見えるか？」

　そう言った彼女の視線を追うと、遙はるか頭上、王がもつ剣の鍔辺りだけ、ぽっかりと穴が空いているのが見えた。

「あそこじゃ。アヤメ、行ってくれるか？」

　アヤメが頷いて、ラルカから印章を受け取る。彼女はその場から軽く跳ぶと、それを空洞へと押し込んだ。

「アヤメの力があれば壁かべ一枚くらい楽なんだろうが……面めん倒どうくさいところだな」

　ロイのぼやきに、ラルカは渋い顔をした。

「まさにじゃのう。思った通り、この迷めい宮きゆうは、なにが仕し掛かけられておるか分からん。なるべくなら、定められたこと以外はやらん方がええじゃろう」

　しかしそう考えると、一階でアヤメがやったことはかなりギリギリだったのではないのかと、今いま更さらながらにロイは慄いた。

　アヤメが着地し、天てん井じようを仰あおぐ。特になにかが起こる気配はなかった。

「あれ、やり方間ま違ちがったかな」

「いや、合っておる。もう少し待てばなにかが――」

　という、ラルカの言葉を裏付けるように。その場で、低い地鳴りが轟とどろいた。

　わずかな揺ゆれと共に、ゆっくりと、目の前の絵が沈んでいく。

　やがて現れたのは、更さらに下へと続く小さな階段だった。

「おお、やった！」

　ナタリが興奮したように言うと、ラルカもまた満足げに微笑む。

　ロイ達たちは、互たがいに頷くと、列になって階段を降り始めた。

　これまでとは違ちがい、それほど下ることもなく、その足は再び硬い床ゆかを踏むこととなる。

　先にあったのは、先ほどまでいた大広間とは違い、ロイ達が入れば余裕がなくなってしまう程ほどの、狭い部屋だった。

　予想に反して物は一いつ切さいなく、中央に石で出来た長方形の箱があるだけだ。

「宝物庫、という割には殺風景ですね」

　カノンが感想を述べると、ラルカが辺りを観察しながら言った。

「恐おそらく、【アルゴの遺産】のためだけに用意された場所なのじゃろう。逆に言えば、サヴロス王にとってそれほど重要な存在であったことが分かる」

　彼女は箱に近付くと、杖で軽く叩いた。グリムワードが弾はじけ、青白い光が吸い込まれる。

「――開け」

　短い言葉を放つが、反応はなかった。ラルカは顎に手を当てる。

「やはりか。なんらかの魔ま術じゆつがかけられておるようじゃな」

「どういうことだ？」

　ロイが尋たずねると、彼女はこちらを向いた。

「わしの【存在掌握ルカード・シエル】はな、相手に極めて強固な意志がある場合は操れん時があるんじゃ。この箱の場合は、資格を持つ人間にしか従わぬような術が何重にも渡わたってかけられておるらしい。それを打ち破るのはちと難しいの」

「だったら、どうするんです？　お師し匠しよう」

　ナタリがそう訊いた。

「魔術を分析し、ゆっくりと解いていくしかないのう……時間がかかりそうじゃが」

「ふーん。えいっ」

　言って、アヤメが何気ない調子で手をかけて持ち上げる。すると、鈍にぶい音が鳴った。

　箱の蓋が外れ、背後へと落ちていく。

「はい、開きましたよ」

「…………」

　ラルカはぽかんと口を開けた後で、持っていた杖を、勢いよくアヤメの頭へ落とした。

「いたっ！」

「ば、馬ば鹿か者もの！　おぬしはどうしてそう、反則技ばかり使うのじゃ！　不用意なことをして、妙なことが起こったらどうする！」

「お、怒おこらないで下さいよ！　開いたじゃないですか！」

「こういうのは手順があるんじゃ！　おぬしはちょっと、そこに座すわって『二度と先走りません』と百度ほど書くが良い！」

「ひいい！　学校でやらされた反省文のことが蘇る！」

　なにか嫌いやな思い出があるのか、アヤメは頭を抱かかえたままで逃にげるように部屋の隅へと行った。

「まったく……ちゃんと教育せい、ロイ！」

「なんで俺おれまで説教されるんだよ」

　理不尽極きわまりない。ロイは嘆息してから箱を指差した。

「ほら、なにも起こらないみたいだし、さっさと手に入れるぞ。【アルゴの遺産】、欲ほしいんだろ？」

「お、おお、そうじゃった。どれどれ……」

　わくわくする様子で、目を輝かがやかせながら、ラルカが箱の中身を覗きこむ。

「おお、ついに【アルゴの遺産】が目の前に……！」

　ナタリもまた、師匠と並んで顔を突っ込んだ。ハンナやカノン、アヤメも集まってくる。

「ど……どう、ですか？　ラルカさん……」

　ハンナが興味深げに問いかけた。ここからでは、ラルカとナタリが邪魔になって内部を見ることが出来ない。

「…………む？」

　さぞ、喜色に満ちた答えが返ってくるのだろう。そう思っていたロイであったが、ラルカが言ったのは疑問に満ちた声だった。

「お師匠……これが【アルゴの遺産】ですか？」

　ナタリもまた、訝いぶかしげに隣のラルカを見る。

「い、いや、そんなはずは……むう？」

　彼女は当とう惑わくしながらも、中身を手にとって、体を起こした。

「どうしたんだよ。中身、なんだったんだ？」

　ロイがそう言うと、ラルカは首をひねりながら、掌てのひらに載せたそれをこちらへ見せてくる。

　それは、金色の円盤に針のついた奇き妙みような代物だった。

　時計にも見えるが、文字盤はなく、代わりに細かな矢印のようなものがびっしりと書き込まれている。

　周囲には煌びやかな石がちりばめられ、その価値は高いようだった。

「これ……なんですか？　どこかで見たような気もするけど」

　アヤメが唇くちびるに指を当て、きょとんとする。

「……羅針盤、だね」

　ハンナが断りを入れてから円盤を手にとって、上下を入れ替えながら、そう呟つぶやいた。

「羅針盤？　って、あの、航海の時に使うやつか？」

　ロイの言葉を、彼女は首しゆ肯こうする。独り分かっていない顔のアヤメに、カノンが説明した。

「魔術効果を持った鉱石が埋うめ込まれていて、どこにいても東西南北を正確に指し示す道具です。目印の無い海の上で、現在の方位を知るために使うものですよ」

「ああ、聞いたことあります。でも、どうして【アルゴの遺産】が羅針盤なんです？」

「……うーむ。わしにも分からんな。日記にも【アルゴの遺産】それ自体に関しての描写はなかったからのう」

　ラルカはアヤメにそう言って、唸うなる。

　求めていた宝に辿たどり着ついたというのに、まるで想定外のものが現れて、ロイ達は途と方ほうに暮れてしまった。これが果たして本当に【アルゴの遺産】なのか。だとすれば、どんな効果を持つものなのか。

　その場に、考え込むような沈黙が流れる。――その時だった。

「……ん？　なんじゃ？」

　ラルカの懐が仄かな光を宿した。それと共に、羅針盤に埋め込まれていた石もまた輝き始める。彼女は急いで自ら提げた鞄かばんから、該当するものを取り出した。

　それは、サヴロス王の日記である。古びた書物の内側から、青白い光が溢れだしていた。

「羅針盤と呼応しておるのか……？」

　日記を開き、ラルカはページを繰っていった。その手が、最後の方で止まる。

「……これは！　皆みなの者、これを見よ！」

　彼女は目を見開いた後で、日記を開いた状態でこちらに向けてきた。

　そこには、文章が書き記してある。旧オルケニア文字とやらでロイには読み取れないが、その『異常さ』はよく分かった。

　文章全体が、魔ま力りよくを帯びていることを示すような、青光を纏まとっているのである。

「魔術ルーン文字か……？」

　ロイは言った。魔術師が己おのれの魔力を使って記した文字のことだ。特定の人間にしか読み取れなくしたり、あるいは一定条件下でしか現れないようにすることが出来る。

「そうじゃ。この部分は、元々空白だったはずなんじゃ。それなのに、今、突とつ然ぜんに浮うかび上あがった。恐らく、羅針盤に触れたからじゃ！」

「羅針盤に組み込まれていた魔力鉱石が、日記と連動したということですね。それで、なんと書かれているのです？」

　カノンが身を乗り出した。ハンナが日記をその目で追う。

「……この、羅針盤を手に入れた、子孫らに告げる。あるいは、我わが一族が途絶え、不心得者が持っているのだとしても、同じことである」

　そうしてハンナは、文を読み取って話し始めた。

「我、サヴロスは、【アルゴの遺産】を封ふう印いんした。あの最も強力で、かつ、凶悪な魔術道具マジツクアイテムは、この世にあってはならぬものである。よって、二度と蘇らぬよう、遙か彼方かなたの、深い、深い海底へと沈めた」

「え、ここにはないんですか!?」

　ナタリが、そんな馬ば鹿かなと言わんばかりに両手を上げた。ハンナは頷く。

「あ……でも、待って下さい。続きがあります。

　――それでも尚なお、力を求める者よ。それを愚おろかなりと、我が嘲ることはしない。人とは常ながらそのような存在である。あるいは子孫が、なにかしらの窮きゆう地ちに陥り、やむを得ぬ事情を抱えてのことだとすれば、それを救うは先祖の義務である。そのため、この羅針盤を残す。これは、【アルゴの遺産】の場所を指し示す道具である。針が示す方向に向かえ。そこに、禁じられし宝は眠っている……だ、そうです」

「ほぅ。ということは、これは【アルゴの遺産】への案内役というわけじゃ」

　ラルカがハンナから返してもらった羅針盤を掲かかげた。

「……はい、恐らくは、そうです。針が、ずっと同じ方向を向いていますから……」

　ハンナの指し摘てきに、ロイは盤面を見る。確かにその通りだった。

「おい……待てよ。じゃあ、もしかして旅はここで終わりじゃないってことか？」

「そういうことになるのう。ロイよ、まだまだよろしく頼むぞ！」

　にい、と笑って、ラルカがこちらに向かって手を振ってくる。

「……やっぱり素直に戦っていた方が良かったんじゃないか？」

　手間としては、そっちの方がずっと簡単である気がした。

「なに言ってるの。あたし、ラルカさん達と喧けん嘩かするの嫌だよ。一緒に冒ぼう険けんしている方が楽しいもの」

「そうじゃ、さすがアヤメ！　いいことを言う！」

　ラルカに褒められ、アヤメは照れ笑いを浮かべた。

「……まあ、そりゃそうだけどなぁ」

　いささか、引っかかるものがあるロイである。

「さて、そうと決まったら早いところ、こんな迷宮は出て行くべきじゃな！　出発ー！」

　そんなこちらの心も知らず、ラルカは杖を振り上げて意い気き揚よう々ようと歩き始めた。

　ロイは吐と息いきしながらも、それに続く。

　階段を上がり、九階へと舞まい戻った。ラルカの案内があれば、八階まではすぐだろう。そこからアヤメの開けた穴を辿り、地上に出ればいい。

　そんなことを考えながら、進んでいたロイだったが――。

　不意に聞こえてきた乾いた音に、足を止めた。

「……なんじゃ？」

　ラルカが前を睨む。やがて、広い部屋の中、もう一つの光が宿った。

　それは、こちらと距きよ離りをとって佇む集団を浮かび上がらせる。

　黒いローブを羽織った男達だった。服と額に、禍々しい目が描えがかれている。

　先頭に立っていた男が、拍はく手しゆをやめると、低く笑いを漏もらした。

「……ご苦労だったな、お前達。おかげでこちらも、犠牲を払はらうことなく目的のものを手に入れることが出来そうだよ」

　アヤメが、警けい戒かいを滲にじませた声で問い質した。

「あなたたち……【真実の眼オルト・クロイス】……!?」

　男は、それに答える。

「ああ、すまない、自己紹介しようかいが遅れたな。私の名はディール。ディール＝リーガンだ」

「なに？　とすれば……おぬしが、こやつらの党首とやらか！」

　ラルカの言葉に、ディールはその口元を歪めた。

「その通りだ。さあ、挨拶が済んだところで用件を述べよう」

　彼はこちらに手を差し出し、

「――その羅針盤を、こちらに渡してもらえないだろうか？」

「……おぬしたち、どうやってここまで来た？」

　ラルカが杖を構える。するとディールはその指を振った。

　ナタリの後頭部から、なにかが飛び立つ。その小さな虫のようなものは、羽音を響かせながらディールの下へと戻った。

「私の可愛い使い魔が、よく役に立ってくれていてな。ずっとお前達の場所を教えてくれていたのだよ」

「か、監視されていたんですか……!?　ごめんなさい、師匠！」

　謝あやまる彼女に、ラルカは首を横に振った。

「良い。こちらも気が付かなかったからな。……抜かったわ」

「安心したまえ。大人しくしているというのなら、危害は加えない。私は温厚だ。目的のものさえ受け取れば、そちらに傷一つつけないことを約束しよう」

「それって要するに、渡さなければどうなるか分からないってことでしょう？」

　アヤメが拳こぶしを鳴らしながら言った。

「どこが温厚なのよ。ようするに脅おどしじゃない」

　ディールは薄うすい笑いを浮かべる。

「そちらがそうとるというのであれば、それでも構わない。要は同じことだ。どうする。羅針盤を渡すのか？」

「ふん、そう簡単に従うと、本気で思っておるのか？　だとすれば、近来稀に見る間抜けじゃな」

　その、ラルカの物言いに苛立った男達が、行動をとろうとする。

　しかしそれを、ディールは手で制した。

「……平和的に解決しようというのだがな。大人しく従った方が、そちらのためだと思うが？」

　彼は息をつきながら、こう続ける。

「もう一度だけ機会をやろう。羅針盤をこちらに渡すことだ。さもなくば――」

「絶対に、渡さないっ！」

　しかし、話し終える前にアヤメが、舌を出してそう断言する。

「……やれやれ」

　あきれ果てたような顔で首を横に振り、ディールはこう告げた。

「ロッド。こちらに来い」

　呼びつけられ、集団から見覚えのある男が慌てたようにディールの下へ駆けつける。

「は、はい、ディール様！」

「お前に任せる。……分かっているな？　三度目は、ないぞ」

　重々しいその口調に、ロッドはディールに深々と頭を下げ、こちらに向き直った。

　ディールが下がると、代わりに控ひかえていた男達が前に出てくる。

「愚かな真ま似ねをしましたね、お前達。ディール様に逆らうとは、言語道断。その命、なきものと思いなさい！」

　ロッドは、ローブの内側から伸のばした指を、こちらへ突き付けた。

「――かかれっ！」

　男達が、鬨の声を上げて一いつ斉せいに手を翳してくる。魔術の発動を促うながす青白い光が、次々と生まれ始めた。

「……やっと苦労してここまで辿り着いたというのに。面倒な連中じゃ」

　ラルカがそう言って、杖を構えようとした。が、ロイはそれを手で制す。

「まあ、待てよ。あのロッドってやつには空中で散々世話になったからな。ちょっとしたお礼をしてやらないと。ここは俺に任しとけ」

　こちらの意図が分かったのだろう。アヤメが、その台詞せりふににやりと笑った。

「……そうね。じゃあ、思い切りやっちゃおうか」

「ああ、頼むぜ、相棒」

　言って、ロイが首元から鍵を取り出す。アヤメは準備運動をするように、その場で屈伸を始めた。

「ふ、二人でやるつもりなんですか？　無む茶ちやですよ、あの数を！」

　ナタリが言う。しかし、ロイからすれば余よ裕ゆう極きわまりないことだった。

「――俺を誰だれだと思ってんだ？　【扉の魔術師】、ロイ＝シュトラスだぞ」

　誇ほこらしげに、言い放つ。

「アヤメと組めば、敵はいないんだよ！」

　【真実の眼オルト・クロイス】の組織員達が、ほぼ間髪入れずにこちらへ向けて魔術を放った。様々な効果を持つ攻こう撃げきが、殺さつ到とうしてくる。

「アヤメ！」

「あいよーっ！　じゃあ、ちょっとだけ本気でいくよ！」

　掛かけ声ごえ一つ。アヤメが跳ちよう躍やくすると、集団の真正面に立ち、両拳を引いた。

「雛ひな菊ぎく流――修しゆ羅ら・根こん滅めつ！」

　彼かの女じよは上体を屈めると、その手で床を砕くだき割った。

　――弩轟ッ！

　凄すさまじい破は壊かい音。まるで巨大な刃で抉られたかのように、床へ二つの軌跡が走った。炸裂する衝しよう撃げきが亀裂を生み、猛烈な砂すな埃ぼこりを上げ、瓦が礫れきを吹ふき上げる。暴風が巻き起こり、その場で起こったあらゆる魔術を打ち砕きながら、尚も勢いを殺さずに敵へと向かった。

　ロッドが瞠目する。そしてアヤメの放った技は、彼を始めとした何人もの組織員を巻き込んで後方へと吹き飛ばした。

「ロイ、交代！」

「任せろ！」

　アヤメがこちらへ下がり際、手を差し出してくるので、ロイはそれを叩く。

　前方に鍵を突き付け、超常を呼び起こすその言葉を唱えた。

「――開け、異界の扉よ！」

　魔ま法ほう陣じんが展開される。そこから、まるで化け物が這い出てくるように、なにかが姿を見せ始めた。

　――迷宮の入り口にあった、石像の群れである。

「ひやあああああああああああああああっ！」

　ロッドが悲鳴を上げる。彼は命令も忘れて、逃げ惑った。他の者も同様である。

　しかし容よう赦しやなく、石像は彼らを狙い、猛速度で撃うち放たれた。

　迷宮内の広い部屋に、悲鳴がこだまする。

　直ちよく撃げきこそさせていないものの、ロイの魔術は、充じゆう分ぶん過ぎるほどの効果を顕あらわした。

　石像が消え去った後、組織員達は、傷を負って倒たおれ伏していく。

　やがて、その場に立っているのはディールだけとなった。彼は怪け訝げんな顔で、こちらを見つめている。事態がまだ、把は握あくできていないのかもしれなかった。

「と、党首……様」

　アヤメとロイ、二人の攻撃にあっさりと敗北を喫したロッドがディールに向かって助けを求める。

　ディールは自らの部下を一瞥し、やがて、こう言った。

「――役立たずが」

　そのまま躊躇ためらいなく手を翳し、魔術を放つ。

　ロッドの体が、炎に巻かれた。声もなく、彼は絶命する。

「……っ！　なんてことを！」

　アヤメの言葉に、ディールは鼻を鳴らした。

「私は敗北者が嫌きらいでね。勝利に選ばれなかった人間など、惨めな死こそが相応ふさわしいと思わないか」

「……腐くさっておるのう」

　ラルカが嫌けん悪お感を滲ませた声を出す。

「吐はき気がするほどです。……許せません！」

　決然とした表情で、カノンがグリムワードをディールに向ける。

「あなたをここで倒し、その下らぬ組織も終わらせて差し上げましょう！」

「……血気盛んなことだ」

　ディールが低くそう言ったところで、背後にある闇やみから声がした。

「ディール様、このような者ども、あなた様の手で薙ぎ払えば良いのです」

　暗黒の衣をはぎ取るようにして、ローブのフードを目ま深ぶかに被かぶった人物が現れる。

「私の渡したそれがあれば、いとも簡単なことで御ご座ざいましょう……？」

　その言葉に、ディールは片口を上げた。

「……そうだな」

　彼は自らの手を上げ、その腕うでに嵌まっているものを、神々しそうに見る。それは単純な装そう飾しよくの施ほどこされた、ただの腕輪に見えた。しかし、

「あれは……魔術道具マジツクアイテムか？」

　呟いたロイに、ラルカが答える。

「恐らくは、そうじゃろう。……しかし、見たことのないものじゃ。それに、禍々しい魔力を感じる」

　それは、ロイも同様だった。ディールの身に着けている腕輪からは、いわく表現し難い【なにか】を感じる。胸を締しめ付けられるような、見ているだけで頭が痛くなってきそうなそれは、溢れ出るような歪ゆがんだ力の発露にも思えた。

「ロイくん、気を付けて……あれ、普ふ通つうのものじゃ、ないよ」

　ハンナが囁ささやく。

「ああ。……あいつ、何者だ？」

　ディールの傍に立つ謎の人物を、ロイは見つめる。どこか他の組織員とは、格のようなものが違う気がした。声も不気味に濁っていて、性別がはっきりとしない。

「分からないけど……少なくとも、ただの人間じゃないと思う」

　アヤメがその双眸を細めた。

　話している間に、謎の人物は再び闇の中へと引きさがっていったようだ。ディールがこちらに向けて言い放つ。

「致いたし方ない。私が相手になってやろう。――お前達に、相応しい死を与あたえてやる」

　そして、彼の体から膨大な魔力が放出された。

　それは中空にて集結し、蠢くと、徐々に形をとっていく。

　やがて幾許経たぬうち、そこには、一匹の化け物が生まれていた。

　鋭するどい嘴を持った鳥の双そう頭とう。豊かな毛皮を持つ山や羊ぎの胴どう。そこより生える一いつ対ついの翼つばさは滑らかな光沢を照り返す、竜の翼だ。背後から頭をもたげるのは、尾おとなった蛇へびだった。

「千鳴鳥……！」

　ラルカが告げる。かつてオルケニア帝国を守護していたという聖獣だった。

「この場所でお前たちを葬るには似合いの相手だろう。やれ！」

　ディールが命じると、千鳴鳥はその名の通り、無数の鳥が鳴くような雄叫びを上げた。

　開かれた口こう腔こうの奥に火種が灯り、それは幾いくつもの特大の炎球となってこちらに放たれる。

「アヤメ、ハンナを！」

　ロイは言って、横手に転がった。ハンナの近くに居たアヤメは、彼女を抱だきかかえて後方へと下がる。それまで居た場所を、炎球が打ち砕き、燃やし尽くした。

　即座に魔術を発動しようと、ロイはその手を向けるが、それよりも早く千鳴鳥がこちらに接近していた。その巨大な爪を、無造作に振ふり払う。

　しかしそれは、ロイへと届く寸前で止まっていた。いつのまにか自分の前に立っていたアヤメが、それを片腕で受け止めていたからだ。

　アヤメはそのまま千鳴鳥の爪を掴みとると、勢いそのままに空中へ放ほうり投なげた。更に高く跳躍し、爪先でその顎を強打する。ディールの使い魔は、絶ぜつ叫きようし、床へと落下した。

　しかしすぐに起き上がると、高く吼えると同時、その翼をはためかせる。

　千鳴鳥を中心として暴風が荒れ狂った。迷宮内の壁が衝しよう撃げき波はに削られ、崩れ落ちていく。

「くっ……！」

　まともに立っていることが出来ず、ロイはその場に跪く。他の者も同様、それに倣う中、スカートをたなびかせながらも、アヤメだけが平然と佇んでいた。そして、

「雛菊流……」

　彼女は体勢を低くすると、腰こしを捻り、指先を立てた手をまっすぐ伸ばした。

「――無む斬ざん刀とう！」

　まるで剣を薙ぐようにして、それを振るう。その瞬しゆん間かん、千鳴鳥の起こした疾しつ風ぷうがその軌き道どう上だけ掻かき消えた。まるで、見えない刃で空気が真っ二つに切り裂かれたかのように。

「ラルカさん、今だよ！　あいつを操あやつれる!?」

「……お、おお!?　いや、それは無理じゃ！」

　突如として起こった尋常ならざる現象に呆気あつけにとられていたラルカは、アヤメの台詞で我を取り戻したように言った。

「以前は使い魔を作りだした人間がおらんかったからなんとかなったが、今はそうでないからの。使い手が傍にいる以上、そいつの意志が強く反映してそこまで細かく操ることは出来ん！」

「だったら、体勢を崩すだけでもいいよ！」

「うむ、それなら出来そうじゃ。ナタリ！」

　声をかけると、返事の代わりにラルカの弟で子しは強く吼ほえた。その身を獣の毛が覆う。

　ラルカがその背に乗ると、ナタリは床を強く蹴けった。

　その姿が掻き消え、瞬またたく間まにナタリは千鳴鳥の足もとに躍り出る。

　ラルカは杖を振り、こう唱えた。

「その存在、我が手により掌握せり！」

　その体に向けて得物を突き付けると、青白い光は千鳴鳥の体へと吸い込まれて行く。

「さあ、そのままひっくり返るがいい！」

　ラルカの言葉と共に、使い魔は、まるでなにかに足をとられたかのように体を傾かせた。そのまま、地じ響ひびきと共に倒れ込む。

「ロイ、あたしの手をとって！」

「え、ああ、こうか!?」

　差し出された手をロイが握にぎると、アヤメは頷うなずき、

「――いっけえええええええっ！」

　そのまま、なんの遠えん慮りよもなくこちらの体を放り投げた。

「うおおおおおおおおお!?」

　前まえ振ふりなしに起こったことへ対処できず、慌あわてるも、ロイはすぐにアヤメがやろうとしていることを理解する。眼下に、千鳴鳥の巨きよ体たいが見えたからだ。

「ひ、開け！」

　ロイは鍵を取り出すと、それを真下へ突き付けた。

「――異界の、扉よ！」

　中空に魔法陣が描かれ、その中心から、巨きよ大だいな一本の剣つるぎが現れた。ここへ来る前に見た、ロンダの街の祭りで造られた物である。それは、低く重い音を立てて千鳴鳥に突き刺さった。

　迷宮内を揺るがす程の、叫喚が迸る。

「よし、完かん璧ぺき！」

　アヤメが喜びに、その場で小さく跳んだ。それを見て、ロイは苦く笑しようする。

「相変わらず、無む茶ちや苦く茶ちやするな」

　だが、嫌な気分はしなかった。アヤメは、決して自分勝手な人間ではない。だがロイならばきっと、自分の期待を分かり、動いてくれる。そう信用していたからこそ、説明なしの行動に出たのだろう。

　ともあれ、これで終わった。ロイは安心して、飛ひ翔しよう術を使おうとする。

「――ロイ！　避よけて！」

　しかし、アヤメの鋭い声に、目を見開いた。

　剣が消え去った後、千鳴鳥が立ち上がり、ロイに自らの尾を向かわせていたからだ。

　視界一いつ杯ぱいに、牙きばを剥むき出しにした蛇の頭が映る。

　魔術を使おうとしたが、その暇ひますらなかった。ロイはせめてもの抵てい抗こうとして、腕で自らを庇う。

「――【鳳凰炎翔フエニスグライド】！」

　しかし、喰らいつかれるその直前で蛇は豪炎に巻かれた。鳥の姿をした火の化身によって、その身を一いつ瞬しゆんにして焼き焦がされる。

　瞬く間に骨と化したその体は、バラバラになって地上へと落下していった。

「怪け我がはありませんか、ロイ＝シュトラス！」

　飛翔術を使って着地した後、振り返ったロイは、カノンに向かって頷く。

「すみません、先せん輩ぱい。助かりました！」

「……いえ。私も、あなたのお役に立ててなによりです」

　心から嬉うれしそうに、彼女は微笑ほほえみを浮かべた。

　しかし、これで片付いたわけではなかった。千鳴鳥は苦悶の声を上げながらも、こちらを睨み付け、戦意をぶつけてくる。

「あれだけでかい剣に刺されてまだ生きてるとはな……」

　相当な丈夫さだ。どちらかと言えば魔術師の手助けをする程度の存在でしかなかったはずの使い魔が、これほどまでに強いというのは前代未聞だった。

「やはりあの魔術道具マジツクアイテムのせいか。あれは一体、なんなんじゃ……？」

　ロイの隣となりに立ったラルカが呟く。

「そんなものでは私の使い魔は敗れんよ。やはり勝利者は私だ。――喰くらうがいい！」

　ディールがその掌を、頭上へと掲げた。

「【氷雨レイニード界・ダイアス】！」

　空気が凍りつき、氷で出来た無数の礫を作りだす。彼かれがこちらに魔術を投げ放つと、それを追うようにして千鳴鳥が駆けだした。

「とりあえずアヤメ達のところに戻もどるぞ、ナタリ、ラルカ！」

　ロイは振り返ると、ラルカ達と共に走り出す。その最中、周囲で大人の頭ほどもある氷の礫が地面を次々と穿っていった。

　カノンが炎の矢を放ち、それらを一つずつ潰していくが、とてもではないが間に合わない。アヤメがこちらに駆けつけてくる。

「皆、頭を下げて！」

　言われた通りにすると、彼女は足を思い切り振り上げた。

　疾風波が走り、ロイの髪の毛を何本か刈り取っていく。礫が切り裂かれ、砕け散った。

「勝利者だとか、敗北者だとか！」

　ロイとすれ違いざま、アヤメが口を開く。

「そういうのどうでもいいけど、一個だけ確かなことがある！」

　振り返ると、彼女は千鳴鳥に向けて腕を振り上げたところだった。

「――あなたは、すっごいムカつく！」

　彼女は、雄お々おしく叫さけんだ。

「【展開イジエクト】！」

　青白い光が弾け、アヤメの両腕に金属製の手てつ甲こうが出現した。

「【天火イグニード】！」

　更さらに、手甲の下部から魔力が膨大に噴出される。彼女の小さな体が、怒ど涛とうの勢いで押し出された。

「だから――ここで、ぶっ飛ばす！」

　向かうは一点、千鳴鳥の頭蓋である。

「はああああああああああああああああっ！」

　彼女の拳が、使い魔の眉み間けんに押し当てられた。

「【爆――炎インパクト】ッ!!」

　轟ごう音おんと共に、千鳴鳥の頭蓋が爆発炎上する。

　しかしそれでも、相手は揺るがなかった。たじろいだ後、体勢を立て直し、高々と吼える。牙を剥き出しにし、アヤメを丸呑みにせんとして襲おそい掛かった。

「全く同意だ、アヤメ！」

　それを見たロイは足を止めると、すぐ様引き返した。アヤメが着地したところを見計らって、最後の一発を決めてやることにする。

「開け――異界の、扉とびらよ！」

　物質転移の魔術により、現れたのは、八階にあった騎き士しの像。

　王に絶対の忠誠を誓いしその存在が、迷めい宮きゆうを騒がせし偽りの神を討伐せんと立ち向かう。

「そのような単純な考えも、たまには心地いいものじゃのう！」

　ナタリに背負われたラルカが疾しつ走そうし、先ほど、氷の礫によって作りだされた石くれに触れ、操って浮かび上がらせた。杖つえを突き付け、それを超ちよう高こう速そくで撃ち出す。

「ええ。やはりアヤメの生き方は、気持ちが良いです！」

　カノンの背後に炎で象られた蝶が羽ばたいた。彼女はその両手を、千鳴鳥に向ける。

「盛れ――【焔獄破場撃イーンフイエルノス】ッ！」

　生み出された火の海が、千鳴鳥へと押し寄せた。

　跳躍したアヤメが、逃げようとする使い魔の背後に移動してその身に鋭い蹴りを撃ち込む。相手は吹き飛び、三つの魔ま術じゆつが合わさる丁度その前へと無防備な巨体を曝した。

「ぬぅ……っ!?」

　ラルカを下ろしたナタリは、その脚きやく力りよくでこちらの攻勢に驚おどろいている、ディールの眼前に躍り出る。

　彼女が拳を振るい、ディールの顔面を殴り飛ばすのと同時。

　ロイと、ラルカと、カノンの魔術がそれぞれ――千鳴鳥を、直撃した。

　悲鳴と怒ど号ごうが辺りにこだまする。

　ディールが吹き飛び、背後の壁かべへと叩きつけられた。彼の使い魔もまた、連続した攻撃に耐え切れずぐらついて、倒れ伏す。

　――ほぼ一瞬で、戦いの決着はついていた。

「や――ったぁ――っ！　これぞ、友情パワーッ！」

　アヤメが拳を固め、それを天高く振り上げる。

　ロイが振り返ると、ラルカとカノンがそれぞれ、手を振り上げていた。

　それらを順番に叩き、ロイは今度こそ、勝利を確信する。

「す、すごいね……すごいね、皆」

　ハンナが、そう小さく言った。彼女は圧あつ倒とうされたかのように、ロイのことを見ている。

「ああ、そうだな。皆がすごい。もちろん、お前もな」

　そう答えて、彼女の頭を撫でた。くすぐったそうに身を竦すくめたハンナは、それでもかすかに笑う。

「やれやれ、苦労させおって。間ま違ちがいない。あやつの持っている魔術道具マジツクアイテムのせいじゃ。あれを調べてみないことにはのう」

　自らの肩かたの上で杖を何度か跳ねさせて、ラルカはため息をついた。

「ああ。それにさっきのあいつも調べてみないことには――」

　と、言いながらロイは探ってみたが、既すでにあの謎の人物は場からいなくなっている。

「消えたか……あの魔術道具マジツクアイテムをディールに渡わたしたのは、どう考えてもあやつじゃ。思えばここ最近、【真実の眼オルト・クロイス】の動きが妙みように活発化していたのも、あやつがなにかをしたのかもしれんのう」

　かもしれない。ロイはラルカの言葉に、考え込む。

　ディールの使っていた道具は、明らかに持ち主の魔力を増大させる効果をもっていた。でなければ、暴虐男トロールといい、竜といい、先ほどの千鳴鳥といい、あれほど強力な使い魔ま達たちを操れるはずがない。

　それにロイには気にかかることがあった。

「なあ、ラルカ。あいつ、さっきグリムワードを消費せずに使い魔を呼び出してたよな」

「そういえば、そうじゃな。一体、どういうことじゃ？」

　分からない。通常、グリムワード無しで魔術を使う場合は、その場で魔力を練る必要があった。ロイのように人より力が強い場合は、大たい抵ていのものをその場で操ることが出来るが。それでも、あのような巨大なものを一瞬で生み出すことは不可能だった。

（魔力を練る工程を短縮させて、グリムワードを使わず、即座に魔術を生む――そんなことを可能にする道具だとでもいうのか？）

　しかしそうだとすると、また新しい疑問が起こる。

（なぜあいつは、ディールにそれを渡した……？）

　それだけ便利なものなら、自分で使えばいい。彼を崇敬するが故のものだとすれば納なつ得とくいくも、どうも、それだけでは説明できないものがある気がした。

「なにか、裏がありそうだな……」

　とはいえ、ここでその正体を明らかにするのは無理だ。情報が少なすぎる。

「ディール本人に直接確かめてみてはどうでしょう？」

　カノンの提案に、ロイは頷いた。そうするのが手っ取り早いだろう。

「おい、ナタリ、ディールを連れて来てくれ」

「いいですよー。気絶してますけど、どうします？」

　うつ伏せになっているディールを指して、ナタリが言った。

「そのままでいい。魔術で起こすことにする」

「了りよう解かいですー。よいっしょ……っと」

　そう言って、ナタリはディールを担ごうとした。

「――千鳴鳥よ。この娘むすめを捕らえろ！」

　しかし、不意に発せられたその声に、彼女は硬こう直ちよくする。

　低い唸りと共に、突如として千鳴鳥の巨体が持ち上がった。

「あ、あれだけの攻撃を受けて、まだ立ち上がれるのですか!?」

　カノンが愕がく然ぜんとなる。

　使い魔はその太い脚を、ナタリに向かって振り下ろした。

　ディールが突き飛ばして離はなれると、彼女はその足の下した敷じきとなる。

「――あうっ！」

　ナタリが顔をしかめる。ラルカが叫んだ。

「ナタリ！　おぬし……！」

「動くな！」

　杖を振り上げようとした彼女を制し、ディールは掌てのひらをナタリへ向けた。

「お前達たちが妙な真似をすれば、この娘を殺す」

「な……あ、あんた！　どこまで薄汚い真似するのよ！」

「笑わせるな。私は勝利を達成するために、とるべき方法をとっただけだ」

　ディールはアヤメにそう言い放ち、その口元を歪める。

「さあ、日記と羅針盤をこちらに渡せ」

「だ、誰が渡すか！」

「だったらこの娘の命を奪ってやろう。それでもいいというのなら、今すぐにでも実行してやるが？」

　ラルカが拒否すると、ディールは空いた方の手を振った。

「くっ……卑怯な……」

　唇くちびるを噛かみ締め、ラルカは視線を泳がせる。迷っているのだろう。

「ら、ラルカさん……どうするの？」

　ハンナが問いかけると、ラルカは目を閉じ、強く拳を握った。そのまましばらく、無言の時が流れる。

「どうした？　早くしろ。私もそれほど気が長い方ではないのでな」

　ディールはしゃがみこむと、ナタリの髪の毛を掴つかんで持ち上げ、その顔に手を当てる。

「この距離で魔術を使えば、どうなるだろうな。試してみるか？」

「……最低ですね」

　カノンは憤りを堪えるように、奥おく歯ばを噛み締めた。

「お、お師し匠しよう……ごめんなさい」

　泣きそうな声で、ナタリが零す。

「ワタシは、も、もう、いいんです。それよりお師匠の夢、手放さないで下さい」

「な……なにを言っておる！」

　驚いたように言ったラルカへ、ナタリは無む理り矢や理りに見える笑えみを作った。

「だって、ずっと一いつ生しよう懸けん命めい、探してたじゃないですか。それがやっと手に入るんですよ？　ワタシなんかのために、それを諦あきらめちゃダメです」

「ナタリ……」

　その、こちらを気遣うような態度に、ラルカは息をついた。

「さあ、どうした。もう待てんぞ！」

　強い口調で言ってくるディールに対して、彼女は、ぽつりと呟つぶやいた。

「……馬ば鹿か弟で子しが」

　歩き出す。ラルカは、その手にもった羅針盤と日記を、ディールに差し出した。

「これでええんじゃろう。ナタリを放してやれ！」

「お、お師匠……！」

　ナタリが、自身への情けなさからか、そう言って顔を伏せ、肩を震わせる。

「……それでいい。二つ名の魔ま術じゆつ師しと言えど、身内には甘くなるか。そんなことでは、お前も勝利者にはなれんな」

　ディールはナタリに手を向けたままで、ラルカから目的のものを奪うばい取った。しかし彼はそのまま、下がっていく。
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「待ちなさい、ディール＝リーガン！　ナタリを解放しなさい！」

　カノンがそう言うが、ディールはそこで、低い笑いを漏らした。

「……全く、愚おろかな連中だよ」

　彼は羅針盤と日記を懐ふところに仕し舞まい、その場で続ける。

「残念だが、この娘を渡すわけにはいかない。これ以上、こちらの邪魔をされては困るのでな。遺跡を探している間、人質として身柄を預からせてもらおう」

「は、話が違ちがうじゃないの！　あんた、どこまで性根が腐ってるのよ！」

　アヤメが地団駄を踏ふんだ。しかし、ディールは少しも意に介さなかった。

「こちらの目論見を見抜けなかったお前達が悪いのだ。いいか？　教えてやろう。人生とは常に選せん択たくの連続だ。そこでなにをとるかで、勝利者か敗北者かが決まる。お前達は、なにも考えずこちらに従うことを選んだ。それが失敗だったのだよ！」

「……ひ、ひどい」

　ハンナが眉まゆ根ねを下げ、ぎゅっとローブを掴む。

「だ……だったら、あたしが人質になるよ！　だから、ナタリさんはこっちに返して！」

　アヤメがそう申し出るが、ディールは首を横に振った。

「やめておこう。お前の強さは先ほど見て知った。捕まえたところですぐ逃にげられるのがオチだ」

「ぐっ……や、やっぱりダメか」

　半ば予想していたのだろう。アヤメはあっさりと引き下がった。

「……しかし、この娘も危険度で言えば大差はないか」

　ディールはそこで考え込むと、ハンナのことを指差す。

「いいだろう。そこの緑の髪をした娘と交こう換かんだ。それならば解放してやろう」

「なっ――ダ、ダメに決まってるでしょ、そんなこと！」

　アヤメがハンナを抱きしめ、激しく首を横に振った。

「ならば交渉は不成立ということだな。私はここで失礼させてもらおう」

　言って、ディールは踵きびすを返そうとする。しかし、

「わ……わたし、行きます……！」

　ハンナが手を上げた。

「ダメだって、ハンナちゃん！　なにを言ってるのよ！」

　アヤメが止めようとするも、ハンナは告げた。

「わ、わたし、無理矢理ついてきて、皆みなさんに迷めい惑わくかけてばかりですし……。それに、ナタリさんが捕まるくらいなら、わたしが代わりになる方が、ずっといいです」

「……仲間想いなことだ。ならば、こちらに来たまえ」

　ディールが片口を上げるのに、ハンナは頷く。

　尚なおもハンナの手を掴んで行かせまいとするアヤメに、彼女は微笑んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですから……アヤメさん」

　その、弱々しくありながらも確固とした態度に、アヤメは戸惑ったような顔をする。

　ハンナを止めることは出来ないだろう。ロイはそう思った。だから、

「――俺おれが行く。俺が人質になる」

　そう、ロイは口にする。

「……お前が？」

　眉をひそめるディールに、ロイは首から提げた鍵かぎと、グリムワードを取り出した。

「俺は魔術師だ。グリムワードとこの鍵がなければ魔術は使えない。これをそちらに渡せば、人質としても適当になると思うが？」

「……ふむ」

　顎あごに手をやり、しばらく逡しゆん巡じゆんするような間を空けてから、ディールは口端を歪めた。

「確かにその通りだ。それにお前を人質にとれば、そちらの戦力も減るだろう。こちらとしても好都合だな。いいだろう」

　ロイは頷いた。ディールに向かって、歩き出す。

「……ダ、ダメだよ、ロイくん！」

　しかしすぐにローブを引っ張られる感かん触しよくに足を止めた。振り返ると、ハンナが、何度も首を横に振っている。

「そうだよ、ロイ。なにか、いい方法があるかもしれないでしょ……！」

　アヤメがそれに乗ってくるが、ロイは肩を竦めた。

「なにかあるのか？　早くしないと、あいつがナタリを殺すかもしれないぞ」

「そんなこと、しないよ！　人質の意味がなくなるじゃない！」

「あいつはもう、羅針盤と日記を手に入れてるんだ。ナタリを傷つけて、俺達が動どう揺ようしている間に逃げ出すことも出来る」

　その言葉が、尤もだと思ったのだろう。アヤメは黙だまり込んだ。

「で、でも、それならわたしが……！」

　そう言ってくるハンナの頭に、ロイは手を置いた。

「俺は、この中の誰が人質になっても嫌いやなんだよ。だったら自分で行くだけだ」

　そして、踵を返すと、歩みを再開させる。ディールの近くまでくると、ロイは鍵とカードを投げた。それを受け取ると、ディールはこちらに来いと言うように顎をしゃくる。

　ロイが傍に寄ると、素す早ばやくその体が掴まれ、首に手が当てがわれた。

「妙な素振りは見せるな。どうなるか分からないほど、お前も愚おろかではあるまい」

「……まあな」

　ディールが目線で指示をすると、千鳴鳥は足をどける。自由になったナタリは、それでもこちらを気にして動こうとしなかった。

「大丈夫だ。向こうに行ってくれ」

　そう言うと、彼女は躊躇ためらった後、頷いてからラルカのところへと戻る。

「さて、お前には少し静かにしていてもらおう。余計なことをされても困るのでな」

　ディールの嵌はめていた腕輪が、仄かな光を宿した。彼の手に、魔ま力りよくが集まっていく。

（……やはり、時間を短縮して魔力を増加させる効果か）

　見抜いた後で、ロイは向かい側に視線をやった。

　皆が心配そうにこちらを見守る中で、アヤメが爆ばく発はつしそうな感情をどうにか抑おさえるようにして、その手を握り締めている。

　そんな彼女を安心づけるために、ロイは微笑んだ。

　なぜだろう。恐きよう怖ふ心はなかった。迷宮の罠わなにかかり、死を覚かく悟ごしていた時よりもずっと穏やかだ。アヤメの姿を、その真まっ直すぐな瞳ひとみを見据えているだけで、自分の心は静まっていく。

　……彼かの女じよがいるからだろう、とロイは思った。

　雛菊アヤメという存在がいるからこそ、こんなにも自分は、冷静でいられるのだ。

「アヤメ」

　だから、ロイはそう呼びかける。

「――お前を、信じてるぞ」

　ディールが、自分に向けて、魔術を放つのが見えた。


ＦＩＮ









あとがき







　どうも！　空そら埜の一かず樹きです。

　数か月ぶりとなります「扉の魔術師の召喚アドヴェン契約ト・ゲートⅢ」はお楽しみ頂けましたでしょうか？

　既に本編を読了されたという方はお分かりだと思いますが、今回のお話は、いわゆる「上下巻」の「上」に当たるお話になります。

　デビューしてからかれこれ数年になりますが、一つのお話を二冊に渡ってやるというのは初めての経験でして、緊きん張ちよう感かんに心臓が爆発しそうであります。

　なにかすごいところで「続く」という感じになっていますが、次もなるべくお待たせしないように書くつもりですので、ぜひともお待ちいただければ幸いです。

　閑かん話わ休きゆう題だい。今回のテーマは、ずばり「冒険」です。

　せっかくファンタジーなのだから、色々とやってみよう！　という考えが前提にありまして。

　ぼくが子どもの頃に読んだり観たり聞いたりした物語の中で、わくわくしたもの、ドキドキしたもの、夢中になったものを思い出しながら、詰め込んでみました。

　下巻でも更に盛り込んでいくつもりですので、皆様に楽しんで頂けることを願っております。

　そういえばつい先日、大阪にある某有名遊園地にある、某イベントに参加してきまして。

　簡単に言えばゾンビを倒しながらゴールに向かうものなのですが、これがかなり難むずかしい。

　しかも最初こそ「どうせ人が演じているんだから嘘うそくさいんだろ？　軽くクリアしてやんよ」と粋いきがっていたのですが、無む茶ちや苦く茶ちや恐い。

　格好よく進みながら、参加している他の女性に「大丈夫ですか、お嬢さん」などといって助けの手を差し伸べる自分を想像していたのですが。

　実際は「うわあ！　わああ！　わあああ！」と慌てながら銃を乱らん射しやし、助けを求める声に応えるどころか、こっちがしがみつきそうな勢いでした。

　とてもではありませんが、襲おそい掛かかってきたゾンビを華か麗れいに倒し、「おいおい、俺の首にかじりついてくるのは、ベッドのワイフだけで充分だぜ？」という小粋な台詞を投げる余裕などありません。どんなキャラだよ。

　おまけにその後に乗ったアトラクションでも震動に酔って非常に気分が悪くなるという、まるでいいところなしの散々たる有様でした。

　まあ、これもひと夏の「冒険」だとして、いい思い出になったということで！

　全然綺麗にオチがついていない気もしますが、謝しや辞じに移らせて頂きます。

　担当のＮ様。上下巻ということで、今回も色々とご面めん倒どうをおかけしてすみません。ありがとうございます。

　挿さし絵え担当のぽんじりつ様。毎回、こちらのつたない説明から素す晴ばらしいイメージを膨らませて頂き、本当にありがとうございます。特に本編中の○○プレイに関しては、ぼくの想像より遙かに上を行く仕上がりでして、脱だつ帽ぼうものでした。

　様々な場所からメッセージを下さる方々、本当にありがとうございます。お仕事だけでなく、落ち込んだ時や疲れた時など、いつも力を頂いております。

　最後に全ての読者様へ、最大限の感謝を。

　それではまた、次でお会いしましょう。


九月　空埜一樹

ＢＧＭ「ＤＲＥＡＭＳ」







ＨＰ　「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


空埜一樹先生／ぽんじりつ先生
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